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は じ め に 


この マニ ュ ア ル は 「 汎 用 クロ スコ ン パ イラ XCC-V」 の 「 概 要 」「 特 徴 」「 操 作 方 法 」「 言 語 仕様 」 を 
ご 理解 いた だ く こ と を 目的 と し た リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル で す . 

また , MPU 固有 の 仕様 で は , コン パイ ラ (XCC-V) を 使用 し て プロ グラ ム を 作成 する 場合 の , MPU ご 
と の 固有 の 仕様 を 解説 し て いま す . 

この マニ ュ ア ル は 日 本 語 で 解説 され ます . 


バー ジョ ン 情 報 


XC(-V V10.06ー 


・ 本 マニ ュ ア ル お よび 本 プロ グラ ム の 一 部 また は 全部 を 当社 の 許可 な く 転 載 ま た は 複写 複製 
する こと は その 形態 に 関わ ら ず 禁じ ます . 

・ 本 マニ ュ ア ル お よび 本 プロ グラ ム の 一 部 また は 全部 は 「 外 国 為替 及び 外国 貿易 管理 法 」 に 
規定 する 物資 技術 に 該当 する 為 , 輸出 する 場合 は , 同 法 に 基づく 輸出 許可 が 必要 で す . 
・ 本 マニ ュ ア ル の 内 容 は 予告 な く 変更 ・ 修 正 を する こと が あり ます . 

・ 本 マニ ュ ア ル の 誤り や 使用 者 の 誤 使 用 に よる 損害 に 対し , 当社 で は 一 切 の 責任 を 負い ませ 
ん . 


XASS-V シリ ー ズ は ガイ オ ・ テ クノ ロジ ー 株 式 会 社 の 製品 で す . 
各 商 品名 は 各社 の 登録 商標 。 また は 商標 で す . 


Copyright(c)2005 by GAIO TECHNOLOGY Co.,Ltd 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 履歴 


XCC-V 本 体系 マニ ュ ア ル 追 加 ・ 更 新 履歴 


Version リリ ー ス | 変更 内 容 
V10.06ー 05.08.15 1. 定数 の 説明 文 に 以下 の アン ダー ライ ン 部 分 を 追加 し まし た . 
「 整 数 定数 の 直後 に "1” ま た は "L” を 付け る と 強制 的 に 1ong 型 
と な り , "" ま た は "U を 付け る と 強制 的 に 符号 無し 型 
(unsigned) と な り ま す .」 
2. pragma に 「memory/endmemory」 追 加 
3. ライ ブラ リ 機 能 に ユー ティ リティ 関数 「strtol」「strtoul」 
を 追加 
V10.01- 03.12.31 1. -singlefloat オプ ショ ン 追 加 
2. 警告 メッ セー ジレ ベル -LEx-LW4 の 追加 
V9.21 < 02.03.31 | 詳細 は こち ら を ご 覧 くだ さい . 
V9.19~ 01.05.21 |xmacv2 構造 体 生 成 機能 を 追加 し まし た . 
V9.18 て 00.12.28 | 詳細 は こち ら を ご 覧 くだ さい . 
V9.14 て 00.03.20 ・Testrict キー ワー ド の サポ ー ト 
・#Dragma unrolling 機能 の 追加 
・-1ongname オプ ショ ン の 追加 
・-S オプ ショ ン の 詳細 フラ グ 追 加 
V9.13 て 00.01.31 |-ANSI オプ ショ ン 追 加 . 
V9.12~ 99.11.29 | 最適 化 を 強化 し まし た . 
-rab オプ ショ ン 追 加 . 
V9.05 一 99.1.25 コン パイ ルリ ミッ ト 値 の 変更 を 行い まし た . 
・ 条 件 コン パイ ル の ネス ト (16 -> 32) 
・ イ ンク ルー ド フ ァイル の ネス ト (16 -> 32) 
V9.01 一 98.10.16 DSP 対応 の た め の 機 能 強化 . 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 履歴 (CC-V: V9.21-/2002.03.31 現在 ) 


以下 の 障害 修正 お よび 改良 を 行い まし た . 


1. switch 文 内 に 比較 式 が ある 時 に 一 部 の MPU で アセ ン ブ ル エ ラー と な る オブ ジェ クト を 生 
成 し て し まう こと が ある 
2. ポイ ンタ サイ ズ が 16 ビッ ト で ある MPU で 以下 の よう な 初期 化 を 行う と , コン パイ ラル エ 
ラー に な っ て いま し た 


long | = (long) “abc“: 


3. 無名 ビッ ト フ ィ ー ル ド を 多数 宣言 し た 構造 体 の 初期 化 を 行っ た 時 に コン パイ ル エ ラー が 
発生 し て いま し た 

4. Windows 版 に お いて , 演算 オー バー フロ ー の 発生 する 定数 式 の 記述 され た プロ グラ ム を コ 
ン パ イル する と , アプ リケーション エラ ー が 発生 し て いま し た 

5. 最適 化 処理 に より , 以下 の よう な for ルー プ に 於 いて ルー プ が 実行 され な いこ と が あり 
まし た 


0: /* global 変数 | */ 
func () : /* 関数 コー ル に より | が 不定 に な る */ 
( 」= 


川 骨 


i 
a 
for 1 
0 :  /* 以前 の a へ の 代入 が 無効 に な る と 同 
時 に 関数 コー ル も 無効 に な っ て 
し まう 時 が ある */ 
」!= ij : /*i=0O の 代入 が 有効 に な っ て し まい 
判断 条件 を 満た し て し まう */ 


QO 


6.5 万 行 を 超え る よう な 大 き な フ ァイル を コン パイ ル し た 時 に アセ ン ブ ル 時 に ラベ ル エ ラ 
ー が 発生 する オブ ジェ クト を 生成 する こと が あり まし た 

7. Windows 版 に お いて , コン パイ ル 時 の ファ イル 名 指定 で ディ レク トリ に '/ を 使用 する と 
デバ ッ グ 情報 や セク ショ ン 名 等 が 正しく 生成 され な いこ と が あり まし た 
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マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 履歴 (CC-V: V9.18 一 /2000.12.28 現在 ) 


1. 警告 メッ セー ジ の 追加 
-LW3 オプ ショ ン が 指定 され た 時 , 以下 の 警告 メッ セー ジ を 出し ます . 


・return 文 で 小さ い 型 へ の 暗黙 の 型 変換 を 行っ て いま す . 


Return causes 1mplicit narrOWing COIVeTS10I. 


例 
long 1: 
unsigned short func1() 


( 


Teturn 1: 


・ 負 数 の 定数 を 符号 な し の 型 と し て リタ ー ン し て いま す . 


Return of negative constant to unsigned type. 


例 
unsigned short func1() 
{ 
return (short)-1: 
| 


・ 値 を 返す 関数 に 値 リ ター ン が あり ませ ん . 
There is not value return in the function which returns a Value. 


例 
int func2() 
{ 
8a=b+C: 
) 
注 ) 


return 文 の 値 な し は ワー ニン グ に し ます . return 文 が まっ た く な い 場 合 は ワー ニン グ を 出 
1 

最適 化 を 行う 時 (RISC な ど は 必ず ) は 経路 に よる 解析 を 行い , 値 を 返す return 文 を 通ら ず に 
関数 の 最後 に 行く 経路 が あれ ば ワー ニン グ を 出し ます . 

最適 化 を 行わ な い 場 合 は 経路 に よる 解析 は 行い ませ ん . 


2. ワー ニン グ を エラ ー と し て 出す オプ ショ ン を 追加 
ワー ニン グ を エラ ー と し て 出力 する コン パイ ルオ プシ ョ ン を 追加 し まし た . 


オプ ショ ン : -we 


指定 例 


XCCV -W6 


3. 後 置 ++, -- と 比較 式 の 最適 化 
後 置 +, -- の 結果 と 定数 値 の 比較 を 定数 値 を 変更 する 事 に より 前 置 +, -- の 結果 と 定数 値 の 比較 
に 変更 し ます . 


例 
while (cnt++ != 10) = while (++cnt != 11) 


大 小 比 較 は 対象 外 で す . (==, != の み , !cnt-- は 対象 に な り ま す ) 
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4. -ANSI オプ ショ ン 使 用 時 の 構文 解析 を 厳し くし た 
-ANSI オプ ショ ン 使 用 時 の 構文 解析 を より ANSI 規格 に 恵 実に な る よう に し まし た . 


・ 以 下 の 記 述 を ワー ニン グ か ら エ ラー に し まし た . 


X = Dtr->meml: /*meml は ptr に 無い メン バ */ 


・ 以 下 の 定 数 式 の 計算 を 符号 な し で 行う よう に 変更 し まし た . 


0xf0000000 >> 4: 


0x80000000 より も 大 き な 値 は unsigned 1ong で 扱い ます . 


障害 対応 


2000/12/22 | 以下 の 記述 の 解析 処理 に 間違い が あり まし た . 2 回 目 以降 の 配列 の 大 き さ が 確定 
され て し まい まし た . 
typedef char STR[]: 
STR a = “abc“: 
STR b = “abcde“: 


2000/12/12 |XCCPPV と 連携 し て C++ を コン パイ ル す る 時 , 命令 スケ ジュ ー ラ に よる 最適 化 の 
不具 合 が 発生 し まし た . 


2000/12/05 | 以下 の 正しい 記述 で 誤っ て ワー ニン グ メ ッ セ ー ジ を 表示 し て いま し た . 
extern unsigned short Func(unsigned long[]) : 
unsigned short Func(unsigned Iong[]) : 
unsigned short Func(unsigned long Array[]) { ..…. 
メッ セー ジ : 
%XCCV-W-SYN : Illegal description in function parameter 
これ は プロ ト タ イ プ 宣 言 で 引数 を 配列 と し て 宣言 し て いる 時 に 発生 する 問題 で 
す . 
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2000/12/04 | 引数 の レジ スタ 渡し を 行う 定義 体 で 複数 の 引数 が 存在 する 時 , 引数 の レジ スタ 
割り 当て が 重複 する 事 が あり まし た . 
以下 の 条件 が 全て 重なっ た 時 に 障害 が 発生 し まし た . 


・ 最適 化 を 行っ て いな い 

・ 引 数 の 値 が 使用 され ず 関 数 内 で その 引数 に 値 を 代入 し て オー ト 変 数 の よう 
に 使っ て いる 

・ 引 数 を 使用 する 範囲 が 重なっ て な い 

・ 関 数 内 で 他 の 関数 を 呼び 出し て いる た め 関 数 の 頭 で 引 数 渡し され た レジ ス 
タ を 他 の レジ スタ に コピ ー し て いる 

2000/11/28 | ルー プア ン ロ ー リ ング の 最適 化 が か か っ た 時 に , その 関数 内 に ある 特定 の 順序 
の 参照 代入 処理 の 展開 が 誤っ て 生成 され る 事 が あり まし た . 


障害 が 発生 し て いる 参照 , 代入 パタ ー ン : 


ロー カル 変数 1 の 代入 

グロ ー バ ル 変 数 1 を 参照 , 演算 , ロー カル 変数 2 へ 代入 
グロ ー バ ル 変 数 1 ヘ ロ ー カ ル 変 数 1 を 代入 

ロー カル 変数 2 を 参照 


時 間 最 適 化 (-0 1 オプ ショ ン ) の ルー プア ン ロ ー リ ング が か か っ た 時 だ け 上 記 の 
よう な 展開 が 正しく 行わ れ な い 事 が あり まし た . 

2000/09/05 |Hiperion2 の 積 和 の 展開 で ペア レジ スタ (例え ば CX=C0, C1) の 使用 が 重複 し て 割 
り 当 て られ て し まう 現象 が 発生 し まし た . 最適 化 の レジ スタ の 重複 の チェ ッ ク 
で ペア レジ スタ の 親子 関係 を 考慮 する チェ ッ ク が 抜け て いる と ころ が あり まし 
ご: 


2000/07/05 | 非常 に 稀 な ケー ス で す が プ リプ ロ セ ッ サ の コメ ント の 解析 が お か し く な る 事 が 
あり まし た . 


#include <file.h> /* 


コメ ント の 終了 を 解析 で き な い 事 が あり まし た . 


2000/07/03 |enum メン バ の 記述 で カン マ で 区 切ら な く て も エラ ー に な り ま せん . 


enum labc]l data: 


ワー ニン グ を 出す よう に し まし た , 
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C コン パイ ラ の 構成 


C コン パイ ラ の ソフ トウ ェ ア 構 成 


【 汎 用 クロ ス ( コン パイ ラ XCC-V ソフ トウ ェ ア 構 成 】 


5 
ソン バイ ラフ 
し > の ei 
/ = っ 6 寺 ミ ミミ 


入出 力 ファ イル 


C コン パイ ラ (XCC-V) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XCC-V 入出 力 概 要 図 】 
入力 1 利用 者 が 準備 


MM FLU 別 を 


定義 人 オ ブ ジ ェ ゥ ト ( 一 ン パ イラ 
C コ ン パ イラ X で CV 入力 3 〒 刊 用 者 が 準備 


CX 党 素 素 来 .XCO 
すま 、、 イン ライ ツン 展開 マウ ロ 
中 定義 ファ イル 
品 才 1 米 米 米 素 素 
アセ ン ッ ブ ロリ 
ソ ゾー スプ ロダ ラム 
六 玉 玉 玉 。XFE 


入力 1:C の ソー スプ ログ ラム (****. c) 


利用 者 が C 言語 で コー ディ ング 作成 し た C の ソー スプ ログ ラム で , 利用 者 が 準備 し な けれ ば な 


り ま せん . 


C( コン パイ ラ は , この ソー スプ ログ ラム を , 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル を 参照 し な が ら コ ン パ 


イル 作業 を 行い , これ に より 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の オブ ジェ クト を 出力 し ます . こ 


スプ ログ ラム ファ イル の 省略 ファ イル タイ プ は ”".c” で す . 


例 
test.c, sample.soc な ど と 指定 し ます . 


入力 2: ヘ ッ ダ ファ イル (*****) 


利用 者 が 作成 し た C の ソー スプ ログ ラム 内 に 「jnclude」 文 が 書か れ て いる 場合 に 利用 者 が 作成 


し て , 準備 し な く て は な ら な い 「 挿 入 ソ ー ス ファ イル 」 で す . 
この ヘッ ダフ ァイル の 省略 ファ イル タイ プ は , あり ませ ん . 
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入力 3: イ ン ラ イン 展開 マク ロ 定 義 フ ァイル 

一 部 の MPU で サポ ー ト し て いる 外部 ファ イル で の イン ライ ン 展 開 マ クロ 機能 の た め の マ クロ 定 
義 ファ イル で す . 

この マク ロ 定 義 フ ァイル の 省略 ファ イル タイ プ は , あり ませ ん . 


入力 4:MPU 別 定義 体 オ ブ ジ エク ト (cxg***. xc0) 

コン パイ ル 時 の 参照 ファ イル と し て 使用 する 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 別 の 展開 の 仕方 を 記述 し た 
定義 体 と 呼ば れる ファ イル で , この 定義 体 に よっ て 1i8086 用 , mc68000 用 な どの コン パイ ル 出 力 
が 行わ れ ま す . 

すなわち , 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の 定義 体 フ ァイル を 換え る こと に よっ て , C コン パイ ラ の 
出力 する オブ ジェ クト ファ イル が , 1i8085 や 780 な どの アセ ン ブ リ ソー ス と な り ま す . この 定義 
体 オ ブ ジ ェクト ファ イル は , 省略 する こと は で きま せん . 

省略 ファ イル タイ プ は ".xco" で す . 


例 
cxgms1. xco(mc68000) 
cxXgis1.xco(i8086) 


出力 1: ア セン ブリ ソー スプ ログ ラム (***x*. xas) 

ソー スプ ログ ラム を コン パイ ル し た 結果 , 出力 され る オブ ジェ クト プロ グラ ム フ ァ イル で す . 

この オプ ジェ クト プロ グラ ム は 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の アセ ンプ ラ ソ ー ス で , アセ ンプ ラ 
(XASS-V) の 入力 ソー ス フ ァ イル と な り ま す . オブ ジェ クト ファ イル 名 は , コン パイ ル 時 の 指定 オ 
プシ ョ ン "-0" ま た は ソー スプ ログ ラム 名 に より 決定 され , ファ イル タイ プ が 省略 され る と , 
".X8S が 付加 され た ファ イル が 出力 され ます . 


例 


【 入 力 C ソー ス 名 】 【 出 カ ア セ ンプ ブリ ソー ス 名 】 
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C コン パイ ル を 行う 
起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 
C コン パイ ラ (XCC-V) は , 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 
xccv 人 ハ -g 人 人 定義 体 名 へ ソー ス フ ァ イル 名 人 [コン パイ ルオ プシ ョ ン ][...] 


XCCV 
C コン パイ ラ を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


ソー ス フ ァ イル 名 
利用 者 が 作成 し た ( の ソー ス フ ァ イル 名 で す . 


コン パイ ル ガ オジ ジョン 
XCC-V 起動 時 に 指定 する コン パイ ルオ プシ ョ ン で す . 
一 部 の MPU で の み 使 用 可能 な ユン パイ ルオ プシ ョ ン に つい て は , MPU 固有 の 仕様 を 参照 し 
て くだ さい . 
オプ ショ ン 指 定時 の 注意 事項 に つい て は こち ら を 参照 し て くだ さい 、. 
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ソー ス フ ァ イル 指定 


コン パイ ル を 行う ソー ス フ ァ イル 名 を 1 つま た は 複数 指定 し ます . 

な お , ここ で 指定 する ソー ス フ ァ イル 名 と は , ソー スプ ログ ラム ファ イル 名 で あり , ファ イル タ 
イプ が 省略 され た 場合 に は , ".c" が 付加 され た ファ イル 名 と みな され ます . 

複数 の ソー ス フ ァ イル を 指定 する と き に は , ファ イル 指定 を 空白 で 区 切る こと に よっ て , それ ぞ 
れ の ソー ス フ ァ イル は 別々 に コンパイル され ます . 


単 一 ファ イル .…. 


XCCV SO0C1 


複数 ファ イル ... 


XCCV SOC] SOC2 soc3 


注意 

ソー ス フ ァ イル 名 は 英字 で 始ま る 英 数 字 に し て くだ さい . 

アン ダー スコ ア (  ) も 英字 と し て 使用 で きま す . 

ファ イル 名 は , 生成 され る アセ ン ブ ル ソ ー ス 中 の セク ショ ン 名 に 使用 され ます . ファ イル 名 に ハ 
イフ ン ( - ) が 含ま れる 場合 は , アン ダー スコ ア (  _ ) に 変更 し て 使用 し ます . 
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オプ ショ ン 指 定 の 注意 事項 


複数 の オプ ショ ン を 組み 合わ せ て 使用 する 場合 , その 組み 合わ せ に よっ て , 効果 が 薄れ る 場合 が 
あり ます . 
以下 に , 使用 目的 ご と に オプ ショ ン の 指定 例 を 示し ます . 


オブ ジェ クト サイ ズ を 優先 する 場合 


指定 オプ ショ ン 
-0 og (-b) 


オブ ジェ クト サイ ズ 優 先 で グロ ー バ ル 変 数 も 含め て 最適 化し ます . 
コモ ン 領 域 の サイ ズ ( デ ー タ 領域 の サイ ズ ) に 余裕 が あれ ば , “-b" を 指定 し , バウ ンダ リ を 取る と 
実行 速度 が 上 が り ま す . 


実行 速度 を 優先 する 場合 


指定 オプ ショ ン 
-0 tsgi -b 


実行 速度 優先 で グロ ー バ ル 変 数 も 含め て 最適 化し , ユー ザ 定 義 関数 , スト リン グ 関 数 の イン ライ 
ン 展 開 を 行い ます . 
また , バウ ンダ リ を 取り , メモ リ 上 の デー タ の アク セス を 高速 に 行い ます . 


リア ル タ イ ム 05 を 使用 する 場合 

ミス ポ 社 製 リ アル タイ ム 0S(NORTi) を ご 使用 の 場合 , コン パイ ル 時 の オプ ショ ン に 注意 が 必要 で 
す . 

詳し く は , NORTi に 付属 の マニ ュ ア ル 等 を ご 覧 参照 くだ さい . 
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コン パイ ルオ プシ ョ ン 


オプ ショ ン 指 定時 の 注意 事項 


-g 人 定義 体 名 定義 体 名 を 指定 し ます . 
-0A へ オブ ジェ クト ファ イル 名 オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し ます 
デバ ッ グ 情報 を 出力 し ます . 


-0Attlo)sgieda 最適 化 レ ベル を 指定 し ます . 
{ また は 0( 実 行 スピ ー ド か サイ ズ 優 先 か を 指定 ) は , 同時 に 指定 で きま せん . 
s は , スト リン グ 関 数 の イン ライ ン 展 開 を 行い ます . 

グロ ー バ ル 変 数 お よび スタ ティ ッ ク 変 数 を 含め て 最適 化 を 行い ます . 

同一 ファ イル 内 の 関数 を イン ライ ン 展 開 し ます . 

enum の 型 に 対す る 最適 化 を 行ない ます 

"ミー ルー プ を 削除 し ます . 

オー ト 変 数 等 に 対す る 到達 デー タ 定 義 の 情報 トレ ー ス を あま くし ます . 


ペイ ンク ルード ディ レ ゥ ウト ツリ C の ソー ス 中 に 記述 され た イン クル ー ド ファ イル が 入っ て いる ディ レク トリ の 
指定 を 行い ます . 

-u ハ イン クル ー ド ディ レク トリ C の ソー ス 中 に 記述 され た ユー ザ の イン クル ー ド ファ イル が 入っ て いる ディ レ 
クト リ の 指定 を 行い ます . 


-D マク ロ 指 定 (= 値 ) シン プル な マク ロ を 定義 で きま す . 
ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 
定数 お よび 文字 列 が 独立 し た コー ド セ ク ショ ン に 展開 され ます . ROM 化 対応 パ 


ラメ ー タ で す . 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の 幅 を 1 バイ ト に 指定 し ます . 


ピッ ト フ ィ ー ル ド の 半 け 居 を 基 98 か ら ) に し ます 


-W 警告 メッ セー ジ を 出力 する と き 指 定 し ます . 


関数 の イン ライ ン 展 開 制 御 パ ラメ ー タ で す . 


OTD 


エラ ー チ ェ ッ クレ ベル を 選択 する オプ ショ ン で す . V8.09 以降 


スタ ッ ク 使 用 量 の 抑制 を 指定 し ます . り 8.12 以降 
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-h 

-TOM 

=CD 

ーW 

-DS 

-IC イン ライ ン 展 開 回 数 
還 い 

-LWx 

ーLBX 

ーWS 


-X ツー ル 名 


を 大き さこ と に まとめ の て し ます 08 5 了 
OH し の 隊 イン タフ ェ ー ス を し ます 


葉 文字 列 に 含ま れる 漢字 コー ド を 指定 し ます . V8.25 以降 . 


ビッ グ と リト ル の 両 エ ン デ ィ ア ン を サポ ー ト し て いる 定義 体 を 使用 する 場合 
に , どちら か を 指定 し ます . V8.33 以降 . 

展開 マク ロ を 定義 し た 外部 ファ イル 名 を 指定 し ます . 

本 オプ ショ ン は 複数 指定 可能 で す . V9.01 以降 . 


-stautos1 スタ ティ ッ ク 化 され た スタ ッ ク 変 数 の 内 , 末端 関数 の 部 分 を 共有 エリ ア に し ま 
"。 ド 
-dtcui ユー ザ が 直接 記述 し た アセ ン ブ ラ 命令 等 に つい て コン パイ ラ が 認識 で き な い 


-Dinc ソー ス フ ァ イル の 先頭 で 自動 で イン クル ー ド する ファ イル 名 を 指定 し ます . 


-singlefloat 浮動 小数 点 定 数 記述 を 全て float( 単 精度 ) と し て 処理 し ます . 
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-9 オプ ショ ン 


形式 
-g ム 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 指定 


C コン パイ ラ で 使用 する 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の 定義 体 オ ブ ジ ェクト を 指定 し ます . 

この 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 が 省略 され る と "XCC_DEFINE” で 定義 体 オ ブ ジ ェクト 名 を 入 
力 し ます . 

ファ イル タイ プ を 指定 し な いと ( コン パイ ラ は , 省略 値 と し て , ".xco" フ ァイル タイ プ を 使用 し 
ます 。 


XCCV ファ イル 名 -g cxgiel.xco …‥ 18080/8085 用 
XCCV ファ イル 名 -g cxgzel.xc0 …・ 280 用 

-0 オプ ショ ン 

形式 


-0 作 出力 オブ ジェ クト ファ イル 名 指定 


コン パイ ル さ れ て 作成 され る 出力 オブ ジェ クト ファ イル を 指定 し ます . 

"-0 が 省略 され た と き は , ソー ス フ ァ イル と 同じ 名 前 の オブ ジェ クト ファ イル を 作成 し ます . 
ファ イル 指定 の ファ イル タイ プ が 省略 され て いた ら , 省略 値 と し て ".xas" の ファ イル タイ プ を 
使用 し ます . 


XCCV STC -0 0Dj …… 0bj.xas を 作成 


xccV SrC -0 0bj.asm ・‥ こ の まま 作成 


XCCV STC …… ソ ー ス ファ イル 名 を 使用 し て 作成 (src.xas) 
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-d オプ ショ ン 


形式 
-d[s] 


コン パイ ル さ れ て 出力 され る オブ ジェ クト 内 に , シン ボリ ッ ク デ バッ グ な ど を 行う た め の デ バ 
ッ グ 情報 を 出力 する か どう か を 制御 し ます . 

"-d が 省略 され た と き は , デバ ッ グ 情報 が 出力 され ませ ん . 

また , “-d⑮" オ プシ ョ ン は , ソー スプ ログ ラム が 使用 し て いな い 構 造 体 タグ 等 の デバ ッ ク 情 報 を 
出力 抑制 し ます の で , "-d より も 少な い デ バッ グ 情 報 が 生成 され ます (08.19 以降 ). 


-0 オプ ショ ン 


形式 
-0 人 ハオ プティ マイ ズレ ベル パラ メー タ 


コン パイ ル 時 の オプ ティ マイ ズ ( 最 適 化 ) を 行う か どう か を 制御 し ます . 
オプ ティ マイ ズ を 行う と き は , 以下 の パラ メー タ に よっ て レベ ル の 制御 が 指定 可能 で す . 


{t また は o 

*{” は 処理 スピ ー ド 優先 の オプ ティ マイ ズ , "0 "は オブ ジェ クト サイ ズ 優 先 の オプ ティ マイ ズ を 
行い ます . 

一 度 に 両方 の 指定 は で きま せん . 


S 

スト リン グ 関 数 の イン ライ ン 展 開 を 行い ます . 

展開 され る スト リン グ 関 数 は 以下 の 9 関数 で す が , MPU に より イン ライ ン 展 開 し て いな い 関 数 も 
あり ます . 


strcat, strcbpy, strcmp, strlen, strchr, strrchr, memmove, memcDy, Imemset 


9 
グロ ー バ ル 変 数 お よび スタ ティ ッ ク 変 数 を 含め て オプ ティ マイ ズ を 行い ます . 
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1| 

同一 ファ イル 内 の 関数 を イン ライ ン 展 開 し ます . 

イン ライ ン 展 開 する 関数 の 条件 は , -IC, お よび -IS パラ メー タ の 値 に よっ て 決定 され ます が , - 
IC, -IS の 指定 が な い 時 に は 定義 体 ご と の デフ ォ ル ト 値 が 有効 と な り ま す . 

た だ し , 上 記 条 件 を 満た し て いて も , 引数 の アド レス 参照 や 再起 呼び 出し 等 が あれ ば , イン ライ 
ン 展 開 さ れ ま せん . 

イン ライ ン 展 開 の デフ ォ ル ト 値 は 以下 の 通り で す . 


enum は 通常 。 int 型 で 処理 し ます が , enum メン バ 値 の 範囲 に よっ て は , char や short 型 で 扱う 
こと が 可能 な 場合 が あり ます . 
"6 パラ メー タ を 指定 する こと で コン パイ ラ は 可能 な 範囲 内 で な る べく 小さ な 型 と し て 扱い ます . 


注意 小さ な 型 へ の 変換 は , enum メン バ の 値 で 判断 し て いま す の で , enum メン バ 以 外 の 値 が 使用 
され た 場合 に は , 正しく 動作 し な い 対 れ が あり ます . 
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d 

無 意 味 な ルー プ を 削除 し ます . 例え ば , 下記 の よう な 中 身 の な い ル ー プ で す . 

この よう な ルー プ は , 意識 し て 作成 され る こと も ある の で , 本 オプ ショ ン を 指定 し な けれ ば 削除 
し ませ ん . 


for (=0: i<1000: 1++) 


d 

例え ば , 初期 化 式 の な い オ ー ト 変数 に 対す る 代入 が 1 ヶ所 で あり 値 が 定数 で ある 場合 に , その オ 
ー ト 変数 を 代入 する 定数 値 と みな し て 最適 化し ます . 

下記 の 関数 で sa へ の 代入 が 5 行 目 だ け で ある 場合 , a の 値 を 1 と し て 最適 化し ます . 


レベ ル 指 定 の "t” と ”o” は 同時 に 指定 で きま せん . "{”, "0” 以 外 の 指定 は 同時 に 指定 で きま す . 
レベ ル 指 定 が 省略 され る と , 省略 値 と し て "o”" が 指定 され た も の と みな され ます . 
?-0” が 省略 され た と き は , オプ ティ マイ ズ スズ 処理 が 行わ れ ま せん . 


-0 320 クン ショ NR0 0 へ 條 先 の 2 (2 STOS 9 
ョ OSgls: コ 00 ニード 條 人 8 で 還 人 ド リン / (ノラ ィ ( / 展 間 
グロ ー バ ルオ プティ マイ ズ を 行い ます 
-0 og ……‥ オブ ジェ クト サイ ズ 優 先 で グロ ー バ ルオ プティ マイ ズ を 行い ます 


注意 

オプ ティ マイ ズ 指 定 で 作成 され た オブ ジェ クト は , 不要 な 行 や シン ボル が 削除 され た り , 処理 順 
序 が 変わ る た め , デバ ッ ガ を 使用 し た 場合 に , シン ボル が な い , また は ブレ イク 行 が 指定 で き な 
い 場 合 が あり ます . 
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-i オプ ショ ン 


形式 
-i ハ イン クル ー ド ディ レク トリ 名 指定 


コン パイ ル 時 , 入力 ソー ス フ ァ イル 中 の "include < ファ イル 名 >" の ファ イル を 入力 する ディ レ 
クト リ を 指定 し ます . 

"-1 が 省略 され る と , 省略 値 と し て 環境 変数 "XCC_INCLUDE" を 参照 し ます . 

ディ レク トリ の 捜査 順 は , -1i で 指定 し た ディ レク トリ , “-u" で 指定 し た ディ レク トリ , カレ ン 
トディ レク トリ , コン パイ ル す る ソー ス の 存在 する ディ レク トリ の 順 で す (Windows 版 の ディ レ 
クト リ デ リ ミッ タ は "\ に な り ま す ). 


-i /usr/test・・・#include" の ファ イル を "“/usr/test" か ら 入 力 し ます 


-u オプ ショ ン 


形式 
-u ハ イン クル ー ド ディ レク トリ 名 指定 


コン パイ ル 時 , 入力 ソー ス フ ァ イル 中 の "include "ファ イル 名 "” の ファ イル を 入力 する ディ レ 
クト リ を 指定 し ます . 

"-U が 省略 され る と , 省略 値 と し て 環境 変数 "XCC_UINCLUDE” を 参照 し , "XCC_UINCLUDE” の 定義 が 
な けれ ば , カレ ント ディ レク トリ が 指定 され た も の と みな され ます . 

ディ レク トリ の 捜査 順 は , カレ ント ディ レク トリ , “-u" で 指定 し た ディ レク トリ , “-i" で 指定 し 
た ディ レク トリ , コン パイ ル す る ソー ス の 存在 する ディ レク トリ の 順 で す (Windows 版 の ディ レ 
クト リ デ リ ミッ タ は " 辛 " に な り ま す )、 


-u …/header …・・#jnclude" の ファ イル を "・・/header "か ら 入 力 し ます 
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-D オプ ショ ン 


形式 
-D マク ロ 指 定 に 値 ) 


シン プル な マク ロ を 定義 で きま す . 
"-D" と "マク ロロ 指定 "の 間 に , スペ ー ス が 存在 する と , XCC-V は "-d"( デ バッ グ 情 報 出力 指定 ) と 認 
識 し ます の で 注意 し て くだ さい . 


-DDEBUG=1  …・… #define DEBUG 1" と 同じ 


-DDEBUG …  #define DEBUG" と 同じ 


-h オプ ショ ン 


XCC-V の コマ ンド 形式 を 表示 し ます . た だ し , 拡張 オプ ショ ン 指 定 は 表示 され ませ ん . 


-W オプ ショ ン 


コン パイ ル 時 に 検出 し た 警告 レベ ル の メッ セー ジ を 出力 する か どう か を 制御 し ます . 
"-W が 省略 され た と き は , 警告 メッ セー ジ が 出力 され ませ ん . 
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-rOm オプ ショ ン 


形式 


~-TOM 


-rom オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 指定 に より , 定数 お よび 文字 列 が 独立 し た コー ド セ ク ショ ン に 展 
開 さ れ ま す . 


マニ ュ ア ル 参 照 

MPU に よっ て は , -rom 対応 ライ ブラ リ が 用 意 さ れ て いる 場合 が あり ます . 

ご 使用 に な る 場合 は XCC-V の 各 MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル の 「MPU に 依存 する 機能 に つい て 」 の 
トピ ッ ク を ご 覧 くだ さい . 

セク ショ ン 分 割 の 詳細 に つい て は , 各 MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 


-b オプ ショ ン 


-b オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 指定 に より , 旧 バ ウン ダリ (アラ イン メン ト ) モ ー ド で 展開 され ます . 
指定 の な いと き は , 必要 最低 限 の バウ ンダ リ が 展開 され ます . 


マニ ュ ア ル 参 照 

バウ ンダ リ 数 の 詳細 に つい て は , XCC-V の 各 MPU マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 

"ROM 化 対 応 パ ラメ ー タ ”,。 "バウ ンダ リ 切 り 換 え パ ラメ ー タ ”",。 い ずれ の パラ メー タ も 定義 体 の サ 
ポー ト が ある 場合 に だ け 有 効 と な り ま す の で , 後述 する 定義 体 の サポ ー ト バー ジョ ン を 確認 
て くだ さい . 
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注目 


「ROM 化 パ ラメ ー タ 」 と 「 バ ウン ダリ パラ メー タ 」 の 機能 に つい て は , 定義 体 の サポ ー ト が 必要 


で す . 


各 MPU 定義 体 の バー ジョ ン が 表 に 示す バー ジョ ン 以 降 で あれ ば 対応 済 で す . 


定義 体 名 サポ ー ト バー ジョ ン 
MELPS7700 (CXGBS1) V2.01- 


FMC-8(CXGFE1) 
FMC-8L(CXGFE2) 
FMC-16(CXGFS1) 
HD64180(CXGHE1) 
18085(CXGIE1) 
18086(CXGIS1) 
180186(CXGIS2) 
180286(CXGIS3) 
180386(CXGIT1) 
MC68000(CXGMS1) 
MC68010(CXGMS2) 
MC68020(CXGMT1) 
MC68030(CXGMT2) 
14915(CXGSS1) 
PD7807/11(CXGUE1) 
V20730(CXGVS1) 
V40/50(CXGVS2) 
V25(CXGVS3) 
Z80(CXGZE1) 
VM86(CXGFS2) 
H8/300 (CXGHE4) 
TLC5900(CXGSS2) 
その 他 
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-cb オプ ショ ン 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の 最大 幅 を 1 バイ ト に 指定 し ます . 

通常 ビッ ト フ ィ ー ル ド は , "int" の 幅 の 大 き さ で 展開 し ます が , -cb オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 指 
定 に より "char” の 幅 の ビッ ト フ ィ ー ル ド が 展開 され ます . 

-cb オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , 定義 体 が サポ ー ト し て いる 場合 に の み 有 効 で す . 

指定 定義 体 が キャ ラク タビ ッ ト フ ィ ー ル ド を サポ ー ト し て いな い 場 合 に は , パラ メー タ が 無効 
で ある 則 の メッ セー ジ が 出力 され ます . 


-ps オプ ショ ン 


構造 体内 に バウ ンダ リ を 一 切 含ま ず に 展開 し ます (パッ ク ド ス トラ クチ ャ ). 

-ps オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , 定義 体 が サポ ー ト し て いる 場合 に の み 有 効 で す . 

指定 定義 体 が , パッ ク ド ス トラ クチ ャ を サポ ー ト し て いな い 場 合 に は , パラ メー タ が 無効 で ある 
旨 の メッ セー ジ が 出力 され ます . 


-rab オプ ショ ン 


-rab 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の 割付 を LSB 側 か ら 行 いま す . 
通常 は 先 に 宣言 し た ビッ ト フ ィ ー ル ド が MSB 側 に な り ま す が , 本 オプ ショ ン を 指定 する と 先 に 
宣言 し た ビッ ト フ ィ ー ル ド が L【55 側 に 置か れ ま す . 
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-IC -I15 オプ ショ ン 


形式 
-IC 参照 数 
-1S ステ ッ プ 数 


最適 化 パ ラメ ー タ "-0 人 Ai" を 指定 し た と き に , イン ライ ン 展 開 する 関数 の 条件 を 定義 し ます . 
イン ライ ン 展 開 す る 関数 は 指定 され た 参照 数 以下 の 参照 で , 指定 され た ステ ッ プ 数 以内 の 大 き 
さ の 関数 に 限ら れ ま す . 


-$S オプ ショ ン 


XCC-V の 拡張 機能 を 有効 に し ます . (参照 : 拡張 機能 を ご 利用 に な る 場合 ) 
拡張 機能 に は 以下 の 仕様 が あり ます が , 定義 体 (MPUO) ご と に サポ ー ト 状況 が 異な り ま す . サポ ー 
ト 状 況 は XCC-V MPU マニ ュ ア ル の 拡張 機能 の 記述 を 参照 し て くだ さい . 


・ 単 な る char は , 符号 な が し と する . 

・ 単 な る int, char 等 の ビッ ト フ ィ ー ル ド は 符号 な し と する . 

・ ビ ッ ト フ ィ ー ル ド は MSB 側 に つめ て 割り 当て る . 

・char 宣言 の ビッ ト フ ィ ー ル ド が 有効 で ある . 

・ ア セン ブラ 言語 の 記述 は _asm() で 行う . 

・1ong double は double と する . 

・char 宣言 の ビッ ト フ ィ ー ル ド の み で 構成 され る ビッ ト フ ィ ー ル ド は 最小 1 バイ ト の 大 き 
さ を 持 つ . 

・ セ クシ ョ ン の 名 前 , タイ プ を #Dragma で 変更 で きる . 

・ 割 り 込 み ベ クタ テー ブル を #pragma で 指定 で きる . 

・ 割 り 込 み 処理 ルー チン は interrupt キー ワー ド で 宣言 する . 

・Testrict キー ワー ド を 有効 に する . 

・ イ ン ラ イン 展開 する 関数 を 包 ragma で 指定 で きる . 

・ 特 殊 ラ イブ ラリ の サポ ー ト (ライ ブラ リ の 提供 形態 参照 ). 

・1/0 ヘッ ダフ ァイル の 提供 (ライ ブラ リ の 提供 形態 参照 ). 
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拡張 機能 の 個別 指定 

上 記 の (1)~ て (11) の 機能 こつ いて は , 個別 に 選択 する こと が 可能 で す . 

各 機 能 が 下記 の フラ グ ビ ッ ト に 対応 し て いま す の で -Sxxxx の xxxx の 部 分 に 16 進数 値 を 指定 
する こと で 該当 する 機能 だ けが 有効 に な り ま す . 

単に -S を 指定 し た 場合 は , -S3ff と 同じ に な り ま す . 


マニ ュ ア ル 参 照 

拡張 機能 に つい て の 詳細 は , XCC-V MPU マニ ュ ア ル の 拡張 機能 の 記述 を 参照 し て くだ さい . 

拡張 機能 は 一 部 の マイ コン に の み 有 効 な 機能 で す . 

XCC-V MPU マニ ュ ア ル に 拡張 機能 の 記述 が 掲載 され て いる も の の み サ ポー ト さ れ て いま す . 
また , 下記 の 機能 に つい て は MPU が サポ ー ト し て いな い 場 合 , サポ ー ト し て いな い 旨 の 警告 メッ 
セー ジ が 出力 され ます . 


・char 宣言 の ビッ ト フ ィ ー ル ド が 有効 で ある . 

・char 宣言 の ビッ ト フ ィ ー ル ド の み で 構成 され る ビッ ト フ ィ ー ル ド は 最小 1 バイ ト の 大 き 
さ を 持 つ . 

・ セ クシ ョ ン の 名 前 , タイ プ を #pragma で 変更 で きる . 

・ 割 り 込 み 処理 ルー チン は interrupt キー ワー ド で 宣言 する . 

・ 割 り 込 み ベ クタ テー ブル を #pragma で 指定 で きる . 
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-LWx オプ ショ ン 


XCC-V で は , 警告 メッ セー ジ を レベ ル 分 けし て いま す . 

レベ ル は 1 か ら 4 まで で , レベ バル 1 が 最も 重度 が 高く エラ ー メ ッ セ ー ジ に 近く な っ て いま す . 
この レベ ル は コマ ンド オプ ショ ン で 指定 し , デフ ォ ル ト 値 は レベ ル 2 で す . 

な お , オプ ショ ン 指 定 は 下記 の よう に 行ない ます . 


-LW1 レベ ル 1 で コン パイ ル 
-LW2 レベ ル 2 で コン パイ ル 
-LW3 レバ ペル 3 で コン バイ ル 
-LW4 レベ ル 4 で コン バ パイル 


各 レ ベル で 出力 され る メッ セー ジ は 以下 の 通り で す . 


レベ ル 1 レベ ル ] の メッ セー ジ を 出力 し ます . 
レベ ル 2 レベ ル 1 と 2 の メッ セー ジ を 出力 し ます . 
レベ ル 3 レベ バル ]1~9 の メッ セー ジ を 出力 し ます , 
レベ ル 4 全 レ ベル の メッ セー ジ を 出力 し ます . 


各 レ ベル の メッ セー ジ と 意味 お よび XCC-V の 対処 は , コン パイ ラ の メッ セー ジ を 参照 し て くだ 
に UN 


-LEx オプ ショ ン 


エラ ー メ ッ ギ セー ジ の レベ ルオ プシ ョ ン で す 、 

オプ ショ ン は 警告 メッ セー ジ の レベ ルオ プシ ョ ン に 合わ せ て 3 レベ ル に 分 け て あり ます が 現在 , 
レベ ル 2 と レベ ル 3 の み 使 用 し , デフ ォ ル ト 値 は レベ ル 2 で す . 

レベ ル 3 で は プロ ト タ イ プチ ェ ッ ク が 弱く な り ま す . 

コマ ンド オプ ショ ン は 以下 の 通り で す . 


-LE] 現在 未 設定 
-LE2 通常 の エラ ー チ ェ ッ ク 
-LE3 プ ド ト タ イブ プチ ロック の 級 い と ラー チェッ ク 
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-rs オプ ショ ン 


-rs オプ ショ ン は , 関数 呼び 出し の 最適 化 で スタ ッ ク ポ イン タ が 上 りす ぎる の を 抑制 し ます . 
た だ し , スタ ッ ク エ リア は , XCC-V と 定義 体 の 双方 で 使用 し て いま す の で , -rs オプ ショ ン に 対 
応 し た 定義 体 と そう で な い 定 義 体 と で は , オプ ショ ン 機 能 の 効果 に 差 が あら われ ます . 


-sbs オプ ショ ン 


-SDs 


構造 体 の 大 き さ ( バ ウン ダリ ) に 含ま れる メン バ の 最大 バウ ンダ リ を 選択 で きる オプ ショ ン を 設 
け ま し た . 

旧 バ パー ジョ ン で は , 構造 体 の バウ ンダ リ は 基本 型 の 最大 バウ ンダ リ に 合わ せ て いま し た が , -sbs 
オプ ショ ン を 指定 する こと で , その 構造 体 に 含ま れる メン バ の 中 で 最大 の バウ ンダ リ 値 が 選択 
され ます . 

た だ し , 構造 体 バ パウ タン ダリ に は 最小 値 の 定義 が あり , それ 以下 の バウ ンダ リ に は な り ま せん . 
また , -sbs オプ ショ ン が 有効 に な る た め に は , 定義 体 の 対応 が 必要 で す . 

現在 , -sbs オプ ショ ン が 有効 な 定義 体 は , 以下 の 通り で す . 


定義 体 名 サポ ー ト バー ジョ ン | 最小 バウ ンダ リ 値 
SPARClite(CXGFT1) dL2r 1 
SH7000 シリ ー ズ (CXGHT1) WaSUIs 1 
FR20 シリ ー ズ (CXGFT3) V2.04 一 1 
MC68000/10(CXGMS1) V8.06ー 1 
ARM シリ ー ズ (CXGAT1) RUDES 1 
V850 シリ ー ズ (CXGVT2) 2 1 
M32R シリ ー ズ (CXGBT1) 13 1 
その 他 NIS 1 


36 


-ns オプ ショ ン 


パイ プラ イン を 実装 し て いる プロ セッ サ で は , オブ ジェ クト の 性 能 を 考慮 し て 関連 性 の 無い ア 
セン ブラ 命令 を 並べ て 生成 し ます . これ に より オブ ジェ クト の 実行 性 能 は 上 が り ま す が , 視覚 的 
に は 非常 に わか り づ らい アセ ンプ ブラ 命令 が 展開 され る こと に な り ま す . また , この 並べ 替え は シ 
ミュ レー タ 等 で の デバ ッ グ 時 に も 影響 を 与え,, ブレ ー ク 時 に 当然 終了 し た と 思え る 式 の 評価 が 
未 終 了 で あっ た りす る た め , デバ ッ グ し 辛い オプ ジェ クト と な っ て し まい ます . 

-nms オプ ショ ン は , アセ ン ブ ラ 命令 の 並べ 替え を 抑制 し , 素直 な 命令 列 で の オブ ジェ クト 生成 を 
行う オプ ショ ン で す . た だ し , -ns オプ ショ ン の 指定 に より 命令 の 並べ 換え を 抑制 し た 場合 に は , 
分 岐 の 遅延 スロ ッ ト 以 外 の nop 出力 が 行なわ れ ま せん . 

し た が っ て , ロー ド の 遅延 の 発生 する よう な (イン ター ロッ ク の か か ら な い )MPU で は , -ns オプ 
ショ ン を 指定 し な いで くだ さい . 


-X オプ ショ ン 


形式 
-XSTRREV 


他 の CASE ツー ル の た め の イ ンタ ー フ ェ イ ス フ ァ イル を 出力 する オプ ショ ン で す . 
現在 , サポ ー ト し て いる ツー ル は 以下 の ツー ル で す . 


XSTRREV : 構造 図 仕様 書 逆 生成 (XSTRREV) 用 イン タフ ェ ー ス ファ イル 出力 . 
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-s0ortvar オプ ショ ン 


-S0TtVar 


XCC-V(V8.25) よ り , サイ ズ に よる 変数 エリ ア の ソー ト 機 能 を 指定 する オプ ショ ン を 設け まし た . 
-sOTtvar オプ ショ ン を 指定 し た 場合 , 構造 体 , 共用 体 を 除い て 型 の 大 きい 順に 展開 し ます . 
た だ し , 変数 エリ ア は 変数 の 属性 (初期 値 の 有無 , far/near の 記述 , 特殊 記憶 クラ ス の 有無 等 ) 
ご と に 分 類 し て 展開 し ます の で , その 範囲 内 で の ソー ト と な り ま す . また , スタ ッ ク エ リア 上 の 
変数 (引数 ・ オ ー ト 変数 ) は 該当 し ませ ん . 
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-re9para オプ ショ ン 


-regDara ハ 引数 イン ター フェ イス 指定 


XCC-V(V8.25) よ り , 関数 引数 を レジ スタ で 渡す か , スタ ッ ク エ リア で 渡す か の 選択 を 指定 する オ 
プシ ョ ン を 設け まし た . 
引数 イン ター フェ イス 指定 に は , 下記 の パラ メー タ が 指定 可能 で す . 


ー-regDara nOUSe 

全て の 関数 で レジ スタ に よる 引数 渡し を 使用 し な い ( 全 て 関数 が 引き 数 を スタ ッ ク エ リア で 渡 
す ) . 

ー-regDara DrOtotype 

プロ ト タ イ ブ 記 述 が ある 関数 だ けが 引数 を レジ スタ で 渡す . 

-regDara all 

全て の 関数 が 引数 を レジ スタ で 渡す . 


-regpara オプ ショ ン は 定義 体 の サポ ー ト が ある も の の み 有 効 で す . 定義 体 に は それ ぞ れ - 
regpara オ プシ ョ ン が 省略 され た 時 の デフ ォ ル ト 値 が あり ます . 

型 ご と に 使用 され る レジ スタ 等 に つい て は , 各 MPU 別 マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 
-regpara オプ ショ ン が 有効 な 定義 体 は 下記 の 通り で す . 


定義 体 名 サポ ー ト バー ジョ ン | 省略 パラ メー タ 値 
H8/S(CXGHS3) V2.01 て al1 
TLCS900(CXGSS2) V2.01 一 IOUS6 
MN101C00(CXGPE3) V1.01 て a11 
MN102L00(CXGPS1) V1.02 て al1 
M16C/80(CXGBS4) V1.01 て al1 

ARM(CXGAT1) V1.01 て al1 
Hi-Perion1(CXGFD1) | V1.01 て al1 
Hi-Perion2(CXGFD3) | V1.01 て al1 

その 他 V1.01 て al1 
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-k オプ ショ ン 


形式 
上 漢字 コー ド 


XCC-V(V8.25) よ り , 文字 列 内 の 漢字 コー ド 指 定 を 行なう オプ ショ ン を 設け まし た . 漢字 コー ド に 
は 下記 の も の が 指定 可能 で す . 


オプ ショ ン 指 定 | 意味 

-ke 漢字 コー ド は EUC で ある . 

-ks 漢字 コー ド は SJIS で ある . 

-kes 文字 列 中 の 漢字 コー ド は EUC で あり , オブ ジェ クト に は 5SJIS 
で 展開 する . 

-kse 文字 列 中 の 漢字 コー ド は SJIS で あり , オブ ジェ クト に は EUC 
で 展開 する . 

-E オプ ショ ン 

形式 


-B エン ディ アン 識別 


XCC-V(W8.33) より, ビッ グエン ディ アン と リト ル エ ン デ ィ ア ン の 出力 分 け を 指定 する オプ ショ 
ン を 設け まし た . 

本 オプ ショ ン を 使用 する た め に は , 定義 体 が 両 エ ン デ ィ ア ン を サポ ー ト し て いる 必要 が あり ま 
詳し く は , 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる XCC-V MPU マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 

エン ディ アン 識別 に は , 下記 の も の が 指定 可能 で す . 


オプ ショ ン 指 定 意味 
-EB ビッ グエン ディ アン 
-EL リト ル エ ン デ ィ ア ン 
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-macfile オプ ショ ン 


-macfile イン ライ ン 展 開 マ クロ 定義 ファ イル 名 指定 


一 部 の 定義 体 で す ポ ー ト し て いる イン ライ ン 展 開 マク ロ 機 能 を 使用 する た め の マ クロ 定義 ファ 
イル の 名 称 を 指定 し ます . ファ イル タイ プ の 省略 値 は あり ませ ん . 

イン ライ ン 展 開 マ クロ 定義 ファ イル は , #pragma minclude "ファ イル 名 "を ソー スプ ログ ラム 中 
に 記述 する こと で も 可能 で す . 

ディ レク トリ の 捜査 順 は , カレ ント ディ レク トリ , “-uw' で 指定 し た ディ レク トリ , “-i" で 指定 し 
た ディ レク トリ の 順 で す . 


-ANSI オプ ショ ン 


形式 
-ANSI 


演算 式 の 型 の 扱い を ANSI-( 規格 準拠 で 処理 し ます . 

本 オプ ショ ン を 指定 し た 場合 に は , 暗黙 の 型 変換 を 含む 演算 時 の 型 の 変換 が 変わ り , 基本 的 に は 
int 型 ま た は より 大 き な 型 へ の 型 あ わせ が 行わ れ ま す . 

本 オプ ショ ン が な い 場 合 に は , ANSI-C で は な く 旧 仕様 (K&R) で 処理 し ます . 

-ANSI オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , 定義 体 が サポ ー ト し て いる 場合 に の み 有 効 で す . 

指定 定義 体 が ANSOI オプ ショ ン を サポ ー ト し て いな い 場 合 に は , パラ メー タ が 無効 で ある 旨 の メ 
ッ セ ー ジ が 出力 され ます . 
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-longname オプ ショ ン 


形式 


-] ongname 


定義 体 毎 に 規定 され た シン ボル 名 の 制限 長 を 越え る 長 さ の シン ボル が ある と き に , その シン ボ 
ル 名 を 他 の 名 称 と な る べく ぶつ か ら な い 別 の 名 称 に 変更 し て コン パイ ル し ます . 

本 オプ ショ ン が 無い 場合 は , 単に 規定 の 長 さ で シン ボル 名 を 切断 し ます の で 他 の シン ボル 名 と 
ぶつ か る 可能 性 が 高く な り ま す . 

本 オプ ショ ン を 使用 する と き は , リン ク す る 全て の ファ イル に 指定 し て 下さ い . シン ボル 名 が 変 
更 さ れる 恐れ が あり ます の で , リン ク 時 に エラ ー が 発生 する 恐れ が あり ます . また , アセ ン ブ ラ 
モジ ュー ル と の リン ク で 長い シン ボル 名 を 使用 し て いる 場合 は , 生成 され る アセ ン ブ ラ ソー ス 
内 の シン ボル 名 が 変更 され て いな いか どう か 確認 し て 下さ い . 


-We オプ ショ ン 


ーー グ を エラ ー と し て 月 才 し ます 


-stauto オプ ショ ン 


-Staut0 


本 来 な ら ス タッ ク に 置か れる 変数 を スタ ティ ッ ク エ リア に 割り 当て ます . 

スタ ティ ッ ク 化 する 関数 は , -stautosl オプ ショ ン や #pragma に より 指定 し ます . 

スタ ティ ッ ク エ リア は , オー ト 変 数 ・ 一 時 変数 域 と し て 使用 され , 引数 や レジ スタ 退避 域 ・ リ タ 
ー ン アド レス 等 は この オプ ショ ン の 影響 を 受け ず , スタ ッ ク 上 に 置か れ ま す . 

スタ ティ ッ ク エ リア 化 さ れ た 関数 は リエ ント ラン ト で な く な り ま す の で , 再帰 や 割り 込み 関数 
か ら 呼 び 出し を 行っ た 場合 の 動作 保証 が で きま せん . 

な お , 本 オプ ショ ン は 定義 体 の サポ ー ト が ある 場合 に の み 有 効 で , 無効 の 場合 に は 警告 メッ セー 
ジ が 出力 され ます . 
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-stautosI オプ ショ ン 


-sStautos] 


スタ ティ ッ ク 化 され た スタ ッ ク 変 数 の 内 , 末端 関数 の 部 分 を 共有 エリ ア に し ます . 

共有 化 さ れ た スタ ティ ッ ク エ リア は 末端 関数 が 同じ エリ ア を 使用 し ます の で , その 最大 の セク 
ショ ン サ イズ 分 の 大 き さ を リン カ に より 確保 し , スタ ティ ッ ク エ リア サイ ズ を 圧縮 する こと が 
可能 で す . 

な お , 本 オプ ショ ン は 定義 体 の サポ ー ト が ある 場合 に の み 有 効 で , 無効 の 場合 に は 警告 メッ セー 
ジ が 出力 され ます . 


-dtcul オプ ショ ン 


形式 


-dtcui 


ユー ザ が 直接 記述 し た アセ ン ブ ラ 命令 等 に つい て コン パイ ラ が 認識 で き な い 時 に スケ ジュ ー ラ 
が 自動 挿入 する Nop 命令 を 抑制 し ます . 

な お , 本 オプ ショ ン は 定義 体 の サポ ー ト が ある 場合 に の み 有 効 で , 無効 の 場合 に は 警告 メッ セー 
ジ が 出力 され ます . 


-Dpinc オプ ショ ン 


-Dinc ハ イン クル ー ド ファ イル 名 


ソー ス フ ァ イル の 先頭 で 自動 で イン クル ー ド する ファ イル 名 を 指定 し ます . 
この オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は , ソー スプ ログ ラム の 先頭 で 以下 の 記述 を 行っ た 場合 と 同じ 
効果 が あり ます . 


#include “イン クル ー ド ファ イル 名 “ 
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-singlefloat オプ ショ ン 


-Singlefloat 


プロ グラ ム 中 に 記述 され た 浮動 小数 点 定 数 の 記述 を 無 条 件 に 単 精度 (float 型 ) と し て 処理 し ま 
す . 
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C コン パイ ラ の 文法 


・ 規 約 ( ト ー ク ン ) 
・ プ ログ ラム 


・ プ リプ ロ セ ッ サ 
・ イ ン ラ イン 展開 組み 込み マク ロ 
・「 拡 張 機能 」 を ご 利用 に な る 場合 


規約 (トー クン ) 


トー クン に は , 以下 の も の が あり ます . 


・ 別 子 
・ キ ー ワ ー ド 
定数 

・ 文 字 列 

・ 演算 子 

・ 区 切子 


トー クン は , それ が 出現 する 場所 に か か わら ず 上 記 の 6 種類 の どれ か に 認識 され ます . 

キー ワー ド を 識別 子 等 に 使用 する こと は 許さ れ ま せん . 

例外 と し て 演算 子 と 区 切子 は その 出現 する 場所 に より 識別 され , 例え ば コン マ の 場合 , 宣言 の 中 
で 現れ れ ば 区 切子 に な り , 文 の 中 で 現れ れ ば 演算 子 に な り ま す . 

"プランク", タブ", 復 履 , "コメ ント "は トー クン と し て 認識 され ませ ん が "識別 子 ", "キー 
ワー ド ", 定数 "が 隣接 する 場合 , それ を 区 切る と いう 役割 が あり ます . 


用 語 の 定義 

コー ド セ ク ショ ン | プロ グラ ム の ROM 化 を 行う と き , ROM に 割り 当て られ る セク ショ ン 

集合 体 構造 体 お よび 共用 体 と 配列 

オマ ジェ グ トド レジ スタ や メモ リ に ある デー タ 

左辺 値 オブ ジェ クト を 指す 式 

可 換 演算 子 右辺 と 左辺 を 並べ 換え て も 演算 結果 が 同じ 式 ( コ ン パ イラ は 式 の 並べ 換 
え に よ り オ プティ マイ ズ を 行い ます ) 

基本 タイ プ 整数 型 と 実数 型 
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識別 子 


識別 子 は 英字 で 始ま る 英 数 列 で す . 

ーー は 英字 と みな し ます . 

識別 子 の 有効 長 は , 31 文字 で 大 文字 / 小 文字 は 区 別 し ます . 

外部 識別 子 は 通常 , 大 文字 / 小 文字 を 区 別 し ま せん が , アセ ン ブ ル 時 の オプ ショ ン フ ァイル 指定 
で 区 別 す る こと が で きま す . 


言語 仕様 


外部 識別 子 (extern/global 名 ) の 有効 文字 数 は 29 文字 で す . 
その 他 の 識別 子 は 以下 の 通り で す が , セク ショ ン 名 に 使用 され る ファ イル 名 の 有効 文字 列 は 28 
前 後 で MPU に より 異な り ま す . 


識別 子 の 種類 有効 文字 列 
変数 (static) 31 

変数 (global/extern) 29 

関数 名 29 

タグ 名 31 

メン パ 名 31 

ラベ ル 名 31 

enum 名 9 

プリ プロ セッ サ ( フ ァイル 名 ) 100 

プリ プロ セッ サ ( フ ァイル 名 以外 ) 無制限 


外部 識別 子 お よび 関数 名 の 有効 文字 数 は MPU に より 異な り ま す . 
マニ ュ ア ル 参 照 


有効 文字 数 に つい て は , 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる , MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 し て く 
だ さい . 
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注釈 


"/*" と "*/" で 囲ん で ある ソー ス を 注釈 と みな し ます . 
注釈 は 何 行 に 渡っ て も よく コン パイ ラ に 対し て は 影響 を 与え ませ ん . 


*/ 
注意 
注釈 の 入れ 子 は 認め られ て いま せん . 
行 の "//” 以 降 は コメ ント と みな し ます . 


例 
int ai // integer a 


注意 


// コ メン ト は バー ジョ ン V9.01 以上 で 有効 で す . 
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キー ワー ド 


XCC-V に は 次 の キー ワー ド が 予約 され て いま す . 
キー ワー ド は 識別 子 に 使用 する こと は で きま せん . 


【 キ ー ワ ー ド 一 覧 】 
文 型 ピン その 他 
if int aut0 size0f 
while long static far 
do unsignd register near 
for short extern restrict 
break char typedef 
switch float globaldef ※1 
continue double globalref ※1 
return struct globalvalue ※1 
g0to Uni0n read0nly ※1 
CaSe enUm global ※1 
else vV01d 10calref ※1 
default Const 
volatile 
S1gned 
fixed ※2 
clip ※2 
注目 


※1: 無 効 な キー ワー ド を 示し ます 


※2: 一 部 の MPU で の み サ ポー ト し て いる 型 で す . 詳し く は MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 し 
で くだ さい 


"far と near は モデ ル ( ス モー ル ・ ラ ー ジ 等 ) の ある MPU の 一 部 で サポ ー ト し て いる キー ワー ド 
で す 

上 記 以 外 に も MPU に より 特別 の 型 や クラ ス を サポ ー ト し て いる も の が あり ます . 

"Testrict は , ポイ ンタ 型 引数 を 修飾 する キー ワー ド で す . 

"Testrict" を 指定 し た ポイ ンタ 引数 を 使用 し て 間接 参照 する デー タ は , 宣言 し た その スコ ー プ 
内 に 限っ て 他 の デー タ と ぶつ か る こと は 無い と いう こと を 意味 し ます . 

この "restrict" キ ー ワ ー ド は , コン パイ ル 時 に -$S オプ ショ ン で 有効 し な い 限り 使用 で きま せん . 
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また , 全て の ポイ ンタ 引数 を "restrict" に する #pragma が あり ます . 
な お , コン パイ ル 時 に -LW3 オプ ショ ン を 指定 する と 正しく な い 記 述 方 法 に 警告 メッ セー ジ が 出 
力 さ れ ま す . 


( 例 ) 
int restrict Di: /* 
func(int restrict p){} /* 


:・ 引数 で は な い */ 

s ポイ ンタ で は な い */ 
func(int restrict *p){}) /* 警告 : 記述 方 法 が 正しく な い */ 
func(int *restrict p){} /* 正しい 記述 */ 


紅 中 唄 
E 呆 吊 


マニ ュ ア ル 参 照 


詳し く は 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 
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定数 


定数 に は 以下 の も の が あり ます . 
整数 定数 の 型 は 通常 int 型 で す が , "int" で 表せ な い 定 数 の 場合 は 1ong 型 と な り ま す . また , 浮 
動 小 数 点 定数 は double 型 で す . 
整数 定数 の 直後 に “1” または"L”" を 付け る と 強制 的 に 1ong 型 と な り , "un また は "0U” を 付け る と 強 
制 的 に 符号 無し 型 (unsigned) と な り ま す . また , 浮動 小数 点 定数 の 直後 に 'f" ま た は "F” を 付け る 
と 強制 的 に float 型 と な り ま す . 


整数 定数 

整数 定数 に は 8 進 , 10 進 , 16 進 の 表現 が あり ます . 

数 字 の 並び で 0 で 始ま ら な いも の は , 10 進 の 整数 定数 と みな され ます . 

0 で 始ま れ ば 8 進 と みな され , 0x また は 0X で 始ま れ ば 16 進 と みな され ます . 
10 進 は 0 か ら 9 まで の 数 字 を 使っ て 表し ます . 

8 進 は 0 か ら 9 まで の 数 字 を 使い ます . 

16 進 は 0 か ら 9 まで の 数 字 と 。 か ら f また は , A か ら F まで の 英字 を 使い ます . 


文字 定数 
文字 定数 は , NN に より 表現 で きま す . 
非 印刷 文字 , 単 一 引用 符 , 逆 ス ラッ シュ は , 次 の エス ケー プシ ー ケ ンス に より 表現 され ます . 
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ニュ ー ラ イン NL 箱 
水平 タブ HT 名 
バッ クス ペー ス BS 者 
キャ リッ ジリ ター ン CR 灯 
0 グー バド FEF 新 
垂直 タブ VT WW 
ベル AL \a 
シグ グフ ジン ョ \ 立 
アポ スト ロフ ィ 。 
次 婦 少 コー デー ジョ ツン EE 
避 ツ トド ZN ペン ddd \ddd 
16 進 hh hh 


エス ケー プ ”"\ddd” は , 望み の 文字 の 値 を 指定 する 1^3 桁 の 8 進 か ら な り ま す . 
エス ケー プ “hh” は , 2 桁 以 内 の 16 進 表現 で す . 
逆 ス ラッ シュ の 後に 続く 文字 が 上 記 の も の で な い 場 合 , 逆 ス ラッ シュ は 無視 され ます . 


定数 式 

初期 化 , 配列 添字 , case ラベ ル , プリ プロ セッ サ な ど 計 算 し た 値 が 定数 と な る よう な 式 を 定数 
式 と 呼び ます . 

定数 式 は 整数 定数 , 文字 定数 の み で 構成 され , 


二 項 演算 子 
+ - * / %&% | ^ << >> 


三 三 | = く 。 > < く ニ > ニ 


また は 単項 演算 子 
ライ 


に よっ て 結合 され ます . 
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文字 列 定数 


文字 列 定数 は 文字 列 を 二 重 引用 符 で 囲む こと に より 表現 で きま す . 
文字 列 定数 は 文字 配列 の 型 を 持ち ます . 
文字 列 の 最後 に は "NULL バイ ト ” が 置か れ ま す . 


文字 列 定数 は 文字 定数 と 同じ エス ケー プシ ー ケ ンス を 使う こと が で きま す . 


55 


回 yp アム 


プロ グラ ム は 外部 定義 , 外部 参照 , 型 宣言 の 列 か ら な り ま す . 

外部 定義 と は オブ ジェ クト (操作 可能 な メモ リ 領 域 ) の 定義 で あり , 関数 定義 と デー タ 定 義 が あ 
り ま す . 

外部 参照 は 他 の ファ イル で 外部 定義 され た オブ ジェ クト を 参照 する た め の 宣 言 で す . 

型 宣 言 に は , “typedef 名 の 宣言 "と "tag 名 の 宣言 "が あり ます . 
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プロ ト タ イ ブ プ 宣言 


関数 の 宣言 で パラ メー タ の タイ プ を 指定 する こと が で きま す . 
関数 コー ル の と き , パラ メー タ は プロ ト タ イ プ に 合わ せ て 型 変換 され ます . 
フォ ー マ ッ ト は 


int func ( char a , floatb , .……. ) : 


また は 


int func ( char , float , ) : 


な ど と し ます . 


前 者 は ANSI ( 言語 規格 に ある 文法 で ".. "は , パラ メー タチ ェ ッ ク を 行わ な い 部 分 を 表し ます . 
後者 は "C++" に ある 文法 で 識別 子 を 必要 と し ませ ん . 

パラ メー タタ イプ が 指定 され て いな い 部 分 は パラ メー タチ ェ ッ ク を 行い ませ ん . 

上 記 の 宣言 は どちら も 引数 1 が "char”, 引数 2 が "float” に 変換 され ます が , それ 以後 の 引数 は 
パラ メー タチ ヂ チェ ッ ク を 行い ませ ぜん 。 
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関数 定義 


関数 定義 も ANSI 準拠 の スタ イル で 行う こと が で きま す . 


例 
iint func (char a , floatb) 


( 


] ANSI スタ イル 


また は 


int func (a, b) 


char ai: 
float b : 
{ 
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宣言 は 識別 子 に 与え る 解釈 を 指定 し ます . 


記述 形式 
"記憶 クラ ス 指定 子 「 型 指定 子 「 宣 言 子 並 び ) 


記憶 クラ ス 


記憶 クラ ス 指 定子 
auto 

static 

global 

extern 

register 
typedef 


記憶 クラ ス 指 定子 が 省略 され た 場合 , 関数 外 で は "global" に な り , 関数 内 で は "auto" に な り ま す . 
関数 外 で の auto 宣言 ,register 宣言 や , 関数 内 で の global 宣言 は 許さ れ て いま せん . 

global 宣言 , auto 宣言 , static 宣言 は , 型 の 示す 大 き さ の メモ リ を 確保 し ます . 
"extern の 場合 は , 関数 外部 の どこ か で 与え られ た 名 前 の global 宣言 が が けれ ば な り ま せん . 
auto 変数 と register 変数 は 関数 内 に お いて 局所 的 な も の で , ブロ ッ ク か ら 出 る と 消滅 し ます . 
register 変数 が レジ スタ に 割り 付け られ る と は 限り ませ ん . 最適 化 の た め に 有効 な 変数 が auto, 
register 変数 か ら 選 ば れ て レジ スタ に 割り 付け られ ます . 

レジ スタ に 割り 付け られ る 変数 の 型 や 数 は MPU ご と に 異な り ま す . 

global 変数 と static 変数 は , プロ グラ ム 実 行 中 その 値 が 保持 され て いる と いう 意味 で は 同じ で 
す が , 通用 範囲 に つい て は 異な り , static 変数 は 関数 外 で 宣言 され た 場合 に は ファ イル 内 に お 
いて , 関数 内 で 宣言 され た 場合 に は 関数 内 に お いて 局所 的 に 使用 可能 で す . 

global 変数 は 別々 に コン パイ ル さ れ た ソー ス フ ァ イル の 中 で も , extern 宣言 に より 参照 する こ 
と が で きま す . 記憶 クラ ス 指 定 が "typedef" で ある 宣言 は , 宣言 後 そ の 識別 を 型 指定 子 と し て 使 
用 する た め の 宣 言 で す . 


59 


記述 形式 
typedef 「 型 指定 子 宣言 子 6 


typedef は 新しい 型 を 作る の で は な く , 型 指定 子 の 同義 語 を 宣言 する に すぎ ませ ん . 
し た が っ て , コン パイ ラ は "typedef 名 "で な く , 型 指定 子 で タイ プチ ェ ッ ク を 行い ます . 


例 

typedef int A,B: 
AA 詳 雪 3 東 : 

B 証 較 5 英 


a と b は 同じ 型 で す . 


デー タ 構 千 


デー タ 構 造 は , 型 指定 子 と 宣言 子 に より 表現 され ます . 

型 指定 子 は , "int", "char な どの 単純 デー タ 型 , "struct", "union な どの 構造 デー タ 型 , typedef 
名 な どの 抽象 デー タ 型 が あり ます . 

"1nt の 大 き さ は MPU に よっ て 異な り ま す . 

"1nt "以外 の 型 の 大 き さ は ほとん どの MPU で 下記 の 通り で す が , この サイ ズ か ら 外 れ て いる MPU 
も あり ます の で , 各 MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル で 確認 し て くだ さい . 


型 指定 子 

1 バイ ト の 整数 signed char ( char ) unsigned char 

2 バイ ト の 整数 signed short ( short ) unsigned short 
4 バイ ト の 整数 signed long ( long ) unsigned long 

4 バイ ト の 実数 float 

8 バイ ト の 実数 double 
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VO0Id 


記述 形式 


VO01d 


引数 が 全く な い 関 数 , 返す 値 の な い 関 数 を 宣言 し ます . 


void func ( void ) : 


指し て いる 型 が わか ら な い ポ イン タ を 宣言 し ます . 


Vold *D : 
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COnSt 


記述 形式 


Const 


const int a : 


また は 


Int consta : 


ポイ ンタ の 指す デー タ が 書き 換え 不可 能 な と き は , 


const Int *D : 


また は 


Int const*D : 


ポイ ンタ が 書き 換え 不可 能 な と き は , 


Int *const bp: 


また は 


typedef int *int_bp 
const intpb: 
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volatile 


記述 形式 


volatite 


メモ リマ ッ プ 17/0 や 割り 込み で 変化 する デー タ な ど , 外部 の 力 で 変化 する デー タ を 宣言 し ます . 


volatile int a: 


また は 


Int volatile a: 


ポイ ンタ の 指す デー タ が 外部 の 力 で 変化 する と き は , 


volatile int *D : 


また は 


Int volatile *p : 


ポイ ンタ が 外部 の 力 で 変化 する と き は , 


Int *volatile bp: 


また は 


typedeT int*int_p : 
volatile int_p pi: 
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struct union 


記述 形式 


Struct 


記述 形式 


union 


構造 体 は 指定 され た メン バ の 列 か ら な る オブ ジェ クト で す . 

各 メ ン バ は どん な 型 で も 構い ませ ん . 

共用 体 は 複数 の 型 を も つ オ ブ ジ ェクト で メン バ が その 型 を 示し ます . 
構造 体 と 共用 体 の 指定 形式 は 同じ で す . 


構造 体 ま た は 共用 体 の 指定 子 
struct また は union {メン バ 宣 言 の 並 び } 
識別 子 { メ ン バ 宣 言 の 並び } 


識別 子 
メン バ 宣 言 
型 指定 子 宣言 子 の 並び 


奇数 アド レス を ワー ドア クセ ス で き な い 等 の 理由 に より , 構造 体 の メン バ 間 に バウ ンダ リバ イ 
ト が と られ る こと が あり ます . 

共用 体 の 大 き さ は 1 番 大 き な メ ン バ の サイ ズ に な り ま す . 

自分 自身 を 含む 構造 体 や 共用 体 を 宣言 する こと は 文法 直 反 で す が , 構造 体 や 共用 体 が 自分 自身 
へ の ポイ ンタ を 含む お こと は 構い ませ ん . 

異な る 構造 体 , 共用 体 の メン バ に は 同じ 名 前 が 使用 で きま す . 
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構造 体 , 共用 体 の 例 
例 
struct test  [ 
short test : 
short data : 
| test , temp : 


union conVvV [ 


struct test test : 


long data : 
] conv : 
main() 
{ 

temp = test ,: 

test = conv.test : 


ビッ ト フ ィ ー ル ド は , “signed と "unsigned が 宣言 で きま す . 

他 の 型 指定 子 は 無視 され ます . 

フィ ー ル ド が "int” の 境界 を また が る と き は , 次 の "int” の 境界 に 整合 され ます が , この 時 点 で , 
次 の int の 境界 まで の 間 に 無名 フィ ー ル ド が 生成 され ます . 

長 さ 0( ゼ ロ ) で フィ ー ル ド を 宣言 する と "int” の 境界 まで の 大 き さ の フィ ー ル ド が で きま す . 


例 


struct [ 


unsigned fld1] 
unsigned fld2 
unsigned fld3 
unsigned fld4 
unsigned fld5 


oO の 愉 CFO 一 


本選 00 生 20 0. 04 


fld.fldl =1: 


"1nt 境界 の 制限 を "char' 境 界 に 変更 する こと が で きま す . 変更 する た め に は コン パイ ル 時 に "- 
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cb オプ ショ ン を 指定 し ます . た だ し "-cb" オ プシ ョ ン は 定義 体 の サポ ー ト が 必要 で すか ら , 未 サ 
ポー ト 定 義 体 を 使用 する 場合 に "-cb" オ プシ ョ ン を 指定 する と "-cb" が 使用 で き な い 則 の 警告 メ 
ッ セ ー ジ が 自力 ざれ ます . 


enU 


記述 形式 


TU 


enum 型 は 特定 の デー タ 型 で は あり ませ ん . 

内 部 表現 は 整数 型 で す が , enum 値 を 列挙 する こと に より 使用 する デー タ 値 が 明確 に な り ま す . 
enum 値 の 定義 は , 識別 子 の 列挙 で 行い ます . 

その 識別 子 は , プロ グラ ム 中 で は 定数 と し て 使用 で きま す . 


例 


enum action [| delete , move , create , read , write ] 
enum action copy[3] ={ read , create , write ] : 


if(copy[0] == read ) coODy[0] = move : 


この と き , enum 値 は "delete" か ら 順 に 0, 1, 2... で す . 


enum actionl delete , move = 2 , create , read , write 」: 


と する と "delete" は 0( ゼ ロ ) で す が , "move" か ら 順 に 2, 3, 4... と な り ま す . 


enum タグ ( 例 で は "action"”) は タグ 以外 の 識別 子 と 同じ 綴り で も 構い ませ ん が , enum 値 の 定数 名 
( 例 で は "delete”) は 他 の 識別 子 と 同じ で あっ て は な り ま せん . 
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初期 化 


初期 化 式 を 使っ て 宣言 する 識別 子 に 初期 値 を 与え る こと が で きま す . 


初期 化 式 
= 初期 値 の 並び 


静 的 変数 の 初期 化 式 は , コン パイ ル 時 に 解決 され る 式 で な く て は な り ま せん . 
集合 体 の 初期 化 に は 初期 値 並 び を 使う こと が で きま す . 


初期 値 の 並び 

{ 初期 値 の 並び } 
初期 値 の 並び , 初期 値 の 並び 
初期 値 


集合 体 の メン バ ( 便 宜 上 , 配列 の 要素 と 構造 体 の メン バ を "集合 体 の メン バ ” と 表す ) に 対し て 大 
カッ コ で くく られ コン マ で 区 切ら れ た 初期 値 の 並び は , 集合 体 の メン バ に 対し て 記述 順に 割り 
当て られ ます . 集合 体 が 集合 体 を 含む 場合 , この 規則 は 集合 体 の メン バ に 再帰 的 に 適用 され ます . 
初期 値 の 並び が 集合 体 の メン バ よ り 少 な い 場合 , 残り の メン バ は 0( ゼ ロ ) で 詰め られ ます . 

部 分 集合 体 に 当たる 大 カッ コ は 省略 する こと が で きま す . この と き は , 初期 値 の 並び の 中 か ら 集 
合体 の メン バ の 数 だ け 初 期 値 が 割り 当て られ , 残り は 次 の メン バ に 割り 当て られ ます . 

共用 体 の 初期 化 は , 最初 の メン バ の 型 で の み 行 えま す . 
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演算 子 を 大 別 す る と 以下 の よう に 分 類 で きま す . 


・ 単 項 演算 子 ・ ビ ッ ト OR 演算 子 
・ 乗 除 演算 子 ・ 論 理 的 AND 演算 子 
・ 加 減 演算 子 ・ 論 理 的 OR 演算 子 

・ シ フト 演算 子 ・ 条 件 演算 子 

・ 関係 演算 子 ・ 代 入 演算 子 

・ 等 値 演算 子 ・ コ ンマ 演算 子 

・ ビ ッ ト AND 演算 子 ・ 優 先 順位 


・ ビ ッ ト 排 他 的 OR 演算 子 


通常 , 算術 演算 子 に 対し て は 一 般 的 に 以下 の 変換 規則 が 適用 され ます . 

"char" と "short" は "int” に 変換 され ます . 

"float" は "double" に 変換 され ます . 

どちら か の 被 演算 数 が "10ong" で あれ ば 他方 も "1ong” に 変換 され , 結果 も "1ong' に な り ま す . 
どちら か の 被 演算 数 が 符号 な し で あれ ば 他方 も 符号 な し に 変換 され , 結果 も 符号 な し に な り ま 
す . 

どちら か の 被 演算 数 が "double" で あれ ば 他方 も "double” に 変換 され , 結果 も "double" に な り ま す . 
代入 に お ける 変換 は , 右辺 の 値 は 左辺 の 型 に 変換 され , それ が 結果 の 型 と な り ま す . 
関数 の 呼び 出し に お ける 引数 は 式 で すか ら , 引数 が 関数 に 渡さ れる と きも 型 変換 が 行わ れ ま す . 
すなわち , "char" と "short" は "int "に な り , "float" は "double" に な り ま す . た だ し , プロ ト タ 
イプ 宣言 の ある 関数 に は 宣言 通り の 型 に 変換 され ます . 
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単項 演算 子 


単項 演算 子 を 持つ 式 は 右 か ら 左 へ まとめ て 評価 され ます . 


単項 式 

* 式 & 左辺 値 
- 式 + 式 

馬 5cs て 式 

++ 左辺 値 ー 左辺 値 
左辺 値 + 左辺 値 一 
( 型 名 ) 式 sizeof 式 
Size0f ( 型 名) 


乗除 演算 子 


乗除 演算 子 は 左 か ら 右 に 適用 され , 通常 の 算術 変換 を 伴い ます . 


乗除 式 

式 * 式 
式 / 式 
式 % 式 


* 演算 子 は 可 換 演算 子 で す . 
剰余 は 被 除算 と 同一 符号 を 持ち ます . 
乗除 数 に ポイ ンタ は 使用 で きま せん . 
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加減 演算 子 
加減 演算 子 は 左 か ら 右 に 適用 され 通常 の 型 変換 を 伴い ます . 
加減 式 


式 + 式 
式 - 式 


+ 演 算 子 は 可 換 演 算 子 で す . 
ポイ ンタ に 整数 値 を 加減 する 場合 , 整数 値 は ポイ ンタ が 示す オブ ジェ クト の 大 き さ を 乗算 する 
こと に より アド レス オフ セッ ト に 変換 され ます . 


シフ ト 演 算 子 
シフ ト 演 算 子 は , 左 か ら 右 へ 適用 され ます . 
シフ ト 式 


式 << 式 
式 >> 式 


両辺 と も 通常 の 算術 変換 を 両辺 に 引き お こし ます . 

結果 の 型 は 左辺 の タイ プ で す . 

右辺 が 負 で あっ た り オ ブ ジ ェクト の ビッ ト 数 より 大 きい か 等 し い 場 合 , 結果 は 不定 に な り ま す . 
シフ ト 演 算 子 に は , 整数 の み が 使 用 可能 で す . 
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関係 演算 子 


関係 演算 子 は 左 か ら 右 へ 適用 され ます . 


関係 式 


式 < 式 
式 > 式 
式 <= 式 
式 =< 式 


呈 定 され た 関係 が 成り 立た な けれ ば , 答え と し て "0” を 出し , 正しけれ ば "1” を 出し ます . 
結果 の 型 は "int" で あり , 通常 の 算術 変換 が 行わ れ ま す . 


等 値 演算 子 


ポイ ンタ は 整数 と 比較 で きま す が , 0 以外 の 定数 と 比較 し た 場合 は 警告 メッ セー ジ が 出力 され ま 


す . 
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ビッ ト ご と の AND 演算 子 


AND 式 


式 &% 式 


& 演 算 子 は 可 換 演算 子 で す . 
通常 の 算術 変換 が 行わ れ , 結果 は 被 演算 数 の ビッ ト ご と の 論理 積 に な り ま す . 
& 演 演算 子 に は 整数 の み が 使 用 可能 で す . 


ビッ ト ご と の 排他 的 OR 演算 子 


排他 的 OR 式 


演算 子 は 可 換 演算 子 で す . 
通常 の 算術 変換 が 行わ れ , 結果 は 被 演算 数 の ビッ ト ご と の 排他 的 論理 和 と な り ま す . 
演算 子 に は , 整数 の み が 使 用 可能 で す . 


ビッ ト ご と の 0R 演算 子 


OR 式 


式 | 式 


| 演算 子 は 可 換 演算 子 で す . 
通常 の 算術 変換 が 行わ れ , 結果 は 被 演算 数 の ビッ ト ご と の 論理 和 と な り ま す . 
| 演算 子 に は 整数 の み が 使用 可能 で す . 
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論理 的 AND 演算 子 


論理 的 AND 式 
式 孝 式 


&& 演 算 子 は 左 か ら 右 へ 評価 され ます . 

これ は , 両 被 演算 数 供 ゼ ロ で な けれ ば "1” を 返し , そう で な けれ ば "0” を 返し ます . 

"5 と 異な り , “&& は 必ず 左 か ら 右 へ 評価 され ます . 

右 の オペ ラン ド は 左 の オペ ラン ド が 0( ゼ ロ ) 以 外 の と きのみ 評価 され ます . 

被 演算 数 は 同一 の 型 で な く て も 構い ませ ん が , それ ぞ れ は 基本 タイ プ の 1 つか ポイ ンタ で な け 
れ ば な り ま せん . 

結果 は 常に int 型 で す . 


論理 的 OR 演算 子 


論理 的 OR 式 
式 | 式 


| | 演算 子 は 左 か ら 右 へ 評価 され ます . 

どちら か の オペ ラン ド が ゼロ で な けれ ば "1” を 返し , そう で な い 場 合 は "0” を 返し ます . 

"と 異な り ”| "は 必ず 左 か ら 右 へ 評価 され ます . 

右 の オペ ラン ド は 左 の オペ ラン ド が 0( ゼ ロ ) の と きのみ 評価 され ます . 

被 演算 数 は 同一 の 型 で な く て も 構い ませ ん が , それ ぞ れ は 基本 タイ プ の 1 つか ポイ ンタ で な け 
れ ば な り ま せん . 

結果 は 常に int 型 で す . 
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条件 演算 子 


条件 式 
式 1? 式 2: 式 3 


条件 式 は 左 か ら 右 へ 評価 され ます . 
ます 式 1 が 評価 され , それ が ゼロ で な けれ は 結果 は 式 2 の 値 と な り , 0 な ら は ば 式 3 の 値 と な り ま 
紀 


代入 演算 子 


代入 演算 子 は すべ て 右 か ら 左 に 適用 され ます . 


代入 式 

左辺 値 = 式 左辺 値 += 式 

左辺 値 -= 式 左辺 値 *= 式 

左辺 値 /= 式 左辺 値 た 式 

左辺 値 >>= 式 左辺 値 <<= 式 

左辺 値 に 式 左辺 値 ^= 式 

左辺 値 |= 式 

"+= 。 ーー= の 左 被 演 算数 は ポイ ンタ で も 構い ませ ん . 


=” に 限り 大 き さ が 同じ な ら ば 構造 体 を 記述 で きま す . 


コン マ 演 算 子 


コン マ で 区 切ら れ た 式 は 左 か ら 右 に 評価 され , 左 の 式 の 値 は 捨て られ ます . 
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優先 順位 


(優先 順 位 一 覧 】 


優先 順位 演算 子 結合 性 

一 次 式 CE 必 光 』 左 か ら 右 
単項 演算 子 リー++( 型 )*+ ーー& sizeof 右 か ら 左 
乗除 演算 子 */% 左 か ら 右 
加減 演算 子 LM 左 か ら 右 
シフ ト 演 算 子 くく >> 左 か ら 右 
関係 演算 子 く <= > ッ > ニ 左 か ら 右 
等 値 演算 子 == != 左 か ら 右 
ビッ ト AND 演算 子 IM 左 か ら 右 
ビッ ト 排 他 的 OR 演算 子 1 左 か ら 右 
ビッ ト OR 演算 子 | 左 か ら 右 
論理 AND 演算 子 (4 左 か ら 右 
論理 0R 演算 子 | 左 か ら 右 
条件 演算 子 ?7: 左 か ら 右 
代入 演算 子 ニ +ー ー= ※ー %ー >>= <<= & ニ “=|= 右 か ら 左 
コン マ 演 算 子 左 か ら 右 
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文 


文 は 実行 の 流れ を 制御 する も の で あり , 出現 順に 実行 され ます . 


・if て else 文 ・break 文 
・switch 文 ・continue 文 
・while 文 ・g0t0 文 

・ TP 変 ・ ラ ベル 文 
・d⑩- て while 文 


単 文 , 複 文 , 空 文 
ほとん どの 文 は 式 の 文 で あり , 最後 に も セミコロン を つけ て 単 文 と し て 使用 で きま す . 


記述 形式 | 式 : 


単 文 を いく つか まとめ て ”{” と ”}” で 囲ん で ブロ ッ ク 化 し , 複 文 と する こと も で きま す 


複 文 {宣言 の 並び , 文 の 並び } 


単 文 , 複 文 の ほか に 空 文 が あり , これ は "セミ コロ ン "(:) の み で 成り 立ち ます . 


felse 文 


記述 形式 
齋 間 ) 1 


記述 形式 
if ( 式 ) 文 1else 文 2 


式 の 評価 を 行い 結果 が ゼロ で な けれ ば 「 真 」 と みな し , 文 1 を 実行 し ます . 
else 節 が 含ま れ て いて 式 の 結果 が 0 で あれ ば 「 偽 」 と みな し , else 節 の 文 2 が 実行 され ます . 
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while 文 


記述 形式 
while ( 式 ) 文 


まず 式 が 評価 され 式 の 値 が ゼロ で な けれ ば 「 真 」 と みな し て 文 を 実行 し ます . 
式 の 値 が 「 真 」 で ある 間 , 文 は 繰り 返し 実行 され ます . 


do 一 while 文 


記述 形式 
do 文 while( 式 ) : 


まず 文 が 実行 され , 次 に 式 の 評価 が され , 式 の 値 が ゼロ で な けれ ば 「 真 」 と みな し て 再び 文 が 実 
行 さ れ ま す . 
式 の 値 が 「 真 」 で ある 間 , 文 は 繰り 返し 実行 され ます . 


for 文 


記述 形式 
for ( 式 1 : 式 2 : 式 3) 文 


while 文 と 同様 に ルー プ で す が , 以下 の よう に 実行 し ます . 


(1) 式 1 を 実行 

(2) 式 2 を 評価 し 式 の 値 が ゼロ で あれ ば 「 偽 」 と みな し て for 文 を 終了 する 
(3) 文 を 実行 

(4) 式 3 を 実行 

(5) (2) へ 戻る 
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break 文 


記述 形式 
break : 


break 文 を 囲ん で いる 最も 内 側 の while 文 , do 文 , for 文 , switch 文 の 実行 を 終わ ら せ ま す . 


continue 文 


記述 形式 
continue : 


continue 文 は , それ を 囲ん で いる 最も 内 側 の while 文 , do 文 , for 文 の 終り へ 制御 を 渡し ます . 


Switch 文 


記述 形式 

switch ( 式 ) [ 
case 定数 式 : 文 
case 定数 式 : 文 


default : 文 


switch 文 は 式 の 評価 を 行い , その 値 に より case ラベ ル の 付い た 文 を 実行 し ます . 

式 の 結果 は "int' で な けれ ば な り ま せん . 

case ラベ ル , default ラベ ル は switch 文 の 中 で の み 認 め ら れる 特殊 な ラベ ル で す . 

case ラベ ル の 定数 式 は int 型 で 表せ る 値 の 範囲 で 指定 し な けれ ば な ら ず , 同一 の 値 を 指定 し て 
は いけ ませ ん . 

default ラベ ル は 特別 な 意味 を 持ち , 全て の "case”" の 定数 と 一 致し な か っ た と き に 実行 され る 処 
理 を 示し , 1 つの switch 文中 に 1 つ だ け 許 され ます . 
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90t0 文 


記述 形式 
goto 識別 子 : 


?goto "は 指定 され た 識別 子 を ラベ ル に も FO 文 に 制御 を 移し ます . 


識別 子 は "goto" が 使用 され て いる 関数 の 中 に 定義 され て いな けれ ば な り ま せん . 


return 文 


記述 形式 
return 式 : 


return 文 は 呼ば れ た 関数 へ 制御 を 戻し ます . 
式 は 呼び 出し た 関数 へ の リタ ー ン 値 で す が , 省略 可能 で あり , 省略 され た 場合 は リタ ー ン 値 は 不 
定 と な り ま す . 


ラベ ル 文 


記述 形式 
識別 子 : 文 


ラベ ル は goto 文 の 飛び 先 ラ ベル と し て の み 許 され , その 有効 範囲 は 関数 内 の み で あり , 同じ 識 
別 子 は 許さ れ ま せん . 
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プリ プロ セッ サ 


プリ プロ セッ サ 機 能 は " ず ポ に より 制御 され , マク ロ 置 換 , 条件 付 コ ン パ イル お よび 他 の ファ イル 
の 取り 込み が で きま す . 

また , 特別 が マク ロ 置 換 を 行なう スペ シャ ル マ ク ロ が あり ます . 

"# に 続く キー ワー ド は 


・define[ 文 字 列 の 置換 ] ・include[ 他 の ソー ス フ ァ イル の 取り 込み ] 
・undef[ 定 義 の 取り 消し ] ・]ine[ 行 番号 ソー ス フ ァ イル 名 の コン ト 
・ifdef[ 条 件 付き コン パイ ル ] 避 王 交 | 
・ifndef[ 条 件 付き コン パイ ル ] ・errOr[ エ ラー メッ セー ジ の 出力 ] 
・if[ 条 件 付き ユン パイ ル ] ・aSm[ ア セン ブリ 言語 の 記述 ] 
・else[ 条 件 付き ユ コンパイル] ・endasm[ アセ ン ブ リ 言語 の 記述 ] 
・elif[ 条 件 付き コン パイ ル ] ・pragma[ プ ラグ マ ] 
・endif[ 条 件 付き コン パイ ル ] ・ ス ペ シ ャ ル マク ロ 

が あり ます . 


"# の 前 後に は 空白 文字 (スペ ー ス , タブ コー ド 等 ) が 許さ れ て お り , 以下 の よう に イン デン ト を 
付け る こと も 可能 で す . 


#ifndef XCCV 
#define XCCV 1 


#endif 


注意 キー ワー ド は ネス ト し て 使用 で きま す が , ネス トレ ベル は 128 まで で す . 
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#define 


記述 形式 
#define 識別 子 文字 列 


記述 形式 
#define 識別 子 (引数 1,... 引数 n) 文字 列 


#define 制御 行 は . テキ スト の 任意 の 文字 列 を 現す 名 前 を 定義 する た め に 指定 し ます . 

テキ スト 中 に 識別 子 が 出現 する と , 対応 する 文字 列 に 置き 換え ます . 

コメ ント , 引用 符 で 囲ま れ た 文字 列 , 文字 定数 の 中 に 識別 子 が ある 場合 に は 置き 換え ませ ん . 
文字 列 が 省略 され た 場合 , テキ スト 中 より 識別 子 が 削除 され ます . 

文字 列 は 自由 に 記述 で きま す が , 1 行 で 記述 し な けれ ば な り ま せん . 

例外 と し て 文字 列 が 長い と き に は 行 の 終り に \( バ ックス ラッ シュ ) と 改行 コー ド を お いて 継続 行 
に する こと が で きま す . 

文字 列 を 定数 ある い は 式 と し て 定義 する 場合 は , あい まい に な ら な いよ うに カッ コ で 囲っ て お 
きま す . 


例 1 
#define ERROR (-1) 


"#define に より 同じ 名 前 の 識別 子 が 2 回 以上 定義 され た 場合 , 置き 換え 文字 列 の 内 容 が 同じ 場 
合 ( 引 数 が ある 場合 は 引数 名 も すべ て 同じ 場合 ) に は エラ ー と は な り ま せん が , 内 容 が 異な っ て 
いる 場合 に は エラ ー と な り ま す . 


例 2 


#define TEST 0 
#define TEST 1 …… 。 コン パイ ル 時 に エラ ー( 警 告 ) 


識別 子 の 後 の 左 カ ッ コ は マク ロ 引 数 の 始ま り を 示し て いま す . 


プリ プロ セッ サ は , 引数 付き "#define” の 識別 子 ( マ クロ ) を 検出 する と マク ロ 定 義 の 引数 部 分 を 
指定 され た 引数 に 置き 換え ます . 
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例 3 


#define TBL() TABLE-X 


| 
A = TBL10) 


と 記述 する と , プリ プロ セッ サ 終 了 後 
A = IABLE-10 


と な り ま す . 
た だ し , スト リン グ や 文字 定数 の 中 は 置き 換え を 行い ませ ん . 


# オ ペレ ー タ に よる 引数 の スト リン グ 化 
置き 換え 文字 列 中 に "に 続く 引数 を 検出 し た 場合 , プリ プロ セッ サ は 対応 する 引数 を 置き 換え 
る 際 に 引数 に 対し て 与え られ た 文字 列 を スト リン グ 化 し ます . 


例 


#define STR() 學 


| 
Ss =SIR(test string) : 


と 記述 する と 
Ss = test string”: 


と 置き 換え られ ます . 
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堪 オ ペレ ー タ に よる 引数 の 結合 


置き 換え 文字 列 中 に " 后 オ ペレ ー タ "に 続く 引数 また は 引数 に 続く " 細 オ ペレ ー タ “を 検出 し た 場 
合 , プリ プロ セッ サ は マク ロ 名 と 引数 を 置き 換え る 際 に " 畠 オ ペレ ー タ "の 前 後 の 引 数 どう し , ま 
た は 引数 と 語句 を 結合 し ます . 


例 


#define CAT(XY) X 失 Y 


| 
CAT(abc , def) 


と 記述 する と 


abcdef 


に 置き 換え られ ます . 
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#undef 


記述 形式 


#undef 識別 子 


"#Undef "は, 以前 に 定義 され た 識別 子 に 対応 する "#define” を 無効 と し ます . 
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#ifdef fndef ##Hif #else #elif #endif 


条件 付き コン パイ ル を 使う こと に より コン パイ ル す る 部 分 を 制御 で きま す . 


記述 形式 
#ifdef 識別 名 


の 定義 以前 に 対応 する 識別 名 の #Qefine が 行わ れ て いる か を 判定 し ます . 


作 ( 


記述 形式 
ifndef 識別 名 


この 定義 以前 に 対応 する 識別 名 の #define が 行わ れ て いな いか を 判定 し ます . 


記述 形式 
#if 定数 式 


定数 式 を 判定 し ます . ( 0= 偽 0 真 ) 


記述 形式 


#else 


これ は 対応 し て いる 折 f, fdef, 指 fndef を 判定 し , 「 偽 」 で あれ ば ソー ス 行 の 範囲 を 定め ま 
す . 
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記述 形式 
#elif 定数 式 


#else と 衣 f を 結合 し た も の で , 以前 の jf, #ifdef, ifndef, #elif の 条件 が 「 偽 」 で あっ た 
場合 に , 定数 式 を 判定 し ます . 


記述 形式 
#endif 


対応 し て いる ffdef, fndef の 制御 の 範囲 を 終了 させ ます . 
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定数 式 
#if, #elif の 定数 式 で は 以下 の 演算 子 を 使用 する こと が で きま す . 


【 使 用 で きる 演算 子 】 

単項 演算 子 |! ~ - 

二 項 演算 子 |*/%+]- <<>><>< ニ >= ニ ==l=& | 員 中 
その 他 , ?: ( ) defined 識別 子 また は defined (識別 子 ) 


defined 演算 子 は 識別 子 が #define に より 定義 され て いる 場合 に は 1, 定義 され て いな けれ ば 0 
を 返し ます . 


例 1 
以下 の 2 つ は 同等 の 意味 で す . 


#ifdef XCCV 
#if defined(XCCV) 


定数 式 に お いて , 定数 は 全て "long int" に 変換 され , 計算 され ます . 

定数 と し て は , 8 進数 表現 , 10 進数 表現 , 16 進数 表現 , 文字 定数 を 使用 する こと が で きま す . 
また , “#define" で 定義 され て いな い 識 別 子 が 定数 式 に 表れ た 場合 , その 値 は 0( ゼ ロ ) と し て み 
な され ます . 


例 2 
012 …・・ 8 進数 表現 
123 …・・ 10 進数 表現 
Oxff ・…・・ 16 進数 表現 
「A …・ 文字 定数 表現 
文字 定数 の 値 は その 文字 の 内 部 コー ド の 値 と な り ま す . 
| so。 躍 別 了 


"#define" に より 定義 され て いな い 場 合 , 値 は 0( ゼ ロ ) 
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#include 


記述 形式 


#include <file_ spec> 


記述 形式 


#include "file spec" 


ファ イル 指定 が "<>”" で 囲ま れ て いる 場合 に は , シス テム ライ ブラ リ の 中 か ら フ ァイル が 取り 込 
まれ ます . 

ファ イル が ” "で 囲ま れ て いる 場合 に は カレ ント ディ レク トリ の ユー ザ フ ァ イル が 取り 込ま れ 
ます . 

ファ イル 指定 の 部 分 が "ぐま た は "か ら 始 まっ て お ら ず , “"#define" に より 定義 され た 識別 子 か 
ら 始 まっ て いる 場合 に は , 文字 列 の 置換 が 行わ れ , その 結果 が 上 記 形 式 の どちら か に な ら な けれ 
ば な り ま せん . 
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#line 


記述 形式 
#]ine 行 番号 


記述 形式 
#line 行 番号 "ファイル" 


C コン パイ ラ に 対し て , 現在 の ソー ス フ ァ イル 中 の 行 番号 お よび ソー ス フ ァ イル 名 を 知ら せま す . 
#line 文 は 。 ある ソー ス フ ァ イル を 変換 し , その 結果 と し て ( 言語 の ソー ス フ ァ イル を 出力 する 
よう な プロ グラ ム の た め に 用 意 さ れ て いま す . 

それ ら の 変換 プロ グラ ム は 入力 ソー ス フ ァ イル を 変換 し , ( 言語 の ソー ス フ ァ イル 出力 する 際 に , 
対応 する 入力 ソー ス フ ァ イル の 行 番号 ., お よび ソー ス フ ァ イル 名 を 指定 し た #]ine 文 を 出力 し ま 
3 

これ に より , 出力 され た C プロ グラ ム を コン パイ ル 中 に エラ ー が 検出 され た 場合 , 対応 する 入力 
ソー ス フ ァ イル の ファ イル 名 お よび 行 番号 が 表示 され ます . 
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#error 


記述 形式 


#errorr エラ ー メ ッ セ ー ジ 


#error 文 に より エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し , コン パイ ル エ ラー を 発生 させ る こと が で きま す . 


例 
#define BUFFSIZE 5000 


| 
[人生 BUFFSIZE > 4096 
#error “BUFFSIZE" too large 
#endif 


と 記述 し た ファ イル を コン パイ ル す る と , コン パイ ル エ ラー と な り エ ラー メッ セー ジ が 出力 さ 
れ ま す . 
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#asm #endasm 


XCC-V は ソー ス 中 に アセ ンプ ラ 言 語 を 記述 で きる よう に な っ て いま す . 
#asm 
| 
アセ ン ブ ル 記 述 
| 
#endasm 


asm と "#endasm で 囲ま れ た アセ ン ブ ル 記 述 は その まま 出力 され ます . 


注意 


アセ ン ブ ル 記 述 は 全て コー ド セ ク ショ ン ( プ ログ ラム エリ ア ) に 出力 され ます の で , 変数 の 宣 


等 を 記述 する こと は で きま せん . 


川 


91 


#Dragma 
XCC-V の , 全 MPU に 共通 し て 有効 な "#pragma" に は 以下 の も の が あり ます . 


マニ ュ ア ル 参 照 
以下 の "#pragma 以外 で も MPU ご と に 有効 な "#pragma が あり ます の で , 各 MPU ご と に 用 意 さ れ 
て いる MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 


inline/noinline 

#pragma inline は , それ 以降 の 関数 を な る べく イン ライ ン 展 開 す る 指定 で す . 

#Dragma noinline は , それ 以降 の 関数 を イン ライ ン 展 開 し な い 指 定 で す . 

#pragma inline に は , 関数 名 を 指定 する も の も あり ます . その 場合 は コン パイ ル 時 に -S オプ シ 
ョ ン が 必要 で す . 


asm/endasm 

#Dragma asm は , それ 以降 の 行 が アセ ン ブ リ 言語 記 

#pragma endasm は , それ 以前 の 行 が アセ ン ブ リ 言語 記述 で ある こと を 示し ます . 

つま り , #pragma asm と #pragma endasm に 囲ま れ た 部 分 が アセ ン ブ リ 言語 記述 で ある こと を 指 
定 し , これ は #fasm~#endasm と 等 価 で す . 


memOry/endmemOry 

#pragma memory は MPU 固有 の 追加 記憶 クラ ス を 区 間 指 定 で 定義 し ます . 

以下 の よう に memory で 指定 し た 追加 記憶 クラ ス は , endmemory で 解除 され る まで の 区 間 で 有効 
に な り ま す . 


#pragma memory ABS16 

int ai // ABS16 int ai: と 等 価 
int bi // ABS16 int b: と 等 価 
int ci // ABS16 int c: と 等 価 
#pragma endmemory 


【 注 意 】 


far や near は MPU 固有 の 記憶 クラ ス で は 有り ませ ん の で 使用 で きま せん . 
#pragma memOry を ネス ト し て 使用 する こと は で きま せん . 
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dislockey/enlockey 

#pragma dislockey と #pragma enlockey に 囲ま れ た 部 分 は , ANSI-C の 言語 規格 に な い 以 下 の キ 
ー ワ ー ド が 無効 に な り , 変数 名 等 に 使用 で きま す . 

far, near, fixed, clip, global, globaldef, globalref, globalvalue, rolalref, noshare, 


_ aSm。 1nterTupt 


all_para_restrict/noall_para_restrict 
#pragma all para restrict と #pragma noall para restrict に 囲ま れ た 範囲 で は 全て の ポイ ン 
タ 引 数 が restrict 属性 を 持つ と みな され ます . 


unrolling 

ルー プ の 直前 に 記述 し た #pragma unrolling は その ルー プ の アン ロー リン グ 数 を 指定 し ます . 
記述 方 法 は 以下 の 通り で , 指定 され た アン ロー リン グ 数 に 近い 値 で MPU に より 最適 と 定義 され 
た アン ロー リン グ 数 の 倍数 が 選択 され ます . 


#pragma unrolling アン ロー リン グ 数 


minclude 

外部 ファ イル の 定義 に よる 組み 込み マク ロ を サポ ー ト し て いる 定義 体 を 使用 する 場合 , 外部 フ 
ァイル は コン パイ ルオ プシ ョ ン だ け で な く 本 プラ グマ で も 指定 可能 で す . 

指定 方 法 は #pragma minclude "ファ イル 名 "で , ディ レク トリ の サー チ 順 は 以下 の 通り で す . た 
だ し , 同一 ファ イル を 複数 回 イン クル ー ド する こと は で きま せん . 


1. カレ ント ディ レク トリ 


2. = リロ プシ ョ シン ディ レク トリ 
3. -i オプ ショ ン デ ィ レ クト リ 
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statgp 

スタ ッ ク 変 数 を スタ ティ ッ ク エ リア に 割り 当て る 機能 の 拡張 機能 で あり , 記述 形式 は , #pragma 
statgp n 関数 名 , 関数 名 ,..… で , n で 指定 され る 番号 で グル ー プ 分 けさ れ た 関数 は , スタ ッ 
ク 変 数 を グル ー プ 内 で 共通 の スタ ティ ッ ク エ リア へ 展開 し ます . グル ー プ 番号 に は , 0 て 255 の 
値 が 指定 可能 で す . 

変数 エリ ア は グル ー プ 毎 に 区 別 さ れ た 名 前 の ダミ ー セ クシ ョ ン で 展開 され , 同名 の ダミ ー セ ク 
ショ ン は リン ク 時 に 統合 され て , これ ら の 内 で 最大 の 大 き さ の セク ショ ン サ イズ と な り ま す . 
0 番 の グル ー プ は 末端 関数 用 に 予約 され て いま す の で , これ を 指定 し た 場合 に は , 末端 関数 群 と 
共有 する こと に な り ま す . 


#pragma statgp 2 func1, func2, func3 
【 グ ルー プ 化 に つい て 】 


スタ ティ ッ ク エ リア に 移動 し た オー ト 変 数 の グル ー プ 化 の た め に , コン パイ ラ は 同名 の ダミ ー 
セク ショ ン を 生成 し ます . 
この 場合 に は , アセ ン ブ ル 時 (xassv) に -ssn オプ ショ ン を 使用 する 必要 が あり ます . 


【 注 意 】 
この 機能 は , 一 部 の 定義 体 使用 時 の み 有 効 で す . 使用 前 に , MPU 固有 マニ ュ ア ル に 本 機能 の 記載 
が ある か どう か の 確認 を し て くだ さい . 
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スペ シャ ル マ ク ロ 


特別 な が マク ロ 置 換 を する 識別 子 と し て 以下 の も の が あり ます . 


スペ シャ ル マ ク ロ 


_ LINE 


識別 子 が 表れ た 行 番号 に 変換 され ます . 


_ FILE 


ソー ス フ ァ イル 名 の スト リン グ 表 現に 変換 され ます . 


例 1 


_FILE_ て “sample.c“ 


_ TIME 


コン パイ ル 時 の 時 刻 に 変換 され ます . 


例 2 
目 NUMB 還 生 舎 | 1OC00MIM 


_ DATE 


コン パイ ル 時 の 日 付 に 変換 され ます . 
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例 3 
DO!806 1969 


予約 マク ロ 
XCC-V で は 以下 の マク ロ が 予約 され て いま す . 


【 予 約 マ クロ ー 覧 】 

メー カー 識別 マク ロ XcCV asSSist GAIO 

MPU 別 マ クロ mDU8 mpul6 mpu32 reverse 

include ファ イル マク ロ | XCCV_ ASSERT XCCV CTYPE XCCV ERRNO XCCV_FLOAT 
XCCV LIMIT XCCV MALLOC XCCV MATH CV MEMORY 
XCCV_ SERCH XCCV SETJMP XCCV STABIO XCCV_STDDEF 
XCCV STDIO XCCV_ STDLIB XCCV STRING XCCV_STRINGS 
XCCV_ANSI 

キー ワー ド マ ク ロ _ RESTRICT 


上 記 以 外 に も MPU に より マク ロ が 予約 され て いる も の が あり ます . 


マニ ュ ア ル 参 照 
予約 マク ロ に つい て は , 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる , MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 し て く 
だ さい . 


該当 マニ ュ ア ル に マク ロ の 記述 が な いも の は 上 記 の マク ロ だ けが 定義 され て いま す . 
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イン ライ ン 展 開 組 み 込み マク ロ 


XCC-V で は , 一 部 の 定義 体 で イン ライ ン 展 開 組 み 込み マク ロ 機能 を サポ ー ト し て いま す . 

イン ライ ン 展 開 組 み 込 み マ クロ と は , 一 連 の アセ ン ブ ラ 特殊 命令 を ( 言語 の マク ロ 形 式 で 記述 
する た め の 機 能 で , 使用 者 が マク ロ を 作成 する こと が 可能 で す . 

イン ライ ン 展 開 組 み 込 み マ クロ 機能 は , ( ソー ス 上 に 記述 され た マク ロ を ( ソー ス と は 別 の 外部 
ファ イル で 定義 され た 組み 込み マク ロ 定 義 に し た が っ て , アセ ン ブ ラ 命令 に 展開 する も の で す . 
一 般 的 な 外部 ファ イル の 記述 方 法 や 使用 例 を 以下 に 示し ます . た だ し , イン ライ ン 展 開 組 み 込み 
マク ロ は アセ ンプ ブラ 命令 を 直接 展開 し ます の で , MPU 毎 に レジ スタ イン タフ ェ ー ス 等 の 仕様 が 異 
な り ま す . 詳し い 使 用 方 法 は , MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 下さ い . 

な お , MPU マニ ュ ア ル に イン ライ ン 組 み 込 み マ クロ の 記述 が な い 場 合 は , その MPU で は 本 機能 を 
サポ ー ト し て お り ま せん . 


外部 ファ イル の 記述 形式 
DMACRO $r = macro_name($1,$2) 
RET type rO,r1,・…・ : リ ター ン 値 レジ スタ は , この 中 か ら 選 ぶ 
ARG1 type limmlr0, r1. …] [/write] : 引 数 値 レ ジス タ は , この 中 か ら 選 ぶ 
(imm 又は レジ スタ 名 列 を 指定 する ) 
immn 指定 時 は 定数 値 引 数 の み 有 効 
/write は レジ スタ へ の 書き 込み を 指す (省略 可 


台 ヒ 
肛 


ARG2 

ARG3  …・ 

TMP4 rO,r1. ・・ : 一 時 変数 は レジ スタ の み 記 述 可能 

TMP5 _ …・ 

TMP6 

ASM : こ こ か ら が , アセ ン ブ ラ 命令 の 記述 

i\$ addition $$ :$ を 展開 し た い 場 合 は , \$ ま た は $$ を 記述 する 
add  $r,$1.3$2 :$x の 部 分 は , 定数 また は レジ スタ 名 に 変換 され る 

END : こ こま で が , アセ ン ブ ラ 命令 の 記述 


type に は , リタ ー ン また は 引数 の 型 を 指定 する (long, char 等 ) . 
ARGx に imm を 指定 し た 場合 は , 定数 の み 指定 可能 と する . 
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macr0 name の マク ロ を 使用 する と , ASM~END 間 の アセ ン ブ ラ 命令 が 展開 され ます . 


・ ア セン ブラ 命令 の 中 に 記述 され た $r や $1 は , マク ロ 展 開 時 に コン パイ ラ が 選択 する レジ 


スタ 名 称 に 変換 され ます . 


・$r は ,. リタ ー ン 値 用 レジ スタ , $1-$9 は ARG1, TMP6 等 の 末尾 番号 に 対応 する 変数 に 割り 


当て られ た レジ スタ で す . 


・ マ クロ 展開 の 前 に , 引数 を レジ スタ に 入れ る 命令 や 使用 する レジ スタ を 退避 する 命令 が 展 


開 さ れる こと が あり ます . また , マク ロ 展 開 後に は , リタ ー ン 値 レ ジス タ を 変数 に 代入 す 
る 命令 が 展開 され ます . 


・MPU に より , マク ロ に 使用 で き な い レジ スタ が あり ます . 詳し く は 各 MPU 固有 の 仕様 マニ 


ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 


使用 例 を 表示 する 
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使用 例 


以下 の マク ロ 定 義 フ ァイル を 使用 し て ( ソー ス を コン パイ ル す る と 下記 の アセ ン ブ リ ソー ス が 
展開 され ます . 


マク ロロ 定義 ファ イル 

DMACRO $r = macro1($1, $2) imacro] の 定義 
RET long d0, d1, d2, d3, d4, d5 
ARG1 long d0,d1,d2, d3, d4, d5 
ARG2 long imm 
TMP3 d0, d1, d2, d3, d4, d5 
ASM 

, Macro Definition is 

8 moV. | #$2, \$3 
add. | \$1, \$3 
moV. | \$3.\$r 
moV. | #2. $3 
add. | $1, $3 
ImoV. | $3.$r 
END 
DMACRO $r = macr02($1.$2, $3,. $4, $5) imacr02 の 定義 
RET long d0, d1, d2, d3, d4, d5, d6, d7 
ARG1 long d0,d1.d2, d3, d4, d5 
ARG2 long imm 
ARG3 long d0,d1,d2, d3, d4, d5, d6, d7 
ARG4 long imm 
ARG5 long d0,d1,d2, d3, d4, d5, d6, d7 
TMP6 d0, d1, d2, d3, d4, d5, d6, d7, a0, a1, a2, a3 
TMP7 d0, d1, d2, d3, d4, d5, d6, d7, a0, a1, a2, a3 


TMP8 d0, d1, d2, d3, d4, d5, d6, d7, a0, a1, a2, a3 
TMP9 d0, d1, d2, d3, d4, d5, d6, d7, a0, a1, a2, a3 


ASM 

, Macro Definition is 

moV. | 的 $2, $$3 
add. | $$1, $$3 
moVv. | $$3.$$1 
moVv. | #94, $$5 
add. | $$7.$$6 
sUb. | $$8, $$9 
moVv. | $$8, $$r 
moV. | #%2, $3 
add. | $1.$3 
ImOV. | $3,. $1 
moV. | #4. $5 
add. | $7,$6 
SUb. | $8, $9 
ImOV. | $8, $r 
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END 


DMACRO  $r = nacro3() jmacr03 の 定義 
RET long d0, d1, d2, d3, d4, d5 
ASNM 

: Macro Definition is 

8 ImOV. | #3.$$r 
moV. | 3. $r 
END 

C ソー ス 
extern char a, b, c, d, e: 


extern short 
extern long 


esl, es2, es3, es4, es5: 
ell, el2: 


void func1() 


{ 
el1 = macro1(el2, 10) : 


c = a+b: 
es5 = macr03() : 
6e = C+di: 


es4 = macro2(es1, 10, es2, 9, es3) : 


アセ ン ブ リ ソー ス ( 一 部 ) 


iExpr (7) : el1=macro1 (el2, 10) 
move.| _el2.d0 

j Macro Definition is 

mov.| 維 2.$3 
add.| $1.$3 
mov.|  $3.$r 
mov.| 前 0,d1 
add.|  dO,d1 
mov.| dl,d2 
move.| d2, el] 

iExpr (8) : c=a+ b 
move.b _a,dO 
add.b  b,dO 
move.b dO, c 

iExpr (9) : es5=macro3 () 

j Macro Definition is 

8 mov.| #3,$r 
mov.| #,d0 
move.W dO,_es5 

iExpr(10): e=c+ d 
move.b _c,dO 
add.b  _d,dO 


move.b dO,_e 
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iExpr (11) : es4=macro2 (es1, 10, es2, 9, es3) 
movea.W _esl, al 
moVvea.W _eS2, a2 
ImOVea.W _6S3, a3 


: Macro 


move.| al,dO 
move.| a2.d1 
move.| a3,d2 
Definition is 
mov.| 持 2.$3 
add.| $1.$3 
mov.|  $3.$1 
mov.| 持 4.$5 
add.|  $7.$6 
sub.|  $8,.$9 
mov.|  $8,$r 
mov.| 前 0,.d1 
add.|  d0O,d1 
mov.| dl,dO 
mov.|  #9,.d2 
add.|  d4,d3 
sub.| 9d5,d6 
mov.|  d5.d/ 


move.W d/, es4 
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「 拡 張 機能 」 を ご 利用 に な る 場合 


注目 

XCC-V の 起動 時 に -S オプ ショ ン を 指定 し た 場合 , 「 拡 張 機能 」 が 有効 に な り ま す . 

以下 の トピ ッ ク で は 「 拡 張 機能 」 を 使用 し た 場合 と , XCC-V が 標準 提供 する C コン パイ ラ 文 法 と 
の 相違 点 を 解説 し て お り ま す . 

お 客 様 は 相違 点 を 考慮 し , 「 拡 張 機 能 」 を ご 利用 くだ さい . 


・char 型 ・#pragma section 
・ ビ ッ ト フ ィ ー ル ド ・#pragma inline 
_ aSM ・#pragma intvect 
・ lnterrupt 

char 型 


単なる char 型 の 宣言 は unsigned char と 判断 し ます . signed char と 宣言 し な い 限 り 符号 付き 
に は な り ま せん . 


注目 
拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 
単なる char 型 の 宣言 は signed char と 判断 し ます . 


ビッ ト フ ィ ー ル ド 


ビッ ト フ ィ ー ル ド も signed を 省略 する と 符号 な し (unsigned) に な り ま す . 

ビッ ト フ ィ ー ル ド の 割り 付け は , MSB 側 に つめ て 割り 付け , 空き ビッ ト は L【LSB 側 に な り ま す . 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 宣言 で char, signed char の 記述 が で きま す . 

この 場合 ビッ ト フ ィ ー ル ド 全 体 を 8 ビッ ト の 構造 体 と し て 処理 し ます . た だ し , char, signed 
char, unsigned char 以外 の 型 が 含ま れる 場合 は , int サイ ズ の 構造 体 と な り ま す . 


注目 

拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 

signed を 省略 し た ビッ ト フ ィ ー ル ド は 符号 付き で す . 
ビッ ト フ ィ ー ル ド は 【SB 側 に つめ て 割り 付け ます . 
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S 
fn 
N 
N 
MI 
川 
胃 
Io 
Im 


接 記述 する た め の 仕様 に は _asm( 文 字 列 リ テラ ル ) を 使用 し ます . 


__asm(”move _a,r07): 


注目 

_ asm は , 関数 外 に 使用 する こと は で きま せん . 

文字 リテラ ル は , 変換 な し で 展開 され ます の で , \n 等 の エス ケー プシ ー ケ ンス は 使用 で きま せ 
ん . 

拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 に は , 同等 機能 の #4sm を 使用 し て くだ さい . 

仕様 ・ 注 意 事 項 に つい て , #asm 記述 に 関す る 説明 を 参照 し て くだ さい . 


_ Interrupt 


割り 込み 処理 ルー チン の 定義 (宣言 ) は , interrunpt キー ワー ド を 使用 し ます . 


例 


__ interrupt intr10() 
| | 
] 


注目 


拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 
定義 体 (MPU) ご と に 異な り ま す が , 通常 は pragma interrupt を 使用 し ます . 
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#pragma section 


XCC-V が 分 割 し て 出力 する アセ ン ブ ラ ソー ス 中 の セク ショ ン に つい て , その 名 前 と タイ プ ( コ ー 
ド か コモ ン か ) を #pragma に より 変更 で きま す . 


形式 
#pragma section 種別 [/ 種 別 ・‥・・・] セク ショ ン 名 [セク ショ ンタ イプ ] 


種別 

記述 可能 な 種別 は 以下 の 通り で す が , この 他 に も 定義 体 ご と に 特別 な 記憶 クラ ス が あれ ば , その 
記憶 クラ ス も 記述 可能 で す . 特別 な 記憶 クラ ス は , MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル に 記載 の な い 限 り 
あり ませ ん . 

#Dragma section の 記述 方 法 は MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル に 記載 の な い 場 合 は 無効 で す . 使用 例 
等 も 記載 し て あり ます の で MPU マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 


GLOBAL( 小 文字 で も 可 ) グロ ー バ ル 変 数 

STATIC( 小 文字 で も 可 ) スタ ティ ッ ク 変 数 
CONST( 小 文字 で も 可 ) CONST 変数 お よび 文字 列 ・ 定 数 
INIT( 小 文字 で も 可 ) 初期 化 式 の ある 変数 
FAR( 小 文字 で も 可 ) far 変数 

NEAR( 小 文字 で も 可 ) near 変数 

TEXT( 小 文字 で も 可 ) テキ スト (関数 部 分 ) 


セク ショ ン 名 :31 文字 まで の 英 数 字 が 記述 可能 で す . 


セク ショ ンタ イプ 
CODE( 小 文字 で も 可 ) コー ド セ ク ショ ン (ROM) 
COMM( 小 文字 で も 可 ) コモ ン セ クシ ョ ン (RAM) 


#pragma section は , セク ショ ン 名 と セク ショ ンタ イプ を 変更 する も の で あり , 各 MPU 定義 体 が 
用 意 し て いる コン パイ ル モ デ ル や 動作 条件 等 を 変更 する も の で は あり ませ ん . で すか ら リ ンク 
方 法 等 は , 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル に 従っ て くだ さい . 


注目 
拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 , 該当 する 機能 は あり ませ ん . 
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#pragma Inline 


オブ ジェ クト 生成 時 , 関数 呼び 出し の 記述 に つい て その 関数 を 呼び 出さ ず に , その 場 に イン ライ 
ン 展 開 す る 指定 が 可能 で す . 


形式 
#pragma inline 関数 名 [, 関数 名 ‥・・] 


指定 され た 関数 は , 呼び 出さ れず に イン ライ ン 展 開 さ れ ま す . 


注目 


拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 , 該当 する 機能 は あり ませ ん . 


#pragma Intvect 


され ます . 


形式 
#pragma intvect 関数 名 [モー ド ] 


指定 され た 関数 は , _interrupt 宣言 され て いな けれ ば な り ま せん . 
モー ド の 意味 は MPU に より 異な り ま す が , 通常 割り 込み レベ ル を 示し , 省略 値 は 0( ゼ ロ ) と な り 
ます . 


マニ ュ ア ル 参 照 
モー ド に 関す る 詳細 は , 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる , MPU 固有 の 仕様 マニ ュ ア ル を 参照 し て く 
< さい 、. 


注目 
拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 , 該当 する 機能 は あり ませ ん . 


105 


ーー 


ライ ブラ リ 


ライ ブラ リ の 提供 


ン 台 
形態 


ライ ブラ リ 関 数 は アセ ンプ ブラ (XASS-V) の ソー ス ".xas"”, また は C コン パイ ラ (XCC-V) の ソー ス 
”"。C で 提供 され ます の で , それ ら を アセ ン ブ ル ま た は コン パイ ル し , その 後 ラ イブ ラリ アン 
(XLIB-V) に て オブ ジェ クト ファ イル の 形 に する 必要 が あり ます . 

ユー ザー が ライ ブラ リ 関 数 を 修正 し た い 場 合 に は , この ソー ス を 修正 し , XASS-V で アセ ン ブ ル 
を し た 後 , ライ ブラ リフ ァイル に 再 登録 する こと に な り ま す . 


イン クル ー ド ファ イル 


イン クル ー ド ファ イル と は , XCC-V の 中 で jinclude 文 を 使用 し て ソー スプ ログ ラム 中 に 取り 込 
お た め の ソ ー ス ファ イル で あり XCC-V 独自 の 定義 を 行っ て いま す . 提供 する イン クル ー ド ファ 
イル は 以下 の も の が あり ます . 


【 イ ンク ルー ド フ ァイル 一 覧 】 


イン クル ー ド ファ イル 名 


内 容 お よび 使用 目的 


assert.h asSeTt 関数 の マク ロ 定 義 

ctype.h 文字 検査 関数 (is 一 ) と 文字 変換 関数 (to こ ) の マク ロ 定 義 

stddef.h 構造 体 メ ン バ の オフ セッ トマ クロ と ポイ ンタ 差 の 型 の 定義 

float.h 浮動 小数 点 の 最大 値 , 最小 値 お よび 定数 の 定義 

limit.h 整数 の 最大 値 や 最小 値 の 定義 

math.h 数 字 関数 の プロ ト タ イ プ 宣 言 

setjmp.h jmp_buf 構造 体 の 宣言 

erTrn0.h 数 学 関数 使用 時 に 発生 する エラ ー 番 号 の 定義 

stdarg.h 可変 長 引 数 を アク セス する た め の マ クロ 定義 

stdio.h FILE 構造 体 の 宣言 お よび 標準 1/0 関数 の マク ロ 定 義 

stdlib.h ANSI 規格 に 準拠 する た め に malloc.h お よび search.h を イン クル ー ド 

string.h 文字 列 関数 (str て ) の プロ ト タ イ プ 宣 言 お よび ANSI 規格 に 準拠 する た め に 
memOry.h を イン クル ー ド 

malloc.h ※1] 記憶 領域 管理 関数 (mall1oc~) 内 で 使用 する 構造 体 等 の 宣言 

memory.h ※1] 記憶 領域 操作 関数 (memー) の プロ ト タ イ プ 宣 言 

search.h ※1] サー チ お よび ソー ト 関 数 (bsearch, qsort) の プロ ト タ イ プ 宣 言 

stabio.h ※] XDEBV の スタ プ ブ 機 能 を 使用 する た め の イ ンク ルー ド フ ァイル 
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注目 
※1 : イン クル ー ド ファ イル は ANSI 規格 に は あり ませ ん . 


ユー ザ 作 成 関数 

ライ ブラ リ は , 何 も 修 正 し な いで 使用 で きる 関数 と ユー ザー が 修正 , また は 新しく 関数 を 作成 し 
な けれ ば 実行 で き な い 関数 が あり ます . 

ここ で は ライ ブラ リ 関 数 を 使用 する た め に ユー ザー が 修正 , また は 作成 し な けれ ば な ら な い 関 
数 に つい て 記述 し ます . 

また , ユー ザ 作 成 関 数 の イン プリ メン ト 方 法 で 関数 の イン プリ メン ト 方 法 に つい て 記述 し て い 
あの 。 


【 作 成 関数 】 

ユー ザー 使用 ライ ブラ リ 関 数 名 左 欄 の 関数 を 使用 する 場合 に 修正 また は 作成 が 必要 な 関数 
(本 関数 は 左 欄 の 関数 に 呼び 出さ れ ま す ) 

入出 力 関数 create ファ イル の 作成 
open ファ イル の オー プン 
close ファ イル の クロ ー ズ 
read ファ イル か ら の ブロ ッ ク 入 力 
write ファ イル へ の ブロ ッ ク 入 力 
lseek ファ イル の 任意 の 位置 へ の 移動 
sbrk メモ リ の 獲得 

記憶 領域 管理 関数 sbrk メモ リ の 獲得 

exit 関数 _exit プロ グラ ム の 終了 

assert 関数 abort プロ グラ ム の 異常 終了 

qsort 関数 sbrk メモ リ の 獲得 

erTIO 


下記 の 数 学 関数 を 使用 する 場合 に は , ユー ザー プロ グラ ム 内 に , int の 大 き さ の errno 変数 の 宣 
言 が 必要 で す . 
errn0 域 に は , 数 学 関数 内 で 発生 し た エラ ー 番 号 が 設定 され ます . 


as1n, atan2, exp, hypot, ldexp, 1og, log10, pow, sin, sqrt, tan, sinh, cosh 
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ライ ブラ リ 機 能 
ライ ブラ リ 機 能 説明 


XCC-V で は ライ ブラ リ 関 数 と し て 以下 の も の が 用 意 さ れ て いま す . 


プロ グラ ム 制 御 関数 
・8SSert ・1o0ngjmp 
・exit ・Setjmp 
標準 入力 関数 
・getchar gets ・SCanf sscanf 
計 準 出力 関数 
・Putchar ・DUts ・printf sprintf 
床 準 ファ イル 入出 力 関連 関数 
・clearerr ・fileno ・fseek 
fclose fopen ftell 
fdopen fprintf fwrite 
feof fputc getc 
ferror fputs putc 
fflush fread rewl1nd 
fgetc freopen setbuf 
fgets fscanf ungetc 
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記憶 領域 管理 関数 


・calloc ・malloc 
・free ・Teall0c 

記憶 領域 操作 関数 
・memChr ・MemCDy ・emSet 
・memCmD ・eMmOVe 

文字 列 関数 
・strcat ・strlen ・strrchr 
・strchr ・Strncat ・StrSDn 
・StTCmp ・StTnCmD ・StrTstr 
・StrCDy ・StrnCDy ・strtok 
・StTCcsDn ・strpbrk 

文字 検査 関数 


文字 検査 関数 は マク ロ 形 式 と 関数 コー ル 形 式 の 両方 で 使用 する こと が で きま す . 
*ctype.h' を イン クル ー ド すれ ば マク ロ と し て , イン クル ー ド し て いな けれ ば 関数 コー ル と し て 
使用 で きま す . 


・1salnum ・isdigit ・1spunct 
・isalpha ・isgraph ・1SSD8Ce 
・1saSC1i ・islower ・1sUDD6T 
・iscntrl ・isprint ・1isxdigit 
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文字 変換 関数 

文字 変換 関数 は マク ロ 形 式 と 関数 コー ル 形 式 の 両方 で 使用 する こと が で きま す . 

*ctype.h' を イン クル ー ド すれ ば マク ロ と し て , イン クル ー ド し て いな けれ ば 関数 コー ル と し て 
使用 で きま す . 


・toasc1i ・tolower ・toupDper 


デー タタ イプ の 変換 関数 


atof atol fcvt 
atoi ecVt gcVt 
三角 関数 
8C0S ・C0S tan 
asS1n C0S tanh 
atan s11 
atan2 Sin 
整数 化 
ceil ・floor 
剰余 
・fmod 
絶対 値 
・aDs fabs labs 
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指数 / 対 数 関数 , べき 乗 , 平方 根 


・ eXp ・10g ・ Dow 
・ldexp ・1og10 ・Sdrt 
分 解 
・frexp ・modf 
その 他 の 数 学 関数 
・hypot 
サー チ , ソー ト 関 数 
・bsearch ・dSOrt 


ユー ティ リティ 関数 


・strtol ・strtoul 


ライ ブラ リ 関 数 に は リエ ント ラン ト 構 造 で 作成 され た も の と , そう で な いも の と が あり ます . 
リエ ント ラン ト 構 造 で な い 関 数 と は , スタ ティ ッ ク 領 域 を , 作業 域 あ る い は イン ター フェ イス 域 
と し て 使用 し て いる 関数 の こと で あり , 割り 込み 処理 等 で 呼び 出す こと は で きま せん . 

リエ ント ラン ト 構 造 で な い 関 数 を 以下 の 【 リ エン トラ ント 構造 を 持た な い 関 数 】 に 示し ます . 


【 リ エン トラ ント 構造 を 持た な い 関 数 】 
スタ ティ ッ ク 領 域 の 用 途 <-- 内 部 状態 の 格納 


strtok SOrt 

スタ ティ ッ ク 領 域 の 用 途 <-- fscanf ファ イル 構造 体 (iob) の 保持 
abort fdopen fgets 
ex1t fflush fopen 


fclose fgetc fputc 
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スタ ティ ッ ク 領 域 の 用 途 <-- 編集 用 バッ ファ の 保持 


スタ ティ ッ ク 領 域 の 用 途 <-- "error” 域 の 保持 


備考 :”error” 域 を 参照 し な けれ ば ぱ ば, 
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Iputs 


fread 


IT60DCI 


fseek 
ftell 


王 


fwrite 


gets 


SDTlntf 


SSCanf 


aSin 
atan2 
eXD 
hypot 
1dexp 


DUts 
Tewind 
setbuf 
Ungetc 
getC 
putc 


clearerr 


ecVt 
fcvt 


feof 
ferror 
fileno 
printf 
fprintf 


SCanf 


tan 
sinh 


c0sh 


プロ グラ ム 制 御 関数 
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9SSert 


プロ グラ ム 制 御 関数 


概要 
プロ グラ ム の 異常 終了 を 起こ し ます . 


処理 

引数 "expression" が 「 偽 」 の と き , "expression' の 文章 と ソー ス フ ァ イル 名 , 行 番号 を 標準 エラ 
ー 出 力 に 書き , abort 関数 を 呼び ます . 

"NODEBUG” が 定義 済み の と き は , 無 操作 と な り ま す . 


使用 法 

#include <assert.h> 
Void assert(expressIioh) 
Int expresslon: 

注意 


assert 関数 より abort 関数 を 呼び 出し て いる た め , 使用 者 は abort 関数 を 作成 し な けれ ば な り 
ませ ん . 


8SSert 関数 は "assert.h" 内 で 定義 され て いる マク ロ で す . 
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ゆ 和 BI 


プロ グラ ム 制 御 関数 


概要 
プロ グラ ム を 終了 し ます . 


処理 

プロ グラ ム 中 の いか な る 関数 に お いて も プロ グラ ム の 終結 を 可能 に し , プロ グラ ム を 終了 する 
と き に は ファ イル 入出 力 を 自動 的 に クロ ー ズ し ます . 

"errc0ode と し て は 一 般 に エラ ー が な けれ ば 0( ゼ ロ ), エラ ー が あれ ば 0 以外 を 指定 し ます . 


使用 方 法 

#include <stdIib.h> 
void exit(errcode) 
Int errcode: 

注意 


実際 に プロ グラ ム を 終了 する た め に exit 関数 は _exit 関数 を 呼び 出し て いる た め , 使用 者 は 
_exit 関数 を 作成 し な けれ ば な り ま せん . 


l0ngjmD 


プロ グラ ム 制 御 関数 


概要 
プロ グラ ムジ ャ ンプ を 行い ます . 


処理 


setjmp 関数 に より 設定 され た スタ ッ ク 情 報 を 元 に setjmp 関数 を コー ル し て いる 所 へ ジャ ンプ 
し ます . 


バッ ファ "env は スタ ッ ク 情 報 保存 域 で あり , 型 "jmp_buf” は setjmp.h ファ イル 内 に 定義 され て 
いま す . また , "value” は setjmp 関数 へ の 戻り 値 で あり 0( ゼ ロ ) 以 外 を 与え ます . 


使用 方 法 

#include <setjmp.h> 
Void longjmp(env-value) 
JmD_buf envi 

int  -value: 
注意 


戻り 値 "value" に 0( ゼ ロ ) を 与え た 場合 setjmp 関数 は 1 を 返し ます (setjmp 関数 参照 ). 


関連 情報 
Setjmp 
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Setjmp 


プロ グラ ム 制 御 関数 


概要 
プロ グラ ムジ ャ ンプ を 行う た め の ス タッ ク 情 報 を 設定 し ます . 


処理 

"setjmp(env) "が 行わ れる と , 現在 の スタ ッ ク 情 報 が バッ ファ "env "に 保存 され ます . 

バッ ファ "env "の 型 "jmp buf” は setjmp.h ファ イル 内 で 定義 され て いま す . 

戻り 値 は スタ ッ ク 情 報 設 定時 は 無 条 件 に 0( ゼ ロ ) を 返し ます が , 1ongjmp 関数 に より ジャ ンプ さ 
れ た 場合 は 1ongjump 関数 に より 与え られ た 戻り 値 を 返し ます . 


使用 方 法 
#include <setjmp.h> 


int setjmp(env) 


jmDp_buf envi: 


注意 


1ongjmp 関数 の 戻り 値 と し て 0( ゼ ロ ) を 返さ れ た 場合 は , 戻り 値 と し て 1 を 返し ます 。 


関連 情報 
1ongjmp 


WW 


使用 例 


#include く stdio.h> 
#include < く setjmp.h> 
static jmDp_buf env: 


< ニー 
main( ) 
{ 
Int err: 
if (err=setjmp (env) ) [ <-- (2) 
switch (err) { 
case 1: エラ ー 処 理 1 : break: 
case 2: エラ ー 処 理 2 : break: 
] 
] 
abc( ): 
] 
abc( ) 
{ 
Me ) 
longjmp (env, code) : < く ーー(⑳) 
else 
正常 処理 <ー- (4) 
] 


(1) ス タッ ク 用 バッ ファ env を 外部 変数 と し て 宣言 し て お きま す . 

(2)main で setjump が 実行 され る と スタ ッ ク 情 報 が env に セー ブ さ れ , 0 を 返し ます . し た が っ 
て , if の 条件 式 は 0( 偽 ) と な り if 文 は 実行 され ず 次 に 進み ます . 

(3) 関 数 abc の 中 で 例え ば エラ ー が 生じ た と き longjump を 行う と , エラ ー コ ー ド code を 持っ て 
main の setjump 位置 に ジャ ンプ し ます . 


(4) こ の と き , setjump は code の 値 を 持つ の で その 値 を 基 に case で エラ ー 処 理 を 行い ます . 
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款 準 入力 関数 


9 


getchar 


標準 入力 関数 


概要 
1 文字 入力 を 行い ます . 


処理 

庁 準 入力 (stdin) か ら 1 文字 入力 し て その 文字 を int へ 変換 し て 返し ます . 

また , エラ ー お よび "end-of-file" の と き は EOF(-1) を 返し ます . 

エラ ー の と き は ファ イル 構造 体 の エラ ー フ ラグ を , “end-of-file" の と き は "end-of-file" の フラ 
グ を 立て ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
int getchar (void) 


注意 


"getchar は "stdio.h 内 で 定義 され て いる マク ロ で す . 


120 


9etS 


標準 入力 関数 


概要 
床 準 入力 より 文字 列 を 読み 込み ます . 


処理 

訂 準 入力 (stdin) か ら 1 行 読み 込み ます . 

行末 の ニュ ー ラ イン 文字 ( *n') は , NULL 文字 ('\0' ) に 変換 され ます . 

また , 正常 の と き は 文字 列 の 先頭 アド レス を 返し , エラ ー の と き お よび "end-of-file" の と き は , 
ファ イル 構造 体 の それ ぞ れ の フラ グ を 立て NULL ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 


#include く stdio.h> 
char *gets(string) 
char  *string: 
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Scanf sscanf 


標準 入力 関数 


概要 
書式 変換 入力 を 行い ます . 


処理 

"scanf "は 標準 入力 スト リー ム "stdin" か ら "sscanf'" は メモ リ 内 の エリ ア か ら 人 入力 を 行い , 引数 で 
示す エリ ア に 格納 し ます . 

この 関数 は 数 字 綴り , 文字 綴り を 読み 取り , 書式 に 従っ て 数 値 , 文字 列 に 変換 し た 結果 を 引数 に 
格納 し ます . 書式 に 対し 引数 が 不足 し た 場合 , 結果 は 不定 と な り ま す . 


使用 法 


#include <stdio.h> 

int scanf(format, argument1, ,, argumentn) 
char *format : 

char *argument1, ,, *argumentn : 


#include <stdio.h> 

Int sscanf(buffer, format, argument1, ,, argumentn) 
char *buffer : 

char *format : 

char *argument1, , , *argumentn : 


書式 の 変換 仕様 
書式 文字 列 "format" は 通常 変換 仕様 を 含み この 仕様 に 基づい て 入力 シー ケン ス を 解釈 し ます . 
書式 文字 列 は , 下記 の 構成 に な っ て いま す . 


空白 類 文字 (ブラ ンク , タブ , 改行 ある い は 紙 送 り ) 
入力 文字 が 空白 類 文字 で あれ ば , 次 の 非 空白 類 文字 まで 読み 飛ば され ます . 


通常 文字 ("% 以外 ) 
入力 スト リー ム 内 の 次 に くる 文字 と 一 致し な けれ ば な り ま せん . 


変換 仕様 


変換 仕様 は , 入力 フィ ー ル ド の 変換 を 指示 し ます . 
通常 は 対応 する 引数 に 示さ れ た 変数 に 格納 され ます . 
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文字 "%" 
入力 変換 仕様 の 始ま り を 示し ます . 
た だ し , 學 は , 入力 スト リー ム 内 の % を 示し ます . 


代入 抑止 文字 "*( 省 略 可 ) 

"* ま で 代入 抑止 が 示さ れ た 場合 , 入力 フィ ー ル ド は 非 ス ペー ス 文 字 列 と し て 定義 され ます . 

この フィ ー ル ド は 次 の 不適 当 な 文字 で, あるいは その フィ ー ル ド 幅 (指定 され て いる 場合 ) が 
使い 尽く され る まで 継続 され ます . 


数 値 最 大 フィ ー ル ド 幅 (省略 可 ) 
最大 フィ ー ル ド 幅 を 示す 数 字 を 指定 し ます . 


受け 取り 側 の 変数 サイ ズ を 示す " |" または"h"( 省 略 可 ) 

変換 文字 "d, u , 0 , X の 前 に 1 また は Ih を 付け て , "int" で は な く "long "ある い は "short" 
を 指す ポイ ンタ が 引数 リス ト に ある こと を 示す よう に する こと が で きま す . 
同様 に 変換 文字 "e", {", g の 前 に 1 を 付け て , "float" で は な く "double" を 指す ポイ ンタ が 引 
数 リス ト に ある こと を 示す よう に する こと も で きま す . 

他 の 変数 文字 の と き は , 修飾 文字 "1" お よび "Ih' は 無視 され ます . 


変換 コー ド 

変換 コー ド が "] "または"c" 以 外 の と き は 入力 フィ ー ル ド の 先頭 の 空白 類 文字 (ブラ ンク , タブ , 
改行 , ある い は 紙 送り ) は 無視 され ます . 

変換 コー ド は 入力 フィ ー ル ド の 変換 法 を 示す も の で す . 

変換 の 指示 は "%" で 始ま り , 変換 文字 で 終り , "% で 始ま ら な い 文 字 は 入力 スト リー ム 中 の 文字 に 
適合 する は ず で す . 

抑止 され た フィ ー ル ド の 場合 引数 は 与え られ ませ ん . 


例 ) 
%W 1 変換 文字 (w: 任 意 の 数 値 ) 


"% と 変換 文字 は 省略 で きま せん が , 他 の も の は 可能 で す . 
変換 コー ド に は 次 の も の が あり ます . 
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【 変 換 コ ー ド 】 


% 


力 変換 仕様 の 始ま り を 示し ます ( 単 一 ). 


d 


10 進 整数 と し て 解釈 し ます . 
対応 する 引数 は 整数 の ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せん . 


符号 な し の 10 進数 と し て 解釈 し ます . 
対応 する 引数 は 符号 な し の 整数 へ の ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せん . 


8 進 整数 と し て 解釈 し ます . 
対応 する 引数 は 整数 へ の ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せん . 


16 進 整数 と し て 解釈 し ます . 
対応 する 引数 は 整数 へ の ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せん . 


6,f,g 


浮動 小数 点数 と し て 解釈 し ます . 

対応 する 引数 は "float" に 対す る ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せん . 

浮動 小数 点数 の 入力 形式 は , 符号 (省略 可 ), 数 字 列 ( 小 数 点 含 可 ), 指数 フィ ー ル ド 
(省略 可 ) か ら な っ て いま す . 

指数 フィ ー ル ド は , E また は e が あり その 後に 符号 また は 空白 (省略 可 ) と 整数 か ら 
な っ て いま す . 


文字 列 と し て 解釈 し ます . 

対応 する 引数 は その 文字 列 と それ に 付加 され る 終結 文字 (\0) を 入れ る の に 充分 な 大 
き さ を 持つ 文字 配列 を 指す ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せん . 

入力 フィ ー ル ド は 空白 類 文字 で 終了 し ます . 


1 文字 と し て 解釈 し ます . 

対応 する 引数 は "char* へ の ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せん . 

通常 の 空白 類 の 読み 飛ば し は 抑止 され ます . 

次 の 非 空 白 文 字 を 読み 込む お ときには"%ls” を 使用 し ます . 

フィ ー ル ド 幅 が 与え られ た 場合 に は , 対応 する 引数 は 文字 配列 を 参照 する も の で な 
けれ ば な り ま せん . 

指定 され た 文字 数 分 が 読み 取ら れ ま す . 


文字 列 デ ー タ を 示 6 を 抑止 し ます . 

左 天 カッ コ の 後に は 一 連 の 文字 (scanset と 呼ぶ ), その 後に 右 大 カ ッ コ が きま す . 
iP し て サー カム フレ ックス (^) が 現れ た 場合 , その "scanset" を 

scanset 文字 列 に 含ま れ て いな いす べ て の 文字 の 集合 と し て 定義 し ます . 
"Scanset' の 構成 に は 幾つ か の 用 法 が あり ます . 

文字 範囲 は , 構成 "first-last”" と し て 表す こと が で きま す . 

例え ば "[0123456789]" は "[0-9]” と 表す こと が で きま す . 

この 規則 を 用 いる 場合 , "first”" は 辞書 的 に 並べ た と き に "last”" と 同じ 位置 また は , 
より 前 に くる も の で な けれ ば な り ま せん . 
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そう し な いと ハイ フン に (-) は 文字 通り ハイ フン と し て の 意味 と 解釈 され て し まい ま 
す . 

また , この ハイ フン が "scanset" 内 の 先頭 若しくは 最終 文字 で ある 場合 に も , や は り 
文字 通り の ハイ フン と し て 解釈 され ます . 

右 大 カ ッ コ を "scanset “の 要素 の 1 つと し て 組み 込む と き は , これ を "scanset" の 先 
頭 文字 (その 前 に ”^”" が 付く 場合 も ある ) と し て お か な けれ ば な ら ず , その 場合 に は こ 
の 文字 を 右 大 カ ッ コ と し て 文法 的 に 解釈 する こと は あり ませ ん . 

対応 する 引数 は , デー タフ ィ ー ル ド と (自動 的 に 付加 され る ) 終 了 文 字 "\0” を 保持 す 
る の に 充分 な 大 き さ を 持つ 文字 配列 を 指す も の で な けれ ば な り ま せん . 

この 変換 が 成功 する た め に は 少な く と も 1 文字 は 一 致し な く て は な り ま せん . 


scanf 変換 は "BOF", 制御 文字 列 の 終り , ある い は 入力 文字 が 制御 文字 列 と 矛盾 し た 場合 に 終了 
しじま ま 、 

終了 し た 場合 , その 後 の 文 字 は 入力 スト リー ム 内 に 読み 取ら れ な いま ま 残 っ て し まい ます . 
"Scanf "は 一 致し , 代入 され た 入力 項目 の 数 を 返し ます . 

この 数 は 入力 文字 と 制御 文字 列 と の 間 に 矛 盾 が あっ た 場合 に は , ゼロ で ある 可能 性 が あり ます . 
矛盾 が 発生 する 前 , ある い は 変換 が 生じ る 前 に 入力 が 終了 し て し まう と , EOF が 返さ れ ま す . 
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款 準 出力 関数 


Dutchar 


概要 
床 準 出力 に 1 文字 書き 込み ます . 


処理 


引数 で 指定 され た 文字 を 標準 出力 (stdout) に 出力 し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
int putchar(character) 
int character : 


注意 


エラ ー を 示す た め に は FEOF を 返し ます . 
"Dutchar は "stdio.h 内 で 定義 され て いる マク ロ で す . 
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標準 入力 関数 


DutS 


標準 入力 関数 


概要 
床 準 出力 に 文字 列 を 書き 込み ます . 


処理 

床 準 出力 (stdout) へ 文字 列 を 書き 込み ます . 

この と き , 文字 列 の 終わ り に ニュ ー ラ イン 文字 ( \n') を 付け 加え ます . 
エラ ー の と き は , “BEOF" を 返し 正常 時 は それ 以外 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
int puts(string) 
char *string : 


Drintf sprintf 


標準 入力 関数 


概要 
書式 変換 出力 を 行い ます . 


処理 

"printf "は 標準 出力 スト リー ム (stdout) へ 出力 し , “sprintf" は メモ リ 内 の 指定 エリ ア へ 出力 し 
ます 。 

この 関数 は "format”" の 制御 に 従い "argument” を 変換 し , 出力 し ます . 

format 変換 仕様 が あれ ば その 数 だ け "argument" が と られ , "format” の 指定 に 対し て 充 分 な 
”aTgument "が な い 場 合 に は , 結果 は 不定 と な り ま す . 
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使用 法 


#include < く stdio.h> 

Int printf(format, argument1, , , argumentn) 
char *format : 

char *argument1, , , *argumentn : 


#include < く stdio.h> 

int sprintf(buffer, format, argument1, , , argumentn) 
char *buffer : 

char *format : 

char *argument1, , , *argumentn : 
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書式 の 変換 規則 
変換 仕様 は "が で 始ま り , 変換 文字 で 終り , “% で 始ま ら な い 文 字 は その まま 出力 され ます . 


例 ) 
% - 0Ow.nl 変換 文字 (w, n: 任 意 の 数 値 ) 


W 変換 し た 文字 を 納め る フィ ー ル ド の 長 さ を 桁 数 で 指定 


例え ば , 整数 型 を 5 桁 に 出力 する に は "%5d". 


nh 実数 の 出力 変換 で 小数 点 以下 の 桁 数 を 指定 


"% と 変換 文字 以外 は 省略 可能 で す 
"% の 後に 下記 の 変換 文字 が 指定 で きま す . 


・ フ ラク 類 ( 省 略 可 ) 変 換 仕 様 の 意味 を 変更 し ます . 
・ フ ィ ー ル ド の 最小 幅 を 指定 する 10 進数 字 列 (省略 可 ) 変 換 さ れ た 値 が フィ ー ル ド 幅 より も 
少な い 文 字数 で ある 場合 に は , フィ ー ル ド 幅 に な る まで 左側 に パッ ド 文 字 が 入れ られ ます 
( 左 詰め フラ グ ' - が あれ ば 右側 に パッ ド が 入れ られ ます ). パッ ド 文 字 は 通常 ブラ ンク で す 
が , 数 字 列 が ゼロ で 始ま っ て いる 場合 は ゼロ に な り ま す . 
・ 精 度 は d, i, 0,u, x また は X 変換 (後述 ) に つい て は 表示 する 最小 桁 数 , e, E, f 変換 で は 小数 
点 の 後に 表示 する 桁 数 , g, G 変換 で は 最大 有効 桁 数 , また は s 変換 で は 文字 列 か ら 出 され る 
最大 文字 数 を 与え ます . フィ ー ル ド 幅 と 精度 指示 の 区 切り を 示す ピリ オド ". "に 続け て 10 
進数 字 で 指定 し ます . 
・d, 1, 0,u, X また は X 変換 を ロン グ 整 数 "argumument” に 適用 する こと を 指定 する オプ ショ ン 
の "1"( エ ル ) は 他 の 変換 文字 の 前 で は 無視 され ます . 
・ 適 用 する 変換 タイ プ を 示す 文字 フィ ー ル ド 幅 ある い は 精度 は , 数 字 列 で な く ア スタ リス ク 
"* で 示す こと も で き , 整数 "argument' に より フィ ー ル ド 幅 ある い は 精度 が 与え られ ます . 

実際 に 変換 され る "argument "は, 変換 文字 が 見 付か る まで 取り 込ま れ ま せん . 精度 引数 が 
負 で あれ ば , それ は ゼロ に 変え られ ます . 
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フラ グ 文 字 は 以下 の 通り で す . 


【 フ ラグ 文字 】 


変換 結果 を フィ ー ル ド の 左 詰め に し ます . 


5 符号 付き 変換 の 結果 を 常に 符号 + ま た は -) で 始め ます . 

ブラ ンク | 符号 付き 変換 の 先頭 文字 が 符号 で な い 場 合 , 常に その 結果 の 値 前 に ブラ ンク を 
付け ます . また , ブラ ンク と + の 両方 の フラ グ が ある 場合 に は , ブラ ンク フラ グ 
は 無視 され ます . 

# この フラ グ は , 該当 する 値 を 「 代 替 形式 」 に 変換 すべ き で ある こと を 指定 し ます . 


c, 9, 1, S,u 変換 の 場合 , この フラ グ は 無視 され ます . 

0 変換 の 場合 に は , 精度 を 1 つ 上 げ , 結果 の 第 1 桁 目 を ゼロ に し ます . 
x(X%) 変 換 の 場合 に は , 結果 が 0 で な けれ ば その 先頭 に 0x(0X) を 付け ます . 
e,E,f,g,G 変換 の 場合 , その 結果 に は 常に 小数 点 を 含み ます . 

小数 点 の 後 何 も 数 字 が な く て も 同じ こと で す . 

g お よび (変換 の 場合 , 後 置き の ゼロ は 結果 か ら 取 り 除 か れ ま せん (通常 は 取り 
除 か れ ま す ). 


変換 文字 は 以下 の 通り で す . 


【 変 換 文字 】 


d, 1, 0, L, X, X 


整数 "argument" を , それ ぞ れ 符号 付き 10 進 (0】 また は 1), 符号 な し 8 進 (o), 
符号 な し 10 進 (u), また は 16 進 表記 (x また は 》%) に 変換 し ます . 

x 変換 は 英字 "abcdef” が 使用 され , X 変換 で は "ABCDEF”" が 使用 され ます . 
精度 は 表示 する 最小 桁 数 を 指定 し , 変換 され る 値 が それ より 少な い 桁 で 表す 
こと が で きれ ば , 指定 桁 数 まで 前 に ゼロ を 置い て 桁 数 を 合わ せま す . 
省略 時 の 精度 は 1 に な り ま す . 

精度 ゼロ で 値 ゼ ロ を 変換 する と , その 結果 は NULL 文字 列 に な り ま す . 


浮動 小数 点 ま た は 倍 精度 浮動 小数 点 の "argument” を "[-]ddd. dd の 形式 で 
10 進 表 記 に 変換 し , 小数 点 の 後 の 桁 数 は 精度 で 指定 し た 桁 数 に な り ま す . 
精度 の 指定 が な い 場 合 に は 6 桁 に な り , 0( ゼ ロ ) と 指定 し た 場合 に は , 小数 
点 は 表示 され ませ ん . 


e, 


浮動 小数 点 ま た は 倍 精度 小数 点 の "argument” を ”[-]d.ddde 圭 dd" の 形式 で 
変換 し , 小数 点 の 前 は 1 桁 , 後ろ は 精度 で 指定 し た 桁 数 に な り ま す . 

精度 の 指定 が な い 場合 に は 6 桁 が 出力 され , 0( ゼ ロ ) の 場合 に は 小数 点 は 表 
示さ れ ま せん . 

E 指定 で は , 指数 を 示す の に "e" で は な く "B” が 使用 され , 指数 の 桁 数 は 常に 
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少な く と も 2 桁 と な り ま す . 
g, 5 浮動 小数 点 ま た は 倍 精度 浮動 小数 点 の "argument' を "f "また は "e" の 形式 (G 
の 指定 の 場合 は 形式 ) で 出力 し ます . 
精度 は 有効 桁 数 を 指定 し , 使用 され る 形式 は 変換 され る 値 に よっ て 決ま り ま 
す . 
e 形式 は その 変換 に 2 より 小さ いか , ある い は 指定 精 
度 よ り も 大 きい 場合 に の み 使用 され ます . 
の は の お お , 小数 点 は その 後に 数 字 が ある 場合 
に の み 付 けら れ ま す . 
C 文字 "argument” を 出力 し ます . 
$ "argument” を 文字 列 (文字 へ の ポイ ンタ ) と し て 扱い , その 文字 列 か ら NULI 文 
字 (\0) を 検出 する か , 精度 指定 で 示さ れ た 文字 数 に 達する まで , 文字 を 出力 
し ます 。 
精度 の 指定 が な い 場 合 , 精度 は 無限 で ある と され NULL 文字 を 検出 する まで 
すべ て の 文字 を 出力 し ます . 

"argument" の 値 が NULL の 場合 , 結果 は 不定 と な り ま す . 
% "% その も の を 出力 し ます . 
引数 の 変換 は し ませ ん . 


フィ ー ル ド 幅 が な い , ある い は 小さ い 場 合 で も , フィ ー ル ド の 切り 捨て は 行い ませ ん . 

変換 の 結果 が フィ ー ル ド 幅 より も 広い と き に , 単に その フィ ー ル ド を 拡張 し て その 変換 結果 を 
収納 し ます . 

"Drintf" は , 書き 出さ れ た 文字 数 を 返し ます . 

この 数 は エラ ー が 発生 し た と き に は 負 の 値 に な り ま す . 
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詩 準 ファ イル 入出 力 関数 
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clearerr 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
エラ ー フ ラグ の クリ ア を 行い ます . 


処理 

ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され て いる ファ イル の エラ ー フ ラグ を クリ ア し ます . 

一 般 に エラ ー フ ラグ が 一 度 セ ッ ト さ れる と , この clearerr 関数 が 呼ば れる まで その 状態 が 保持 
され , その ファ イル に 対す る 入出 力 関数 は いつ も EOF(-1) を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
void clearerr(fb) 
FILE *fb: 


注意 


"clearerr は "stdio.h "内 で 定義 され て いる マク ロ で す . 
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fclose 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 
概要 
ファ イル の クロ ー ズ を 行い ます . 


処理 


ファ イル ポイ ンタ "fp” を 解放 し , 出力 ファ イル に 対し て は バッ ファ に 残っ て いる デー タ を ファ 
イル に 書き 出し ます . 

正常 に クロ ー ズ で きれ ば 0( ゼ ロロ ) を 。 エ ラー だ なら ROW に 1) を 返し ます 。 

使用 法 

#include <stdio.h> 


int fclose(fb) 
FILE *fb: 
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fdopen 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル ディ スク リプ タ に 対応 する ファ イル ポイ ンタ を 与え ます . 


処理 

open 関数 や create 関数 か ら 返 され た ファ イル ディ スク リプ タ "fd” に 対応 する ファ イル ポイ ン 
タ を 与え ます . 

これ に よっ て 以降 標準 1/0 関数 に よっ て ファ イル を アク セス で きま す . 

エラ ー 時 は "NULL ポイ ンタ ” を 返し ます . 


使用 法 
#include く stdio.h> 


FILE *fdopen(fd, mode) 


int fdi: 
char ォ mode: 
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feof 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
"EOFP の チェ ッ ク を 行い ます 、 


処理 
ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル が EOF 状態 で あれ ば 0( ゼ ロ ) 以 外 の 値 を , EOF 状態 
以外 で あれ ば 0 を 返し ます . 


使用 法 


#include く stdio.h> 
int feof(fp) 
FILE *fb: 


注意 


fe0of "は, "stdio.h" 内 で 定義 され て いる マク ロ で す . 
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ferror 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル 入出 力 時 の エラ ー チ ェ ッ ク を 行い ます . 


処理 
ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル が エラ ー を 起こ し て いれ ば 0( ゼ ロ ) 以 外 の 値 を , エ 
ラー で な けれ ば 0 を 返し ます . 


使用 法 


#include く stdio.h> 
int ferror (fb) 
FILE *fp: 


注意 


"ferrOr は , stdio.h" 内 で 定義 され て いる マク ロ で す . 


1 
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fflush 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 
概要 
ファ イル バッ ファ の 掃き 出し を 行い ます . 


処理 


ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル の 出力 バッ ファ の 内 容 を 強制 的 に ファ イル に 掃き 
出し ます . 


エラ ー 時 は EOF(-1) を 返し , 正常 時 は それ 以外 の 値 を 返し ます . 
使用 法 
#include <stdio.h> 


int fflush(fp) 
FILE *fb: 


注意 


読み 出し モー ド で オー プン され て いる ファ イル や setbuf 関数 で バッ ファ リン グ が 禁止 され て い 
る 場合 は , 処理 が 成功 し た も の と し て 正常 リタ ー ン し ます . 


fgetc 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル か ら の 1 文字 入力 を 行い ます . 


処理 
ファ イル ポイ ンタ "fp" で 指定 され た ファ イル か ら 1 文字 入力 し ます . 
EOF また は エラ ー で あれ ば EOF(-1) を , 正常 で あれ ば 入力 し た 文字 を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
int fgetc(fp) 
FILE *fb: 


注意 


"fgetc” と 関数 "getc' は マク ロ で ある こと を 除け ば 両者 の 機能 は 同じ で す . 
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fgets 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル か ら の 文字 列 入力 を 行い ます . 


処理 

ファ イル ポイ ンタ "fp”" で 指定 され た ファ イル か ら 文 字 列 を 読み 取り , バ パ バッファ"s” に 格納 し ます . 
読み 取り は 行末 文字 \n') に 出会う か , n-1 個 の 文字 を 読み 取る まで 行わ れ ま す . バッ ファ サイ 
ズ n が 入力 し た サイ ズ よ り 小 さい か また は 等 し けれ ば 行末 文字 は ば バッ ファ に 格納 され ます . 正 
常 終了 時 は , 文字 列 バ パッ ファ s へ の ポイ ンタ を 返し , エラ ー の 場合 は NULL ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
char *fgets(s, n, fp) 
char *S: 

Int ni 

FILE *fb: 


注意 


読み 込み 終了 後 , 文字 列 の 最後 に "NULL"C き 0' ) が 付加 され ます . 
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fileno 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル ポイ ンタ に 対応 する ファ イル ディ スク リプ タ を 返し ます . 


処理 

fopen 関数 に よっ て 与え られ た ファ イル ポイ ンタ fp に 対応 する ファ イル ディ スク リプ タ を 返し 
ます . 

これ に よっ て 以降 は ユー ザ 作 成 I/0 関数 "read” や write 関数 が 使用 可能 と な り ま す . 


使用 法 


#include く stdio.h> 
int fileno(fp) 
FILE *fb: 


注意 


"filen0 は , "stdio.h 内 で 定義 され て いる マク ロ で す . 
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fopen 


概要 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


ファ イル の オー プン を 行い ます . 


処理 


name で 示さ れる ファ イル を オー プン し ます . 
正常 に オー プン で きれ ば ファ イル ポイ ンタ が , オー プン で き な け ね れ ば NULL ポイ ンタ が 返さ れ ま 
す . 以降 の ファ イル へ の リー ド / ラ イト は この ファ イル ポイ ンタ を 使用 し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
FILE *fopen(name, mode) 


char 
char 


*name : 
*Im0de: 


【 オ ー プ ン モ ー ド "mode"】 


人 旨 リー ドモ ー ド | ファ イル は 既に 存在 し て いな けれ ば な り ま せん . 

_W ライ トモ ー ド | ファ イル が な けれ ば 作成 され , あれ ば ファ イル 内 の デー タ が 捨て られ 
っ 

"9 。 | アペンド モー | ファ イル が な けれ ば 作成 され , あれ ば ファ イル の 最後 に 書き 足し ま 

ド す . 

~『+” | 更新 モー ド ファ イル は 既に 存在 し て いな けれ ば な り ま せん . ファ イル の 任意 の 
位置 に 対し て 読み 書き が で きま す . 

"W+” | 更新 モー ド ファ イル が な けれ ば 作成 され , あれ ば ファ イル 内 の デー タ が 捨て られ 
ます . ファ イル の 任意 の 位置 に 対し て 読み 書き が で きま す . 

8+” | 更新 モー ド ファ イル が な けれ ば 作成 され , あれ ば ファ イル 内 の デー タ が 捨て られ 
ます , 
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fprintf 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル へ の 書式 付き 出力 を 行い ます . 


処理 

ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル に 書式 "format” に 従っ て 引数 "argument1" か ら 
”aTgumentn” を 出力 し ます . 

正常 終了 時 は 書き 込ま れ た 引数 の 個数 を 返し , 異常 時 は 負 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include < く stdio.h> 

int fprintf(fp, format, argument1, ,, argumentn) 
FILE *fb: 

char *format: 

char *argument1, , , *argumentn: 


書式 の 変換 規則 "format" 
変換 仕様 は "printf"” と 同じ で す . 
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fputc 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル へ の 1 文字 出力 を 行い ます . 


処理 
文字 CC を ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル に 書き 出し ます . 
正常 で あれ ば 出力 し た 文字 が 返さ れ ま す が , EOF また は エラ ー な ら ば FEOF(-1) が 返さ れ ま す . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
int fputc(c, fb) 
Int ci: 

FILE *fb: 


注意 


"fpuntc "と 関数 "putc' は マク ロ で ある こと を 除け ば 両者 の 機能 は 同じ で す . 
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Tputs 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル へ の 文字 列 出力 を 行い ます . 


処理 

バッ ファ s に 格納 され て いる デー タ を NULL('\0'”) に 出会う まで ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 さ 
れ た ファ イル に 書き 出し ます . 

EOF また は エラ ー で あれ ば EOF(-1) を 返し , 正常 で あれ ば -1 以外 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include < く stdio.h> 
int fputs(s, fb) 
char *S: 

FILE *fb: 


注意 


バッ ファ "s” に 格納 され て いる NULLC \0”) は 出力 され ませ ん . 
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fread 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル か ら デ ー タ ブロ ッ ク の 入力 を 行い ます . 


処理 

ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル か ら size バイ ト の デー タブ ロッ ク を n 個 分 , バッ 
ファ "ptr' に リー ド し ます . 

正常 時 は リー ド で きた ブロ ッ ク 数 を 返し ます が , EOF また は エラ ー な ら ば 0( ゼ ロ ) を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 

int fread(ptr, size, n, fp) 
Vold **Dt「 , 

unsigned int size: 

unsigned int ni: 

FILE *fTD, 


注意 

バッ ファ の サイ ズ は "sizeXn" バ イト 分 確保 し て くだ さい . 

また , ファ イル エン ド の 直前 の ブロ ッ ク が size バイ ト 以 下 な ら そ の ブロ ッ ク は リー ド さ れ ま せ 
ん (size を 1 に する 必要 が あり ます ). 
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freopen 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル の 再 オ ー プ ン を 行い ます . 


処理 

既に オー プン され て いる ファ イル ポイ ンタ "fp” で , "name" で 示さ れる 別 の ファ イル を 再 オ ー プ 
ます 。 

これ に より 前 の ファ イル は 自動 的 に クロ ー ズ され ます . 

正常 で や れ ば ファ イル ポイ ンタ が 返さ れ , エラ ー の 場合 は NULL ポイ ンタ が 返さ れ ま す . 


使用 法 


#include <stdio.h> 

FILE  *freopen(name, mode, fp) 
char  *name: 

char  *mode: 

FILE  *fp: 


注意 


オー プン モー ド (mode) は fopen 関数 と 同じ で す . 
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fscanf 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル か ら の 書式 付き 入力 を 行い ます . 


処理 

ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル か ら 書 式 "format" に 従っ て 引数 "argument1"~ て 
"arTgumentn に デー タ を 入力 し ます . 

入力 の 終り は 書式 制御 文字 列 "format" で 示す 書式 通り に すべ て の デー タ が 入力 され た と き で す . 
正常 時 は 入力 で きた 引数 の 数 を 返し , EOF また は エラ ー の 場合 は EOF(-1) を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 

int fscanf(fp, format, argument1, , , argumentn) 
FILE *fb: 

char *format: 

char *argument1, ,, *argumentn: 


書式 の 変換 仕様 
変換 仕様 は "scanf” と 同じ で す . 
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fseek 


概要 


ファ イル の 現在 位置 の 移動 を 行い ます . 


処理 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル の 現在 位置 を 任意 の 位置 に 移動 させ ます . 
”p0S は 移動 させ る バイ ト 数 (1ong 型 ) で 移動 方 向 は "mode” の 指定 に より 次 の よう に な り ま す . 


mOde 0(SEEK_SET) ファ イル の 先頭 か ら 
1(SEEK CUR) ファ イル の 現在 位置 か ら 
2(SEEK_END) 


ファ イル の 終り か ら 


戻り 値 は 正常 時 0( ゼ ロ ), エラ ー 時 EOF(-1) が 返さ れ ま す . 


使用 法 
#include <stdio.h> 


int fseek(fp, pos, mode) 


FILE *fb: 
long Dos: 
Int mode: 
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ftell 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル の 現在 位置 の 取得 を 行い ます . 


処理 
ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル の 現在 位置 (ファ イル の 先頭 か ら ) を バイ ト 数 で 返 
し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
long int ftell (fp) 
FILE *fb: 


注意 


ファ イル オー プン 時 の 現在 位置 は 0( ゼ ロ ) で す . 


150 


fwrite 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル へ の デー タブ ロッ ク の 出力 を 行い ます . 


処理 

バッ ファ "ptr” に 格納 され て いる size バイ ト の デー タブ ロッ ク を n ブロ ッ ク , ファ イル ポイ ン 
タ ”fp で 指定 され た ファ イル に ライ ト し ます . 

関数 は 正常 に ライ ト で きた ブロ ッ ク 数 を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 

int fwrite(ptr, size, n, fp) 
Vold **Dt「 , 

unsigned int size: 

unsignhed int ni 

FILE *fTD, 


注意 


バッ ファ の サイ ズ は "sizeXn "バイ ト 分 確保 し て お く 必 要 が あり ます . 
また , 指定 し た ブロ ッ ク 数 n と 関数 戻り 値 が 異な っ た と き は エラ ー と 判断 し て くだ さい . 
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9etC 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル か ら の 1 文字 入力 を 行い ます . 


処理 
ファ イル ポイ ンタ "fp" で 指定 され た ファ イル か ら 1 文字 入力 し ます . 
EOF また は エラ ー で あれ ば EOF(-1) を , 正常 で あれ ば 入力 し た 文字 を 返し ます . 


使用 法 

#include <stdio.h> 
int getc(fp) 

FILE *fp: 


注意 


7getc" と マク ロ "fgetc "は 関数 で ある こと を 除け ば 両者 の 機能 は 同じ で す . 
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DutC 
標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
ファ イル へ の 1 文字 出力 を 行い ます . 


処理 
文字 cx を ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル に 書き 出し ます . 
正常 で あれ ば 出力 し た 文字 が 返さ れ ま す が , EOF また は エラ ー で あれ ば EOF(-1) を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
int putc(c, fb) 
Int ⑩5 FILE *TD: 


注意 


7putc" と マク ロ "fputc "は 関数 で ある こと を 除け ば 両者 の 機能 は 同じ で す . 
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reWInd 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 
概要 
ファ イル の 現在 位置 を ファ イル の 先頭 に 戻し ます . 


処理 


ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル の 現在 位置 を ファ イル の 先頭 に 戻し ます . 正常 時 
は 0( ゼ ロ ) を 返し , エラ ー 時 は EOF(-1) が 返さ れ ま す . 

使用 法 

#include <stdio.h> 


int rewind(fp) 
FILE *TD, 
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setbuf 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
入出 カバ ッ フ ァ の 設定 を 行い ます . 


処理 

ファ イル ポイ ンタ "fp” で 指定 され た ファ イル の 入出 力 バ ッ フ ァ を ユー ザー が 設定 し た "buf" に 設 
定 し ます . 

"buf "は "stdio.h" で 宣言 され て いる "BUFSIZE" 以 上 で な けれ ば な り ま せん が , “BUFSIZE" の 大 き さ 
まで し か 使用 され ませ ん . 

また , “buf" に NULL ポイ ンタ を 指定 する と バッ ファ リン グ が 抑止 され ます . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
void setbuf(fp, buf) 
FILE *fb: 

char *buf: 


199 


Un9etC 


標準 ファ イル 入出 力 関連 関数 


概要 
入力 ファ イル に 文字 を 戻し ます . 


処理 

"getc (また は getchar) に より 入力 され た 文字 c を ファ イル "fp” に 戻し ます . 
し た が っ て , 次 に "getc” を 行え ば 再び この 文字 が 入力 され ます . 

戻す 文字 が 直前 の "getc" で 入力 され た 文字 と 異な れ ば EOF(-1) が 返さ れ ま す . 


使用 法 


#include <stdio.h> 
int ungetc(c, fbp) 


int (95 
FILE *fTD, 
使用 例 


while ((c=getc(fp) ) ='* ) 


ungetc(c, fp) : 
fgets(buf, 128, fb) : 
printf("%s”。 buf) : 


ファ イル "fp" か ら '* を 捜し , その 文字 を 先頭 と する 1 行 を 表示 し ます . 

"* を "getc" で 捜し た と き フ ァイル の 現在 位置 は '* の 次 に あり ます の で , この 状態 で "fgets” を 
行っ て も "* は 読ま れ ま せん . 

そこ で "umgetc' に より '* を ファ イル に 戻し ます . 
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記憶 領域 管理 関数 
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calloc 


記憶 領域 管理 関数 


概要 
連続 し た メモ リ 領 域 を 確保 し , 0( ゼ ロ ) で 初期 化し ます . 


処理 

"Xn バイ ト の メモ リブ ロッ ク を 割り 当て , それ へ の ポイ ンタ を 返し ます . 

確保 し た メモ リブ ロッ ク は 0( ゼ ロ ) ク リア され ます が , メモ リブ ロッ ク が 確保 で き な け れ ば 
NULL(0) ポ イン タ を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdlib.h> 
void *calloc(m, n) 
unsighed Int : 
unsighed int hi 
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free 


記憶 領域 管理 関数 


概要 
割り 当て られ た 領域 を 解放 し , 再 割り 当て 可能 と し ます . 


処理 


引数 は 関数 "malloc" や "calloc" か ら 返 され た ポイ ンタ で あり , 領域 が 正常 に 解放 され た 場 


0( ゼ ロ ) を , それ 以外 は -1 を 返し ます . 


使用 法 
#include <stdlib.h> 
int free(pointer) 


Vold *DOInter : 


合 は 
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malloc 


概要 
連続 し た 記憶 領域 を 確保 し ます . 


処理 


引数 で 指定 され た (バイ ト 数 ) 連 続 領域 を 割り 当て , その ポイ ンタ を 返し ます . 


割り 当て に 必要 な 領域 が な い 場 合 は , NULL ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdIlib.h> 
VoId *malloc(bytesi2Z) 
unsigned int bytesiz 


記憶 領域 管理 関数 


realloc 


概要 
割り 当て 領域 の 大 き さ を 変換 し ます . 


処理 


記憶 領域 管理 関数 


引数 "pointer" で 確保 され て いる 領域 の サイ ズ を 引数 "size" の 大 き さ に 変更 し ます . 再 割り 当て 


が で き な い 場合 に は NULL ポイ ンタ が 返さ れ ま す . 


使用 法 


#include <stdlib.h> 

void *realloc(pointer, size) 
Void *pointer: 

unsighed Int size: 


注意 


realloc 関数 は , 必ず 新しい 領域 を 確保 し , 以前 の 領域 は 解放 し ます . 
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記憶 領域 操作 関数 
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emChr 


概要 
指定 文字 の 検索 を 行い ます . 


処理 


記憶 領域 操作 関数 


引数 s が 指す オブ ジェ クト の 先頭 か ら n 文字 の 中 で 最初 に 文字 "c" が 出現 する ポイ ンタ を 返し ま 


す . 出現 し な か っ た 場合 は NULL ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 


#include <memory.h> 
Void *#memchr(s, c, hn) 
VOId *S: 

Int ci: 

unsigned int ni 


注意 


ここ で 表現 され て いる オブ ジェ クト と は , ある ポイ ンタ が 示し て いる エリ ア の 内 容 を 示し て い 


ます . 
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I6ICID 


記憶 領域 操作 関数 


概要 
メモ リ 内 容 の 比較 を 行い ます . 


処理 
引数 "s2" が 指す オブ ジェ クト の 先頭 か ら n 文字 分 を "s1" が 指す オブ ジェ クト と 大 小 比 較 し ます . 
"S1 の オブ ジェ クト が 大 な ら 正 の 値 , 等 し けれ ば 0( ゼ ロ ), 小さ けれ ば 負 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <memory.h> 
int memcmp(s1, s2, n) 
Void *sl: 

Void *S2: 

unsigned int ni: 
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IICDY 


記憶 領域 操作 関数 


概要 
メモ リ 間 の コピ ー を 行い ます . 


処理 


引数 "s2" が 指す オブ ジェ クト の n 文字 分 を ”s1" が 指す オブ ジェ クト に コピ ー し ます . 戻り 値 と 
し で sl1" を 返し ます , 


使用 法 


#include <memory.h> 
void #memcpy(s1, s2, n) 
Void *sl: 

VoiId *S2: 

unsigned int ni: 


注意 

コピ ー 元 と コピ ー 先 が 重なる 場合 , コピ ー 動 作 は 保証 され ませ ん . 

また , イン ライ ン 展 開 最 適 化 時 と 関数 呼び 出し と で 動作 結果 が 異な る こと が あり ます . 
重なっ た オブ ジェ クト を コピ ー す る 可能 性 が ある 場合 は memmove 関数 を 使用 し て くだ さい . 


関連 情報 


mmOVC 
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IIIOVC 


記憶 領域 操作 関数 


概要 
メモ リ 間 の コピ ー を 行い ます . 


処理 


引数 "s2" が 指す オブ ジェ クト の n 文字 分 を ”s1" が 指す オブ ジェ クト に コピ ー し ます . 戻り 値 と 
し で sl1" を 返し ます , 


使用 法 


#include <memory.h> 
Void *memmove(s1, s2, n) 
Void *sl: 

Void *Ss2: 

unsigned int ni: 


注意 


コピ ー 元 と コピ ー 先 が 重なっ て いて も 正常 に 動作 する こと を 除け ば memcpy 関数 と 同機 能 で す . 


関連 情報 


mlCDY 
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emSet 


記憶 領域 操作 関数 


概要 
メモ リ 内 容 の 初期 化 を 行い ます . 


処理 


引数 "s" が 指す オブ ジェ クト の 先頭 か ら n 文 字 分 を , すべ て 文字 "c" で 埋め ます . 
戻り 値 と し て "s” を 返し ます . 


使用 法 


#include <memory.h> 
Voild *#memset(s, c, hn) 
VO0Id *S: 

Int ci 

unsigned int ni 
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文字 列 関数 
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Strcat 


文字 列 関 数 
概要 

2 つの 文字 列 を 連結 し ます . 

処理 


引数 "src "が 示す 文字 列 を "dest" が 示す 文字 列 の 終端 に 連結 し , "dest" を 返し ます . この と き , 
いずれ の 引数 も 文字 列 へ の ポイ ンタ で な く て は な り ま せん . 
また , 各 文 字 列 は NULL 文字 で 終了 し て いる 必要 が あり ます . 


使用 法 


#include <string.h> 
char *strcat(dest, src) 
char *dest : 

char *SrC: 


注意 


引数 "dest" の 領域 は 結果 の 文字 列 を 格納 する の に 充分 な 大 き さ が 必要 で す . 
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strchr 


文字 列 関数 


概要 
文字 列 の 中 か ら 指 定 文字 を 検索 し ます . 


処理 
引数 "s が 示す 文字 列 か ら c 文字 が 最初 に 現れ る ポイ ンタ を 返し ます . 文字 列 に 検索 文字 が な い 
場合 は 0( ゼ ロ ) を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 
char *strchr(s, c) 
char *S: 

Int ci: 


注意 


第 1 引数 で 指定 する 文字 列 は NULL で あっ て は な り ま せん . 
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StrCmD 


概要 
2 つの 文字 列 を 大 小 比 較 し ます . 


処理 


関数 "s1 が 示す 文字 列 と "s2" が 示す 文字 列 を 大 小 比 較 し ます . 


"Sl<s2" で あれ ば "<0” を 返し ます . 
"Sl=s2" で あれ ば "0”" を 返し ます . 
"Sl>s2" で あれ ば ">0” を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 
int strcmp(s1, s2) 
char *s]: 
char *S2: 


文字 列 関数 
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StrCDy 


概要 
文字 列 を コピ ー し ます . 


処理 
引数 "src” が 示す 文字 列 を "dest”" が 示す 領域 へ ヘ ユ ピー し ます . 


た だ し , “src が 示す 文字 列 の NULL 文字 が コピ ー さ れ た ら 終 了 し ます . 


戻り 値 は "dest" を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 
char *strcpy (dest, sroc) 
char *dest : 

char *SrC: 


注意 


"dest" の 領域 は "src" の 文字 列 を コピ ー で きる 充分 な 大 き さ を 持た な けれ ば な り ま せん . 
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文字 列 関数 


StrCspn 


文字 列 関数 


概要 
文字 列 の 中 か ら 文 字 セ ッ ト の 中 に ある 文字 を 検索 し ます . 


処理 

引数 "string" が 示す 文字 列 の 中 か ら "charset" で 示す 文字 セッ ト に ある 最初 の 文字 を 検索 し , そ 
の 文字 の 前 の 文字 数 を 返し ます . 

ここ で , string 文字 列 が 空 文字 列 で あれ ば 0( ゼ ロ ) を 返し , 文字 列 の 中 に 文字 セッ ト の 文字 が な 
けれ ば ぱ , 文字 列 の 長 さ を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 

int strcspn(string, charset) 
char *string : 

char *charset : 
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strlen 


概要 
文字 列 の 長 さ を 返し ます . 


処理 


引数 "string が 示す 文字 列 の 長 さ を 返 し ます . 


た だ し , 最後 の NULL 文字 は 含ま れ ま せん . 


使用 法 


#include <string.h> 
unsigned int strlen(string) 
char *string : 
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文字 列 関数 


Strncat 


概要 
2 つの 文字 列 を 連結 し ます . 
処理 


文字 列 関数 


引数 "src” が 示す 文字 列 を "dest” が 示す 文字 列 の 終端 へ count 数 分 連結 し , "dest” を 返し ます . 


この と き , "dest” お よび "src "で 示す 文字 列 は NULL で 終了 し て いな く て は な り ま せん . 


使用 法 


#include <string.h> 

char *strncat(dest, src, count) 
char *dest : 

char *SrC : 

unsigned int count : 


注意 


"STC で 示す 文字 列 中 に NULL 文字 を 検出 する か , "count" が 0( ゼ ロ ) に な っ た 場合 は , 処理 は 終 


了 し ます . 


"CcOunt "が 0( ゼ ロ ) に な っ た と き は , NULL 文字 は ば コピー され ませ ん . 


”count "が 0( ゼ ロ ) の 場合 に は 未 処理 で す . 
た だ し , 戻り 値 は "dest" を 返し ます . 
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StrhnCID 


文字 列 関 数 
概要 
2 つの 文字 列 を 大 小 比 較 し ます . 


処理 
引数 "s1" が 示す 文字 列 と "s2" が 示す 文字 列 を n 文字 分 だ け , 大 小 比 較 し ます . 


?sl<s2" で あれ ば "<0” を 返し ます . 
"sl=s2" で あれ ば "0” を 返し ます . 
”sl>s2" で あれ ば ">0” を 返し ます . 


ここ で , “52" が 示す 文字 列 中 に NULL 文字 を 検出 する か , count" が 0( ゼ ロ ) に な っ た 場合 は 処理 
を 終了 し ます . 
また , "count" が 0( ゼ ロ ) の と き は 等 し いと みな され ます . 


使用 法 


#include <string.h> 

int strncmp(s1, s2, count) 
char *s]: 

char *S2: 

unsigned int count: 
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StrnCDy 


概要 
文字 列 の コピ ー を し ます . 


処理 


引数 "src” が 示す 文字 列 を , "dest” が 示す 領域 へ count 分 コピ ー し ます . 


戻り 値 と し て , “dest" を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 

char *strncpy (dest, src, count) 
char *dest : 

char *SrC : 

unsigned int count : 


注意 


文字 列 関数 


"STC が 示す 文字 列 中 に NULL 文字 を 検出 する か , "count" が 0( ゼ ロ ) に な っ た 場合 は , 処理 を 終 


了 し ます . 


"COunt "が 0( ゼ ロ ) に な っ た と き は , NULL 文字 は コピー され ま せん . 


?count" が 0( ゼ ロ ) の と き に は 未 処理 で す . 
た だ し , 戻り 値 は "dest" を 返し ます . 


電 


Strpbrk 


文字 列 関数 


概要 
文字 列 の 中 か ら 文字 列 を 検索 し ます . 


処理 

引数 "string "が 示す 文字 列 の 中 に "charset" が 示す 文字 セッ ト 中 の 文字 が 含ま れ て いる か を 検索 
し ます . 

戻り 値 と し て "cahrset" が 示す 文字 列 中 の 文字 が 最初 に 現れ た ポイ ンタ を 返し ます . 

検索 は NULL 文字 まで 行わ れ , 一 致す る 文字 が な い 場 合 NULL ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 

char *strpbrk(string, charset) 
char *string : 

char *charset : 
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strrchr 


文字 列 関数 


概要 
文字 列 の 中 か ら 指 定 文字 を 検索 し ます . 


処理 


引数 "string” が 示す 文字 列 を 検索 し て , "character” で 指定 され た 文字 が 最後 に 現れ た ポイ ンタ 
を 返し ます . 


文字 列 の 中 に 指定 され た 文字 が な い 場 合 は , NULL ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 


char *strrchr(string, character) 
char *string : 
Int character : 
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StrsDn 


文字 列 関数 


概要 
文字 列 の 中 か ら 文 字 セ ッ ト の 中 に な い 最 初 の 文字 を 検索 し ます . 


処理 

引数 "string” が 示す 文字 列 の 中 に , "charset" が 示す 文字 セッ ト に な い 最 初 の 文字 を 検索 し , そ 
の 文字 の 前 に ある 文字 数 を 返し ます . 

ここ で , 文字 列 が 空 文字 列 で あれ ば 0( ゼ ロ ) を 返し , 文字 列 の 中 に 文字 セッ ト の 文字 が すべ て あ 
れ ば , "string" の 文字 列 の 長 さ を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 


unsigned int strspn(string, charset) 
char *string : 
char *charset : 
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Strstr 


概要 
文字 列 の 検索 を 行い ます . 


処理 


引数 "s1" が 示す 文字 列 中 に "s2" が 示す 文字 列 が 現れ た 位置 を 返し ます . 


"Ss1 中 に "s2 の 文字 列 が な いと き は NULL ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 
char  *strstr(s1, s2) 
char  *S], *Ss2: 


文字 列 関数 
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Strtok 


文字 列 関数 


概要 
文字 列 の 切り 出し を 行い ます . 


処理 

引数 "s2" が 示す 文字 列 に 含ま れる 文字 すべ て を デリ ミッ タ と し て , “s1'" か ら ト ー ク ン を 切り 出 
し ます . 

"Ss1 が 文字 列 の 場合 , “s1" の 文字 列 か ら デ リミッタ を サー チ し て そこ に "\#0 "を 入れ , 文字 列 の 
ボイン タ を リタ ー ン し ます . 

"Ss1 が NULL の 場合 , 以前 に 渡さ れ た 文字 列 の 次 の トー クン を 切り 出し ます . 


使用 法 


#include <string.h> 
char *Strtok (s1, s2) 
char *S]  *S2 , 


戻り 値 
トー グン の ポイ ンタ を リタ ー ン し ます . 
トー クン が な く な る と NULL を 返し ます . 


注意 


"Strtok" は デリ ミッ タ を "\0”” に 書き 換え る こと に より トー クン を 切り 出し ます . 
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文字 検査 関数 
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Isalnum 


文字 列 検 査 関数 


概要 
ASCII 文字 の アル ファ ベッ ト ま た は 数 字 で ある か チェ ッ ク し ます . 


処理 


引数 (c) が ASCII 文字 の アル ファ ベッ ト か 数 字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以 
外 は 0 を 返し ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
int isalnum(c) 
IE  @⑯5 
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isalpha 


文字 列 検 査 関数 


概要 
ASCII 文字 CO アル ファ ベッ ト を チェ ッ ク し ます . 


処理 


引数 (c) が ASCII 文字 アル ファ ベッ ト で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 は 0 
を 返し ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
int isalpha(c) 
Il  ⑲5 


165 


186 


1S2SCIl 


文字 列 検 査 関数 


概要 
ASCII 文字 O の チェック を し ます . 


処理 


引数 (c) が ASCII 文字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 は 0 を 返し ます . 


使用 法 

#include <ctype.h> 
int isascii(c) 
int ci: 


ISCntrl 


文字 列 検 査 関数 


概要 
ASCII 文字 の コン トロ ー ル 文字 を チェ ッ ク し ます . 


処理 
引数 (c) が ASCII 文字 の コン トロ ー ル 文字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 は 


0 を 返し ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
int iscntrl(c) 
IE 5 


注意 


ASCII 文字 の コン トロ ー ル 文字 と は , “0~37", "177"(8 進数 ) を 意味 し ます . 
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isdigit 


文字 列 検 査 関数 


概要 
ASCII 文字 の 数 字 を チェ ッ ク し ます . 


処理 


引数 (c) が 10 進数 (0 か ら 9) で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 な ら ば 0 を 返し 
ます . 


使用 法 

#include <ctype.h> 
Int isdigit(c) 
IE @⑯5 
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Isgraph 


文字 列 検 査 関 数 
概要 
ASCII 文字 の グラ フィ ッ ク チ ェ ッ ク を 行い ます . 


処理 
引数 (cC) が グラ フィ ッ ク ASCII 文字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 は 0 を 返 
し ます . 

使用 法 


#include <ctype.h> 
int isgraph(c) 


IE @⑯5 


注意 


ASCII 文字 の グラ フィ ッ ク 文 字 と は , "41 一 176”(8 進数 ) ま で を 意味 し ます . 


169 


190 


lslower 


文字 列 検査 関数 
概要 
ASCII 文字 の 小文字 の アル ファ ベッ トチ ェ ッ ク を 行い ます . 


処理 
引数 (c) が 小文字 のび アル ファ ベッ ト で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 は 0 を 返 
し ます . 

使用 法 


#include <ctype.h> 


int islower(c) 
Int ⑩ 


ISDrInt 


文字 列 検 査 関数 


概要 
ASCII 文字 の プリ ント 可能 文字 の チェ ッ ク を 行い ます . 


処理 
引数 (c) が ASCII の プリ ント 可能 文字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 な ら ば 


0 を 返し ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
int isprint(c) 
IE @⑯5 


注意 


プリ ント 可能 文字 と は , "40 て 176"(8 進数 ) を 意味 し ます . 
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ISDUICt 


文字 列 検査 関数 


概要 
ASCII 文字 の パン クチ ュ エ ーション 文字 の チェ ッ ク を 行い ます . 


処理 


引数 (c) が ASCII パン クチ ュ エ ーション 文字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 
は 0 を 返し ます . 


使用 法 
#include <ctype.h> 


int ispunct(c) 
IE  @⑯5 
注意 


パン クチ ュ エ ーション 文字 と は , グラ フィ ッ ク 文 字 の 中 で , アル ファ ベッ ト , 数 字 を 除い た も の 
を 意味 し ます . 
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ISSDaCe 


文字 列 検 査 関数 


概要 
ASCII 文字 の 空白 文字 チェ ッ ク を 行い ます . 


処理 


引数 (c) が ASCII 文字 の 空白 文字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 は 0 を 返し 
ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
Int isspace(C) 
IE _ @⑯5 


注意 


空白 文字 と は , スペ ー ス , タブ , キャ リッ ジリ ター ン , ニュ ー ラ イン , ホー ム フ ィ ー ド を 意味 し 
ます . 
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ISUDD6r 


文字 列 検査 関数 
概要 
ASCII 文字 の 大 文字 アル ファ ベッ トチ ェ ッ ク を 行い ます . 


処理 

引数 (c) が ASCII 文字 の 大 文字 アル ファ ベッ ト で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以 
外 な ら ば 0 を 返し ます . 
使用 法 


#include <ctype.h> 


int isupper(c) 
IE 5 
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IsSXdigit 


文字 列 検 査 関数 


概要 
へ キサ 文字 の チェ ッ ク を 行い ます . 


処理 
引数 (c) が へ キサ 文字 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と 異な る 整数 値 を 返し , それ 以外 は 0 を 返し ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
Int isxdigit(c) 
IM 。 @⑲』 


注意 


へ キサ 文字 と は , 16 進数 (0 こ 9, AF, a~f) を 意味 し ます . 
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文字 変換 関数 
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toasCll 


概要 


文字 列 変 換 関数 
文字 を ASCII 文字 に 変換 し ます . 


処理 


引数 の (c) の 文字 を 7 ビッ ト ASCII 文字 に 変換 し ます 
使用 法 
#include <ctype.h> 


int toascii(c) 
Int (9 『 


1 


tolower 


文字 列 変換 関数 


概要 
大 文字 のび アル ファ ベッ ト を 小文字 に 変換 し ます . 


処理 
引数 (c) が 大 文字 O の アル ファ ベッ ト で あれ ぱ ばば, 小文字 の アル ファ ベッ ト へ 変換 し ます . 
それ 以外 は 引数 を 返し ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
int tolower (c) 
Int (0 
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toUpper 


文字 列 変換 関数 


概要 
小文字 の アル ファ ベッ ト を 大 文字 に 変換 し ます . 


処理 
引数 の (c) が 小文字 O の アル ファ ベッ ト で あれ ば , 大 文字 の アル ファ ベッ ト へ 変換 し ます . 
それ 以外 は 引数 を 返し ます . 


使用 法 


#include <ctype.h> 
int toupper (c) 
Int (Wi 詳 
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デー タタ イプ の 変換 関数 
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atof 


デー タタ イプ の 変換 関数 
概要 
ASCII 文字 列 か ら double 型 へ 変換 し ます . 
処理 
?string” が 示す 文字 列 を double 型 の 値 に 変換 し て 返し ます 


使用 法 


#include <stdIib.h> 
double atof(string) 
char *String : 
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at0i 


デー タタ イプ の 変換 関数 


概要 
ASCII 文字 列 か ら int 型 の 値 へ 変換 し ます . 


処理 
"String が 示す 文字 列 を in{ 型 の 値 に 変換 し て 返し ます . 


使用 法 


#include <stdIlib.h> 
Int atoi (string) 
char *String : 


注意 


文字 列 の 先頭 に スペ ー ス , タブ , ニュ ー ラ イン 文字 を 含ん で いて も 構い ませ ん . 
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atol 


デー タタ イプ の 変換 関数 
概要 
ASCII 文字 列 か ら 1ong 型 の 変換 し ます . 


処理 
?string” が 示す ASCII 文字 列 を 1ong 型 の 値 に 変換 し て 返し ます . 


使用 法 

#include <stdIlib.h> 
long atol (string) 
char *StrIng : 
注意 


文字 列 の 先頭 に スペ ー ス , タブ , ニュ ー ラ イン 文字 を 含ん で いて も 構い ませ ん . 
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ecvt 


デー タタ イプ の 変換 関数 
概要 


double 型 を 文字 列 に 変換 し ます . 


処理 
引数 で 指定 され た double 型 の 値 を 文字 列 に 変換 し , その 文字 列 へ の ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 
#include <stdIib.h> 
char *ecVt (value, ndigit, decpt, sign) 
double -vValue : 
int hdigit, *decpt, *SIgh : 
Value 値 
ndigit 変換 し た い 全 ASCII 文字 の バイ ト 数 を 利用 者 が 設定 (NULL 文字 は 含ま な い ) 
decpt 返さ れる 文字 列 の 先頭 文字 か ら の 小数 点 相対 位置 
負 小数 点 の 位置 が 数 字 の 左側 
0 最初 の 数 字 の 直前 に 小数 点 が ある 
II 小数 点 の 位置 が 最初 の 数 字 の 右側 に ある 
sign 0 以外 負 
0 中 
使用 例 


ecvt(12.34, 5, &d, 8s) 


戻り 値 ?12340" へ の ポイ ンタ 
decpt 2 
S1gn 0 
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fcvt 


デー タタ イプ の 変換 関数 
概要 
double 型 を 文字 列 に 変換 し ます . 


処理 
小数 点 以 下 "ndigit" 桁 まで の 部 分 を 文字 列 に 変換 し , その 文字 列 へ の ポイ ンタ を 返し ます . 


使用 法 

#include <stdlib.h> 

char *fcvt(value, ndigit, decpt, sign) 

double -Value : 

Int ndigit, *decpt, *sign : 

Value 値 

ndigit 変換 し た い 小 数 点 以 下 ASCII 文字 の バイ ト 数 を 利用 者 が 設定 (NULL 文字 は 含ま 
な い ) 


”decDt, "sign は "ecvt” と 同様 で す . 


使用 例 
fcvt(12.34, 5, &d, 8S) 


戻り 値 ?1234000" へ の ポイ ンタ 
decpt 2 


S1gn 0 
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9dCVt 


デー タタ イプ の 変換 関数 


概要 
double 型 を 文字 列 に 変換 し ます . 


処理 

引数 "value" で 指定 され た 値 が 引数 "ndigit" の 桁 に 入り 切れ ば 固定 小数 点 形式 に 変換 し , 入り 切 
ら な けれ ば 浮動 小数 点 形式 CE 書式 ) に 変換 し , その 文字 列 を 引数 "buffer” に 指定 され た 領域 に セ 
ッ ト し ます . 

後 置き の ゼロ は 取り 除 か れ ま す . 

戻り 値 と し て "buffer" を 返し ます . 


使用 法 

#include <stdIib.h> 

char *gcvt(value, ndigit, buffer) 

double -Value : 

Int ndigit : 

char *buffer : 

value 値 

ndigit 変換 し た い 全 ASCII 数 字 の バイ ト 数 を 利用 者 が 設定 (nul1 文字 は 含ま な い ) 
buffer ASCII 文字 設定 域 の ポイ ンタ 

使用 例 1 


gcvt(12.34, 5, &buf) 


戻り 値 buffer へ の ポイ ンタ 
buffer "12.34”" 


使用 例 2 
gcvt (1.23e+20, 10, &buf) 


戻り 値 buffer へ の ポイ ンタ 
buffer "1.23e+20”" 
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三角 関数 
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9gC0S 


三角 関数 
概要 


"8TC COSine を 返し ます . 


処理 


関数 "acos" は ラジ アン 引数 x に 対し て 0 か ら まで の コサイン の 逆 関数 の 値 を 返し ます . 
"lxl>1" の 場合 , "acos(x)”" の 値 は 0 と な り ま す . 


使用 法 


#include <math.h> 
double acos(X%) 
double xX: 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 ”x の 値 >1"7 の と き エ ラーN0. 33(EDOM) を "errno "に 入れ ます 
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asSIn 


概要 


"8TC Sine を 返し ます . 
処理 


ラジ アン 引数 "x”" の 逆 サ イン の "-/2" か ら ”/2" ま で の 値 を 返し ます 
”|xl>1" の 場合 に は "asin(x) "の 値 は 0 で す . 


使用 法 


#include <math.h> 
double asin(X%) 
double x: 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 "x の 値 >1" の と き エ ラーN0.33(EDOM) を "errno" に 入れ ます . 


三角 関数 


atan 


三角 関数 
概要 


”aTC tangent” を 返し ます . 
処理 


ラジ アン 引数 "x" に 対し て "-z/2" か ら ”z/2" ま で の 値 を 返し ます 


使用 法 
#include <math.h> 


double atan(X) 
double xX: 
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atanZ 


概要 


比率 の "arc tangent” を 返し ます . 


処理 

"ーー が か がら" まで の 値 を 返し ます . 

返さ れる 値 は "x/y" の 逆 タ ンジ ェ ン ト で あり , 
使用 法 

#include <math.h> 


double atan2(y, %) 
double y, x : 


エラ ー 発 生 に つい て 
引数 "x の 値 , y の 値 =0" の と き 


計算 不可 能 の た め エ ラーNO.33(EDOM) を "errno" に 入れ ます . 


X と 'y の 2 つの 引数 を と り ま す . 


三角 関数 


C0S 


三角 関数 


概要 
"COSine を 返し ます . 


処理 
ラジ アン 引数 "x” の コサイン の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double CcOS (X) 
double Xi 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 の 値 が 大 きす ぎる と き は オー バー フロ ー エ ラー が 発生 し , エラ ーN0O.34(ERANGE) が 変数 
errn0 に 設定 され ます . 
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Cc0sh 


三角 関数 
概要 
双 曲 "cosine" を 返し ます . 


処理 
引数 "x の 双曲線 コサイン 関数 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double cosh(x) 
double Xi 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 の 値 が 大 きす ぎる と き は オー バー フロ ー エ ラー が 発生 し , エラ ーN0.34(BRANGE) が 変数 
errn0 に 設定 され ます . 
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三角 関数 


概要 
"Sine を 返し ます . 


処理 
ラジ アン 引数 "x'” の サイ ン の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double SIn(X) 
double し 人 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 の 値 が 大 きす ぎる と き は オー バー フロ ー エ ラー が 発生 し , エラ ーN0.34(ERANGE) が 変数 
errn0 に 設定 され ます . 
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sinh 


三角 関数 


概要 
双 曲 "sine "を 返し ます . 


処理 
引数 "x の 双曲線 サイ ン 関 数 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double Sinh(x) 
double 8 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 の 値 が 大 きす ぎる と き は オー バー フロ ー エ ラー が 発生 し , エラ ーN0.34(ERANGE) が 変数 
errn0 に 設定 され ます . 
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tan 


三角 関数 


概要 
"tangent "を 返し ます . 


処理 
ラジ アン 引数 "x? の タン ジェ ント を double 値 で 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double tan (X) 
double 2 8 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 の 値 が 大 きす ぎる と き は オー バー フロ ー エ ラー が 発生 し , エラ ーN0.34(ERANGE) が 変数 
errn0 に 設定 され ます . 
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tanh 


概要 
双 曲 の "tangent” を 返し ます . 


処理 


引数 "x” の 双曲線 タン ジェ ント の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double tanh(x) 
double X 誠 
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三角 関数 


整数 化 
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cell 


概要 
一 定 値 以 上 の 最小 整数 を 返し ます . 


処理 


引数 "x” と 等 し いか , 大 きい 最小 の 整数 値 を double 型 の 値 で 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double cell (x) 
double 本 
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整数 化 


floor 


整数 化 
概要 

最 接近 整数 を 返し ます . 

処理 


"floor" は 引数 "val" を 超え な い 最 大 の 整数 値 を double 型 の 値 で 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double floor (val) 
double -Val : 
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剰 示 
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fmod 


剰余 


概要 
実数 型 デ ー タ どう し の 余り を 求め ます . 


処理 
実数 型 引数 "datal" を 実数 型 引数 "data2" で 割り , その 余り を 求め ます . 


使用 法 


#include <math.h> 

double fmod(data1, data2) 
double data] : 

double data2 , 
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絶対 値 


224 


abs 


概要 
整数 値 の 絶対 値 を 返し ます . 


処理 


整数 値 "va1" の 絶対 値 を 返し ます . 


使用 法 

#include <stdIib.h> 
int abs (val) 

Int -Val : 


絶対 値 
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fabs 


概要 
実数 値 の 絶対 値 を 返し ます . 


処理 


実数 値 "va1" の 絶対 値 を 実数 型 で 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double fabs (val) 
double -val : 
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絶対 値 


labs 


概要 
long 値 の 絶対 値 を 返し ます . 


処理 


long 値 "Yal" の 絶対 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <stdIlib.h> 
long int labs(val) 
long int -val : 


絶対 値 
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指数 対数 関数 , べき 乗 , 平方 根 


226 


eXD 


数 / 対 数 関数 , べき 乗 , 平 方 根 
概要 


指数 関数 で す . 
処理 


"exD は 実数 型 の 引数 "val" の 指数 関数 値 を 実数 型 で 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double exp(val) 
double val : 


エラ ー 発 生 に つい て 
引数 の 値 が 計算 可能 範囲 外 の 場合 は エラ ー が 発生 し , エラ ーNO.34(ERANGE) が 変数 errno ( 
され ます . 


こ 設定 
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ldexp 


概要 


(引数 1) x(2 の (引数 2) 乗 /” を 求め る 関数 で す . 


処理 


実数 型 引数 'x” と , "2" の ”y” 乗 の 乗算 を 行い ます . 


引数 "y は , 整数 型 で な けれ ば な り ま せん . 


使用 法 


#include <math.h> 
double Idexp(x,。 y) 
double x: 

Int yi: 


エラ ー 発 生 に つい て 


旨 数 / 対 数 関数 , べき 乗 , 平方 根 


引数 "y の 値 が "32736" を 超え た 場合 , オー バー フロ ー と みな し エラ ーNO.34(ERANGE) を "errno' に 


入れ ます . 
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log 


旨 数 / 対 数 関数 , べき 乗 , 平方 根 


概要 
自然 対数 (基底 値 6) で す . 


処理 
倍 精 度 実数 "val" の 自然 対数 を 返し ます . 


使用 法 

Inc 

lude <math.h> 
double log(val) 
double val : 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 の 値 が 負 で あっ た り 大 きす ぎる と き は 定義 域 エ ラー が 発生 し , エラ ーN0.33(EDOM) が 変数 
errn0 に 設定 され ます . 
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log10 


旨 数 / 対 数 関数 , べき 乗 , 平方 根 


概要 
常用 対数 (基底 値 10) で す . 


処理 
倍 精 度 実数 "val" の 常用 対数 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double log10(val) 
double -val : 


エラ ー 発 生 に つい て 


引数 の 値 が 負 で あっ た り 大 きす ぎる と き は 定義 域 エ ラー が 発生 し , エラ ーN0.33(EDOM) が 変数 
errn0 に 設定 され ます . 
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DOW 


指数 / 対 数 関数 , べき 乗 , 平方 根 


概要 
べき 乗 を 求め ます . 


処理 
実数 型 引数 "x" の 'y 乗 の 値 を 求め ます . 
引数 は と も に 実数 弄 で な けれ ば な り ま せん . 


使用 法 


#include <math.h> 
double pow(X, y) 
double X yi: 


エラ ー 発 生 に つい て 
引数 ” が AS あっ 0 ヽ て 以下 の 値 を 取る と き に エラ ー を 表示 し ます . 


エラ ーN0.33(EDOM) 

x=0 か つ y<0 
また は , 

x<0 か つ 7<|2147483647.0| か つ y の 小数 点 以下 の 数 値 が 存在 する 
また は , 

x<0 か つ <|2147483647.0| か つ y が 偶数 
の と き 


エラ ーN0.34(ERANGE) 

x 三 0 か つ x デ 1.0 か つ y ミ 7.097827128933839700e+02/x か つ y<-7.097827e+02/x 
まだ は , 

x 三 0 で x デ 1.0 か つ y>7.097827128933839700e+02/x 
の と き 
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Sart 


旨 数 / 対 数 関数 , べき 乗 , 平方 根 


概要 
平方 根 を 求め ます . 


処理 
実数 型 の 引数 "val" の 平方 根 を 実数 型 で 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double sqrt(val) 
double -val : 


エラ ー 発 生 に つい て 
引数 "val の 値 <0" の と き , 計算 不可 能 の た め エ ラーNO.33(EDOM) を "errno" に 入れ ます . 
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frexp 


概要 
概要 分 解 型 指数 関数 で す . 


処理 
"frexp は , 引数 "x” を 正規 化 分 数 (仮数 ) と 2 の 整数 果 乗 (指数 ) に 分 解 し ます . 
指数 部 の 値 を 引数 "y の 指す 変数 に セッ ト し , 仮数 部 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double frexp(x,。 y) 
double x:。 
Int *V , 
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分 解 


m0df 


概要 
分 解 型 指数 関数 で す . 


処理 
引数 "x を , 整数 部 と 小数 部 に 分 解 し ます . 
整数 部 を 引数 "y で 指定 され た 変数 に セッ ト し , 小数 部 の 値 を 返し ます . 


使用 法 


#include <math.h> 
double modf(x, y) 
double X *Vy : 


分 解 
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その 他 の 数 学 関数 
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hypot 


その 他 の 数 学 関数 


概要 
ユー クリ ッ ド 距離 関数 で す . 


処理 
"hypot" は , 下記 の 式 の 評価 結果 を 返し ます . sqrt(x*x+y*7) 


使用 法 


#include <math.h> 
double hypot(X, y) 
double X yi: 


エラ ー 発 生 に つい て 
計算 途中 で オー バー フロ ー が 発生 し た と き , エラ ーN0.34(ERANGE) を "errno" を 入れ ます . 
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サー チ , ソー ト 関 数 
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bsearch 


サー チ , ソー ト 関 数 


概要 
2 進 検 索 を 行い ます . 


処理 

検索 結果 と し て , テー ブル 内 の 該当 デー タ へ の ポイ ンタ を 返し , 該当 する キー が 存在 し な いと き 
は , NULL ポイ ンタ を 返し ます . 

テー ブル は , 前 も っ て 提供 され て いる 比較 関数 (strcmp な ど ) に 従っ て 昇順 に ソー ト さ れ て いな 
けれ ば な り ま せん . 

引数 "key は この テー ブル で 探す デー タ を 指し ます . 

引数 "base" は この テー ブル の 先頭 を 示し ます . 

引数 "nel は "テー ブル 内 の 要素 数 で , 引数 "size" は テー ブル 1 要素 の 大 き さ で す . 

引数 "compar は 比較 関数 の 名 前 で あり , 比較 の 対象 と な る 2 つの 要素 へ の ポイ ンタ を 引数 と し 
て 呼び 出さ れ ま す . 

この 関数 は 第 1 引数 が 第 2 引数 と 比べ 小さ いか , 等 し いか , ある い は 大 きい か に 従っ て ゼロ より 
小さ い , ゼロ と 同じ も し く は ゼロ より 大 きい 整数 を 返さ な けれ ば な り ま せん . 


使用 法 


#include <stdlib.h> 

char  *bsearch(key, base, nel, size, compar) 
char  *key : 

char  *#base : 

unsigned nel : 

unsighed size : 

int (*compar) () : 
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SO0rt 


サー チ , ソー ト 関 数 


概要 
ク グ クイック ソ ー ト を 符 い ます , 


処理 

指定 され た 配列 の 要素 を 昇順 に ソー ト す る 関数 で す . 

引数 "base" で 指定 され た 配列 の 各 要 素 を 引数 "compar" で 指定 され た 比較 関数 を 使っ て ソー ト し 
まず 。 

引数 "nel'" は テー ブル 内 の 要素 数 を 指定 し , 引数 "size" は 1 つの 要素 の 大 き さ を 指定 し ます . 


使用 法 


#include <stdlib.h> 

void qsort(base, nel, size, compar) 
char  *base : 

unsigned nel : 

unsighed Size : 

int (*compar)( ) : 


注意 


compar 関数 は 前 の bsearch 関数 と 同じ 仕様 で す . 
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ユー ティ リティ 関数 
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Strtol 


ユー ティ リティ 関数 


概要 
文字 列 を 1ong に 変換 し ます . 


処理 

引数 "sptr" が 示す 文字 列 の 先頭 の 空白 文字 を 無視 し , 1ong に 変換 し ます . 

未 変換 文字 列 の ポイ ンタ は , 引数 “*tailptr" に 返さ れ ま す . 

引数 "base" は 基数 で , 2-36 の 値 が 有効 で す . 基数 が 0 の 時 は 文字 列 の 先頭 が チェ ッ ク さ れ , 0 
で 始ま れ ば 8 進数 ・0x(0%) で 始ま れ ば 16 進数 と 判断 され ます . 

変換 結果 が オー バー フロ ー す る 時 は , LONG MAX また は LONG_ MIN が 返さ れ , errno に ERANGE が セ 
ッ ト さ れ ま す . 


使用 法 


#include <stdlib.h> 
long strtol (const char *sptr, char **tailptr, int base) 


戻り 値 
変換 後 の 値 を 1ong 型 で 返し ます . 
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Strtoul 


ユー ティ リティ 関数 


概要 
文字 列 を unsigned 1ong に 変換 し ます . 


処理 

引数 "sptr" が 示す 文字 列 の 先頭 の 空白 文字 を 無視 し , unsigned 1ong に 変換 し ます . 

未 変換 文字 列 の ポイ ンタ は , 引数 "*tailptr” に 返さ れ ま す . 

引数 "base" は 基数 で , 2~36 の 値 が 有効 で す . 基数 が 0 の 時 は 文字 列 の 先頭 が チェ ッ ク さ れ , 0 
で 始ま れ ば 8 進数 ・0x(0%) で 始ま れ ば 16 進数 と 判断 され ます . 

変換 結果 が オー バー フロ ー す る 時 は , ULONG_MAX が 返さ れ , errno に ERANGE が セッ ト さ れ ま す . 


使用 法 


#include <stdlib.h> 
unsigned long strtoul(const char *sptr, char **tailptr, int base) 


戻り 値 
変換 後 の 値 を unsigned long 型 で 返し ます . 
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ユー ザ 作 成 関数 の イン プリ メン ト 方 法 


ライ ブラ リ 関 数 を 使用 する た め に , ユー ザー が 作成 し な けれ ば な ら な い 関 数 に つい て の イン プ 
リ メ ン ト 方 法 に つい て 述べ ます . 

た だ し , 提供 し まし た ライ ブラ リ 関 数 の ソー ス を 修正 し て 使用 する 場合 等 , 仕様 と 異な る イン プ 
リ メ ン ト 方 法 に つい て は ユー ザー 自身 で 検討 ひつ 上 イン プリ メン ト し て くだ さい . 


低 水 準 入出 力 関数 
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低 水準 入出 力 関数 
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Close 


実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


・fopen 


・fclose 


・exit 


呼び 出し 形式 

#include <stdio.h> 
Int close( fd ) 
int fd: 

イン プリ メン ト 方 法 


引数 "fd (ファ イル ディ スク リプ タ 番 号 ) に 対応 する ファ イル を クロ ー ズ し ます 


正常 に クロ ー ズ され た と き は 0 を 返し , エラ ー が 起こ っ た と き は -1 を 返し ます 


ファ イル ディ スク リプ タ 番 号 に つい て は , create 関数 を 参照 し て くだ さい . 


低 水準 入出 力 関数 


create 
低 水準 入出 力 関数 
実行 環境 


以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


・fopen 


・freopen 


呼び 出し 形式 


#include <stdio.h> 

int create (name, mode) 
char *hame : 

unsigned mode: 


イン プリ メン ト 方 法 

引数 "name で 渡さ れ た ファ イル を 新しく 作成 し , 正常 な ら ば ファ イル ディ スク リプ タ 番 号 を 返 
し 。 ター なら = を 返し ます 、 

ファ イル ディ スク リプ タ 番 号 と は , ユー ザー が 作成 する 低 水 準 入出 力 関数 を 管理 する 構造 体 の 
テー ブル 番号 の こと を 表し て いま す . 

引数 "mode" は , ファ イル に 対す る アク セス 権限 で あり , fopen 関数 お よび freopen 関数 か ら は 定 
数 で パラ メー タ を 渡し て いま す . 
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_iob[ ] 


低 水 準 入出 力 関数 
実行 環境 
庁 準 入出 力 関数 は すべ て ファ イル 構造 体 (iob[20]) を 使用 し て 入出 力 の 管理 を 行っ て いま す . 


構造 体 の 形式 


#define MAXFILE 20 
extern struct_iobuf | 


Int _cnt : 

char * ptr : 
char * base : 
short flag : 
char file : 


]_iob[MAXFILE]: 


構造 体 の 説明 

ファ イル 構造 体 の 各 メ ン バ に つい て 説明 し ます . 

_cnt 入力 時 は バッ ファ に 入っ て いる デー タ の 残り 文字 数 で 使用 し , 出力 
時 は バッ ファ リン グ す べき 残り 文字 数 で 使用 し て いる 

_Dtr バッ ファ リン グ さ れ て いる デー タ の 現 バ ッ フ ァ ポ イン タ 

_base バッ ファ の 先頭 ポイ ンタ 
省略 時 は , 内 部 で バッ ファ を 割り 付け て いる 

_flag 各種 フラ グ で 以下 の よう に 定義 され て いる 


_IOREAD | 入力 モー ド で オー プン され た 

_IOWRT | 出力 お よび 更新 モー ド で オー プン され た 

_IONBF | バッ ファ リン グ し な いと き オ ン 

(setbuf 関数 お よび 内 部 で バッ ファ が 獲得 で き な 
いと き オ ン ) 

_IOBUF | 内 部 で バッ ファ を 獲得 し た と き オ ン 

_IOEOF | ファ イル の 終了 の と き オ ン 

_IOERR | ファ イル に エラ ー が あっ た と き オ ン 

その 他 | 拡張 用 と し て 定義 され て いる 

_file ユー ザー が 作成 する create や open 関数 より 受け 取っ た ファ イル デ 
ィ ス クリ プ タ 番 号 
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庁 準 入出 力 関数 に お いて は , ファ イル 構造 体 の 0 か ら 2 に 対応 し て 下記 の よう に 取り 扱っ て お 


り ま す . 

stdin (& iob[O]) 庁 準 入力 
stdout (& iob[1]) 訂 準 出力 
stderr (& iob[2]) 庁 準 エラ ー 
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lseek 


低 水準 入出 力 関数 
実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


呼び 出し 形式 


#include <stdio.h> 

long lseek(fd, offset, origin) 
int fd: 

long offset: 

Int orIgIihi: 


イン プリ メン ト 方 法 

引数 "f"( フ ァイル ディ スク リプ タ 番 号 ) に 対応 する ファ イル ポイ ンタ を 任意 の 位置 へ 移動 させ , 
その 位置 を 返し ます . 

エラ ー 時 は -1 を 返し ます . 

引数 "origin で 指定 され た ファ イル の 基点 より , “offset" で 指定 され た 相対 位置 へ ファ イル を 
移動 させ ます . 


origin 0(SEEK_SET) ファ イル の 先頭 
1(SEEK CUR) ファ イル の 現在 位置 
2(SEEK END) ファ イル の 最終 
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0DEI 


実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


・10D6l 


・freopen 


・fclose 


呼び 出し 形式 
#include <stdio.h> 


Int 

char *name: 
Int mode : 
イン プリ メン ト 方 法 


open (name, mode) 


低 水準 入出 力 関数 


引数 "mode”" は フ ア イ ル の オー プン モー ド で 下記 の 値 が 設定 され ます . 


mOde 


0 入力 モー ド 
1 出力 モー ド 
2 更新 モー ド 


引数 "name” で 渡さ れ た ファ イル を オー プン し , 1 
-1” を 返し ます . 


エラ ー な ら 


Ki 


E 常 な ら ば ファ イル ディ スク リプ タ 番 号 を 返し , 


ファ イル ディ スク リプ タ 番 号 に つい て は create 関数 を 参照 し て くだ さい . 
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read 


低 水準 入出 力 関数 
実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


呼び 出し 形式 


#include <stdio.h> 

int read(fd, buf, size) 
int fd: 

char *buf : 

Int SIZ6:, 


イン プリ メン ト 方 法 

引数 "fd'( フ ァイル ディ スク リプ タ 番 号 ) に 対応 する ファ イル より , 引数 "buf" で 示す バッ ファ に 
"SIZ6 分 デー タ を 入力 し ます . 

正常 時 は 入力 し た 文字 数 を 返し , "end-of-file" の と き は 0( ゼ ロ ) を 返し ます . 

また 。 エ ラー が 起こ っ た と き は -| を 返し ます 。 
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Write 


実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


・fclose 
・fseek 
・freopen 


・exit 


呼び 出し 形式 

#include < く stdio.h> 

int write(fd, buf, size) 
Int fd: 

char *buf : 

Int SIZ6:, 


イン プリ メン ト 方 法 


低 水準 入出 力 関数 


引数 "fd*( フ ァイル ディ スク リプ タ 番 号 ) に 対応 する ファ イル に , 引数 "buf" で 示す バッ ファ の 内 


容 を "size 分 出力 し ます . 


正常 時 は 出力 し た 文字 数 を 返し , エラ ー の と き は -1 を 返し ます . 
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プロ グラ ム 制 御 及び 記憶 管理 関数 
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abort 


プロ グラ ム 制 御 お よび 記憶 管 下 


実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


* を SSeTI 


呼び 出し 形式 


#include <assert.h> 
void abort( ) 


イン プリ メン ト 方 法 

不当 な 命令 を 検出 し た た め , プロ グラ ム を 異常 終了 させ ます . 

abort 関数 内 で は , assert 関数 か ら 起 動 さ れ て いる だ け で す の で , assert 関数 (assert.h フ 
ル 内 で マク ロ 定 義 さ れ て いる ) を 修正 すれ ば abort 関数 は 作成 する 必要 が あり ませ ん . 


アイ 
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_eXIt 


プロ グラ ム 制 御 お よび 記憶 管 下 


実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


・exit 


呼び 出し 形式 


#include <stdIlib.h> 
VoId _eXit(status) 
int statUus: 


イン プリ メン ト 方 法 
プロ グラ ム を 終了 し ます . 


通常 "status” は 正常 終了 時 に は 0( ゼ ロ ), 異常 終了 時 に は 0 以外 の 値 を 指定 し ます . 


"Status の 値 に つい て は 各 ユ ー ザ ー 自 身 に よっ て 決め て くだ さい . 
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関数 


Sbrk 


プロ グラ ム 制 御 お よび 記憶 管理 関数 


実行 環境 
以下 の 関数 に より 起動 され ます . 


・malloc ・fgetc ・fprintf 
・calloc ・fputs ・printf 
・realloc ・fread ・fscanf 
・dSOTt ・fwrite ・SCanf 
・exit ・puts ・SScanf 
fflush fgets 
fputc gets 
呼び 出し 環境 
#include <malloc.h> 
void *Sbrk (size) 


unsigned Int size: 


イン プリ メン ト 方 法 

引数 "size" で 指定 され た 大 き さ の 記憶 領域 を 確保 し , その 先頭 アド レス を 返し ます . 

確保 で き な い と き は NULL ポイ ンタ を 返し ます . 

sbrk 関数 で は 単に 記憶 領域 の 確保 だ け で , その 領域 の 管理 に つい て は malloc 関数 や free 関数 
で 梨 っ て いま す . 


注意 

"Sbrk" に より 確保 し た 領域 は , ライ ブラ リ 等 に よっ て 解放 され る こと は あり ませ ん . し た が っ て 
解放 の 必要 が ある 場合 に は , “sbrk" に 対応 する 領域 解放 ルー チン を 作成 し , プロ グラ ム 終 了 時 に 
呼び 出さ な く て は な り ま せん . 
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( コン パイ ラ の メッ セー ジ 
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XCC-V メッ セー ジ 情 報 (V8.09 以降 ) 


警告 メッ セー ジ の レベ ル 


警告 メッ セー ジ に は レベ ル が あり , レベ ル は オプ ショ ン で 指定 し ます . 
各 レ ベル で 出力 され る メッ セー ジ は 以下 の 通り で す . 


レベ ル 1 … レベ ル 1 の メッ セー ジ を 出力 し ます . 
レベ ル 2 … レベ ル 1 と 2 の メッ セー ジ を 出力 し ます . 
レベ ル 3 … レベ ル 1 て 3 の メッ セー ジ を 出力 し ます . 
レベ ル 4 … 全 レ ベル の メッ セー ジ を 出力 し ます . 


マニ ュ ア ル 上 で 警告 メッ セー ジ に 分 類 さ れ て いて も , 定義 体 に と っ て 重大 な 問題 と し な る も の に 
つい て は エラ ー メ ッ セ ー ジ と し て 出力 され る こと が あり ます . 
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メッ セー ジ の 形式 
XCC-V の メッ セー ジ 情 報 は 以下 の 形式 で 出力 され ます . 


%%XCCV- 〇 - へ 人 人 : メッ セー ジ 


〇 の 部 分 は メッ セー ジ の レベ ル を 示し , 以下 の も の が あり ます . 


し 受 


ェ ーー 


・ 警告 メッ セー ジ 
ラー ダッ セージ 

5 重 天 な エエ ラー メッツ セージ シ 
: 通知 メッ セー ジ 


ム へ ム ハム の 部 分 は メッ セー ジ の 種類 を 示し , 以下 の も の が あり ます . 


PARA コマ ンド オプ ショ ン ( パ ラメ ー タ ) に 関す る メッ セー ジ 
PROC プロ セス に 関す る メッ セー ジ 

GEN 定義 体 に 関す る メッ セー ジ 

SRC ツー ス フ ブフ ァ イル に 関す る メッ セー ジ 

0BJ オブ ジェ クト ファ イル に 関す る メッ セー ジ 

MAC 組み 込み マク ロ 処 理 に 関す る メッ セー ジ 

INT 中 間 フ ァイル に 関す る メッ セー ジ 

WORK 作業 域 に 関す る メッ セー ジ 

LIM コン パイ ラ の 制限 (リミット 値 ) に 関す る メッ セー ジ 
CPP プリ プロ セッ サ に 関す る メッ セー ジ 

SYN その 他 文 法 に 関す る メッ セー ジ 

BUG 内 部 ラ ー に 関す る メッツ や セージ 

COMP 終了 メッ セー ジ 
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メッ セー ジ 一 覧 (V8.09 以降 ) 


XCC-V が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 
メッ セー ジ の 種類 に より 8 つ に 分 け て 記載 し て いま す . 


・ 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 1) 

・ 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 2) 

・ 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 3) 

・ 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 4) 

・ コ マン ド オ プシ ョ ン 関 連 メ ッ セ ー ジ 
・ 定 義 体 関 連 メ ッ セ ー ジ 

・ 一 般 エ ラー(-E-) 

・ 還 夫 な エラ テー ピン) 

・ 通 知 メ ッ セ ー ジ (-]-) 


263 


【 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 1)】 


本 メッ セー ジ は , 重度 の 高い 警告 メッ セー ジ で す . 
本 来 で あれ ば エラ ー と な る も の も あり ます が , XCC-V で は 警告 と し て いま す . 


7[” needs right "] 
【 意 味 】 
"| に 対す る "]" が あり ませ ん . 


a =b[10: 


【XCC-V の 対処 】 
ji の 前 に "] が ある と みな す . 


7(” needs right ”)" 
【 意 味 】 
*( に 対す る ")" が あり ませ ん . 


a = (b+10: 


【XCC-V の 対処 】 
j の 前 に ”)" が ある と みな す . 


Assignment of different struct/union 


【 意 味 】 
型 の 異な る 構造 体 (共用 体 ) を 代入 し て いま す . 大 き さ が 同じ な の で エラ ー に は し て いま 
せん . 


struct ST] st1: 
struct ST2 st2: 


St] = st2: 
a ? st] : st2: 


【XCC-V の 対処 】 
同じ 大 き さ な の で 代入 する . 条件 演算 子 で も 警告 メッ セー ジ と な り ま す . 
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Bit-field too big 


【 意 味 】 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 記述 に 誤り が あり ます . 
struct { 
Int bit1:64: 
] BIT: /* 幅 が 大 きす ぎる */ 


【XCC-V の 対処 】 最 大 の ビッ ト 幅 と みな す . 
Empty character constant 


【 意 味 】 
文字 定数 の 中 身 が あり ませ ん . 


【XCC-V の 対処 】 
0 を 代入 する . 


Illegal classification of section 
【 意 味 】 
#pragma section の 種別 の 記述 に 誤り が あり ます . 
#pragma section AB /*A と いう 種別 は な い */ 
【XCC-V の 対処 】 こ の 行 を 無視 する . 
Illegal description in function parameter(xxxX) 
【 意 味 】 
関数 の 引数 の 記述 に 誤り が あり ます . 


(本 メッ セー ジ は プロ ト タ イ プチ ェ ッ ク の 弱い モー ド (-LE3) で コン パイ ル し た と き に は 出 
力 さ れ ま せん ) 
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Illegal description of cast 
【 意 味 】 
キャ スト の 記述 に 誤り が あり ます . 
X = (int a)b: 


【XCC-V の 対処 】a を 無視 する . 


Illegal description of constant 


【 意 味 】 
定数 の 記述 に 誤り が あり ます . 
a = 0Xj 
a = Oxffffffffff: /* 桁 が 多 す ぎる */ 


【XCC-V の 対処 】0 と みな す . Oxffffffff と みな す . 


Illegal description of enum 


【 意 味 】 
enum の 記述 に 誤り が あり ます . 
enum [ 
A BC 
] enuml = 10: /*10 は enum の メン ハ ~ に な い * 


【XCC-V の 対処 】 
10 を 入れ る . 
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Illegal description of type 


【 意 味 】 
型 の 記述 に 誤り が あり ます . 
void func1() 

{ 


return 1: 
] /*void 関数 に リタ ー ン が ある */ 


【XCC-V の 対処 】 
int リタ ー ン と みな す . 
void func2(void) 
func3 () 


{ 
func2 (1) : 


] /* プ ロト タイ プ で 引数 な し と 定義 し た 関数 に 引数 を 渡し て いる 
*/ 


【XCC-V の 対処 】 


int で 渡す . 
int func40: 
func5() 
{ 
if((void)func4() ) 
) /* 値 が 必要 な 所 に void の 記述 が ある */ 


【XCC-V の 対処 】 
(void) を 無視 する . 


Int a = 0.1: 


【XCC-V の 対処 】 
0 を 入れ る . 
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Not exist prototype for the regpara function 
【 意 味 】 
引数 に レジ スタ を 使用 する 関数 に つい て , プロ ト タ イ プ 宣 言 が あり ませ ん . 
引数 が 正しく 渡ら な い 可 能 性 が あり ます . 


Redeclaration of "xxxx is not identical 


【 意 味 】 
再 定義 し た マク ロ の 値 が 前 と 異な り ま す . 
#define A 1 

#define A 2 


【XCC-V の 対処 】 
マク ロ の 値 を 2 と する . 


Struct/union or struct/union pointer required 


【 意 味 】 
構造 体 ま た は 共用 体 の 記述 に 誤り が あり ます . 
Struct STR st, *stD: 
9 = St-> mem: 


b = stp. mem: 


【XCC-V の 対処 】 
の ーッ ダ を ". 92 と みな す . 
8 32 を "->”" と みな す . 


This special memory Class is ignored. 


【 意 味 】 特 殊 記憶 クラ ス は 無視 され ます . (ワーニング) 
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Unknown preprocessOr keyword 


【 意 味 】 
サポ ー ト し て いな い # キ ー ワ ー ド が あり ます . 


【XCC-V の 対処 】 
この 行 を 無視 する . 


Unsigned suffix of a constant is ignored 


【 意 味 】 
プリ プロ セッ サ は unsigned サフ ィ ッ クス を 無視 し ます . 


jif 10 < Oxffffffffu 


【XCC-V の 対処 】u を 無視 し て 10<-1 と 見 な す の で 偽 に な る . 
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【 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 2)】 


本 メッ セー ジ は , 中 間 レ ベル の 警告 メッ セー ジ で す . 
Address of register variable 


【 意 味 】 
レジ スタ 宣言 され た 変数 に アド レス 演算 子 (@) が 使用 され まし た . 


register Int ii 
X = &i: 


Character constant too big 
【 意 味 】 
文字 定数 が 1 バイ ト を 超え て いま す . 


1 = abcd : 


【XCC-V の 対処 】 
下位 バイト か ら 有 効 桁 を 使用 する . 
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Illegal combination of pointer 


【 意 味 】 
ポイ ンタ の 使い 方 に 誤り が あり ます . 
Int ォ *ID,1」: 

char *CcD: 


iT (ip != cp) 
ip = cD: /* ポ イン タ の 指す 型 が 異な る */ 


【XCC-V の 対処 】 
同一 の 型 と みな す . 
if (ip デリ 
9 財 |s 
llD /* ポ イン タ 以 外 と の 演算 */ 


【XCC-V の 対処 】 
大 きい 形 へ の キャ スト が 発生 する . 
| = ip->mem: /* 構 造 体 の ポイ ンタ で な い */ 


【XCC-V の 対処 】 
同一 名 の 構造 体 メ ン バ の オフ セッ ト を 使用 する . 


int al10],p: 
D = &a: /* こ の よう な 初期 化 式 で も 同一 の チェ ッ ク を 行ない ます 
また , プロ ト タ イ プ 宣 言 と の チェ ッ ク も 行ない ます . 
リタ ー ン の チェ ッ ク も 行ない ます */ 


【XCC-V の 対処 】 
& を 無視 する . 


Illegal description of float constant 
【 意 味 】 
フロ ー ト 定数 の 記述 が 正しく あり ませ ん . 


f = 123.456e :  /* 指 数 部 の 記述 が な い */ 


【XCC-V の 対処 】 
e を 無視 する . 


Incompatible prototypes for function 


【 意 味 】 
プロ ト タ イ プ 宣 言 が (前 に 記述 し た も の と ) 異 な り ま す . 
関数 の 引数 に レジ スタ を 使用 する MPU 等 で 。 プロ ト タ イ ブ 記 述 の 誤り が 重大 な 問題 と な 


る MPU で は , 警告 で は な く エ ラー メッ セー ジ と な る こと が あり ます . 


char *func1 () : 
void *fTunc1 () : 


int func2 0) : 
int func2(int) : 


【XCC-V の 対処 】 
void 以外 の と き は エラ ー と な り ま す . 


Symbol name too long 


【 意 味 】 
名 前 が 長 す ぎ ま す . 


Int longlong・・・・・・*・ 6 


【XCC-V の 対処 】 定 義 体 ご と の 最大 文字 数 で 切っ た 名 前 と みな す . 
The storage class has no meaning 


【 意 味 】 
記述 し た 記憶 クラ ス は 無 意 味 で す . 
static struct a 【 
Int ii 
( /*tag 宣言 に "static” は 意味 を も た な い */ 


【XCC-V の 対処 】 
static を 無視 する . 
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This name is not declared 


【 意 味 】 
名 前 が 定義 され て いま せん . 
struct A *D: /* ネ タグ 名 A が 未定 義 */ 


【XCC-V の 対処 】void の ポイ ンタ と みな す . 
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【 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 3)】 


本 メッ セー ジ は , 重度 の 低い 警告 メッ セー ジ で す . 
"/*”。 inside a comment 


【 意 味 】 
コメ ント の 中 に 「"/* が あり ます . 


/* /* comment */ 
Array subscript is negative 


【 意 味 】 
配列 の 添字 が 負 の 数 で す . 


int a[10]: 
b = a[-1]: 


Array Subscript too big 


【 意 味 】 
配列 の 添字 が 大 きす ぎ ま す . 
int al10]: 
b = al10]: /* 添 字 は 0 か ら 9 まで */ 


Assignment causes ImDlicit narrOWin9 COnVersiOn 


【 意 味 】 
より 小さ な 型 に 代入 し て いま す . 
char Ci: 

long |: 


unsigned char uc: 
unsigned short getushort() : 


| 
getushort() : 


C 
UC 


則 。 則 


【XCC-V の 対処 】 下 位 バ イト を 代入 する . 
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Assignment of negative constant to unsigned type 


【 意 味 】 
符号 な し 型 の 変数 に 負 の 定数 を 代入 し て いま す . 


unsigned short us: 
US = -]: 


Boolean expression is used for the switch statement. 
The result of the Boolean expression is 0 or 1. 


【 意 味 】 
switch 文 に 論理 式 が 使用 され まし た . 論理 式 の 結果 は 0 また は ] で す . 


switch( func1() == 1 ) 


Comparison signed and unsigned 


【 意 味 】 
符号 付き と 符号 な し と を 比較 し て いま す . 


signed Si 
undigned Ui 


IT (8 ああ 皿 】 
【XCC-V の 対処 】 符号 な し 同士 と し て 比較 する . 
Constant did overflow(underflow) 
【 意 味 】 
定数 が オー バー フロ ー( ア ンダ ー フ ロー) し まし た . 
short a = Oxffff+1: 


(char) 1234: 


【XCC-V の 対処 】 
0 を 代入 する . 下位 | バイト の み 有 効 と する . 
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Function returns pointer to automatic 


【 意 味 】 
オー ト 変 数 の アド レス を リタ ー ン し て いま す . 
int *func () 


{ 
int al10]: 
return ai: 


] 


Illegal combination of pointer (const) 


【 意 味 】 

ポイ ンタ の 使い 方 に "const”" に か か わる 誤り が あり ます . 
Int 米 D : 

Int const  *cb: 

int funcp(int *pp) : 


D=CD: /* 普 通 の ポイ ンタ に コン スト ポイ ンタ を 代入 し た */ 


funcp (cp) : /* コ ンス ト ポ イ ンタ を 普通 の ポイ ンタ と し て 引数 渡し 
し て いる */ 


int *funcbp () 


{ 

return CD: 
] /* コ ンス ト ポ イ ンタ を 普通 の ポイ ンタ と し て リタ ー ン 
いる */ 


Maybe mistake "=” for "== 


【 意 味 】 
条件 式 が 予期 され る 場所 に 代入 が あり ます . "==" の 誤り で は な いで し ょ うか . 
if (a=b) 


if ((a=b) && (c==d) ) 
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Maybe mistake “==” for "= 


【 意 味 】 
副作用 が 予期 され る 場所 に "==" が あり ます . “=" の 誤り で は な いで し ょ うか . 
a == b: 

if (a==b, cl=d) 


Precision lost in bit-field assignment 


【 意 味 】 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 代入 で 値 が 切捨て られ まし た . 
struct [ 
unsigned DIt:4: 
] BIT: 
BIT.bit = 0x12: 


【XCC-V の 対処 】 
2 を 代入 する . 


Return causes implicit narrowing COnVersIiOn. 


【 意 味 】 
return 文 で 小さ い 型 へ の 暗黙 の 型 変換 を 行っ て いま す . 
long 1: 
unsigned short func1 () : 
{ 
return Il: 
] 


Return of negative constant to unsigned type. 


【 意 味 】 
負数 の 定数 を 符号 な し の 型 と し て リタ ー ン し て いま す . 
unsigned short func1 () : 


( 
] 


return (short) -1: 
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The storage class was changed by re-definition. 


【 意 味 】 


再 定義 に より 記憶 クラ ス が 変更 され まし た . 
void func1( void ): 
static void func1( void ) 


( 
] 


【XCC-V の 対処 】 
先 の 宣言 が 有効 で す (本 例 で は func1l 関数 は グロ ー バ ル 処 理 ). 


The value of auto variable ( xxxx ) is unsettled. 


【 意 味 】 


オー ト 変 数 (xxxx) の 値 が 不定 で す . 変数 の 初期 化 を 行っ て 下さ い . 
Int uninitialized: 
abc = Array[uninitialized] : 


There is not value return in the function which returns a value. 


【 意 味 】 
値 を 返す 関数 に 値 リ ター ン が あり ませ ん . 
int func2() 


This comparison is always false 


【 意 味 】 
比較 の 結果 は 必ず 偽 に な り ま す . 


unsigned Int i: 
if (i<0) 
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This comparison is always true 


【 意 味 】 
比較 の 結果 は 必ず 真 に な り ま す . 
short si: 


i† (s <= 32767) 
This function is not declared (xxxx) 


【 意 味 】 
xxxx 関数 の 定義 が あり ませ ん . プロ ト タ イ プ 宣 言 が あり ませ ん . 
func1() 
{ 
func2 0 : 
] /*func2 の 宣言 が な い */ 


【XCC-V の 対処 】 
暗黙 の 宣言 と みな す . 


Since the "restrict” keyword is not effective, it will be ignored. 


【 意 味 】 
"Testrict キー ワー ド が 有効 で は な い の で 無視 し ます . 


了 /* 引数 で は な い */ 
ポイ ンタ で は な い */ 
記述 が 正しく な い */ 


Int *reStrcit 
func(int restrict bp)[ ] /* 
func(int restrict *p){[ ] /* 


【XCC-V の 対処 】 
restrict キー ワー ド を 無視 する . 


Unused static function(xxxx) 


【 意 味 】 
static 関数 xxxx は 使用 され て いま せん . 


Unused static variable(xxxx) 


【 意 味 】 
static 変数 xxxx は 使用 され て いま せん . 


Unused variable in function 'xxxx' (yyyy) 


【 意 味 】 
xxxx 関数 内 の yyyy 変数 は 使用 され て いま せん . 
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【 警 告 メ ッ セ ー ジ (レベ ル 4)】 


本 メッ セー ジ は , 特別 な 意味 で 出力 し て いる 警告 メッ セー ジ で す . 
Pointer cast may result in improper alignment. 


【 意 味 】 
アラ イン メン ト ( 境 界 制 限 ) の 大 き な 型 の ポイ ンタ へ の 代入 で す . 


char work[10]: 
Iong  *lp: 
lp = (Iong*)work: /* MPU に よっ て は *lp 使用 時 に アド レス 例外 が 発生 */ 
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【 コ マン ド オ プシ ョ ン 関 連 メ ッ セ ー ジ 】 


Invalid option parameter 


【 意 味 】 
存在 し な い コ マン ド オ プシ ョ ン が 使用 され まし た . 


Parameter analysis error 


【 意 味 】 
コマ ンド オプ ショ ン 解 析 で エラ ー を 検出 し まし た . 


Parameter format error 


【 意 味 】 
コマ ンド オプ ショ ン の 形式 に 誤り が あり ます . 


Parameter length error 


【 意 味 】 
コマ ンド オプ ショ ン の 長 さ に 誤り が あり ます . 


XCCV canceled by operator 


【 意 味 】 
利用 者 の 操作 に より 強制 終了 し まし た . 
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【 定 義 体 関連 メッ セー ジ 】 


下記 以外 に も 定義 体 因 有 の メッ セー ジ が あり ます . 
Calling error of GENERATOR subroutine 


【 意 味 】 
定義 体 サ ブル ー チ ン の 呼び 出し が で きま せん . 


Can't use common GENERATOR on xxxx machine (xxXxxXXX) 


【 意 味 】 
xxxX マン シン で は 共通 定義 体 (xxxxxxx) を 使用 で きま せん . 


Can't use GENERATOR function Location xxxXx 


【 意 味 】 
使用 で き な い 定義 体 関数 を 検出 し まし た . 


Can't use GENERATOR instruction Location XXxx 


【 意 味 】 
使用 で き な い 定義 体 命令 を 検出 し まし た . 


Disability GENERATOR for XCCV (xxxx) 


【 意 味 】 
XC(-V 用 の 定義 体 で は あり ませ ん . 


GENERATOR doesn't support 1byte struct 


【 意 味 】 
定義 体 は 拡張 機能 仕様 の 1 バイ ト の 構造 体 を サポ ー ト し て いま せん . 
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GENERATOR doesn't support 'ANSI' parameter 


【 意 味 】 
定義 体 は , ANSI 仕様 の オプ ショ ン を サポ ー ト し て いま せん . 


GENERATOR doesn't support "cb parameter 


【 意 味 】 
定義 体 は キャ ラク タビ ッ ト フ ィ ー ル ド を サポ ー ト し て いま せん . 


GENERATOR doesn't support character bit-field 


【 意 味 】 
定義 体 は 拡張 機能 仕様 の キャ ラク タビ ッ ト フ ィ ー ル ド を サポ ー ト し て いま せん . 


GENERATOR doesn't support _interrupt keyword 


【 意 味 】 
定義 体 は 拡張 機能 仕様 の _interrupt に よる 割 込 関数 定義 を サポ ー ト し て いま せん . 


GENERATOR doesn't support pragma intvect 


【 意 味 】 
定義 体 は 拡張 機能 仕様 の #pragma intvect を サポ ー ト し て いま せん . 


GENERATOR doesn't support pragma section 


【 意 味 】 
定義 体 は 拡張 機能 仕様 の #pragma section を サポ ー ト し て いま せん . 


GENERATOR doesn't support "ps parameter 


【 意 味 】 
定義 体 は パッ ク ド ス トラ クチ ャ を サポ ー ト し て いま せん . 
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GENERATOR doesn't support macfile macro 
【 意 味 】 
定義 体 は , macfile オプ ショ ン で 指定 する 外部 定義 イン ライ ン 展 開 マ クロ を サポ ー ト し て 


いま せん . 


GENERATOR doesn't support 'sbs parameter 


【 意 味 】 
定義 体 は , 構造 体 バ パウ ツン ダリ を メン バ の 型 に 合わ せる オプ ショ ン を サポ ー ト し て いま せ 
ん . 


Parameter error 0f GENERATOR instruction or function Location xxxXX 


【 意 味 】 
定義 体 命令 また は 関数 の パラ メー タ に 誤り を 検出 し まし た . 


Version of GENERATOR is newer than XCCV (xxxx) 
【 意 味 】 


定義 体 の バー ジョ ン が XCC-V の バー ジョ ン よ り 新 し く な っ て いま す . 
(バー ジョ ン が 合っ て いま せん ) 
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【 一 般 エ ラー(-E-)】 


#sm not terminated 


【 意 味 】 
#asm が 終了 し て いま せん . 


#asm 


| /*endasm が な い */ 


し / し 


cannot be used without prototype 


【 意 味 】 
"・ は プロ ト タ イ プ 宣 言 以 外 で 使用 で きま せん . 


func () 
{ 


() operation needs expression 
【 意 味 】 
() の 中 に 式 が あり ませ ん . 
0 : 


As for this special memory class, the size of the variable which can be declared is 
decided. 


【 意 味 】 
この 特殊 記憶 クラ ス は 宣言 で きる 変数 の サイ ズ が 決ま っ て いま す . 


As for this special memory class, the type of the variable which can be declared is 
decided. 


【 意 味 】 
この 特殊 記憶 クラ ス は 宣言 で きる 変数 の 型 が 決ま っ て いま す . 


266 


Argument is declared already(xxxx) 


【 意 味 】 


引数 は 定義 済 で す (xxxx) 
int func1(int a,int ag): 
int func2(b,b) 
{ 
] 


Array sIze too big 


【 意 味 】 
配列 が 大 き 過ぎ ます . 使用 可能 な 最大 サイ ズ は 定義 体 に より 異な り ま す . 


Break statement appeared out of area for For, While, Do and Switch statement 


【 意 味 】 


break が for, while, do, switch の 外 で 使用 され て いま す . 
func () 
{ 

break: 


Cannot calculation type in "xxxx”0operation 


【 意 味 】 


xxxx の 演算 子 で 演算 で き な い 型 で す . 
double ab: 

Int Cc: 

struct D dj 


a = て b: 
⑯ 琴 
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Case label appeared out of area for Switch statement 


【 意 味 】 


case ラベ ル が switch の 外 で 使用 され て いま す . 


func () 
{ 


case 10: 


Case label is needed here 


【 意 味 】 
case ラベ ル を 記述 すべ き 所 に case ラベ ル が あり ませ ん ( 別 の も の が あり ます ). 
case break: 

case 


Comment not terminated 


【 意 味 】 
コメ ント が 終了 し て いま せん . 
a = bi: /* 


| 
終わ ら な い (*/ が な い ) 


Constant did overflow 


【 意 味 】 
定数 が オー バー フロ ー し まし た . 
struct 
{ 
Int b:4: 
] a= 人 0x12] : /*4 ビッ ト に 入り きら な い */ 
char c= 1234: /*char に 入り きら な い */ 
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Constant expression Includes division by zer0o 


【 意 味 】 
定数 式 に 中 に 0 除算 が あり ます . 
a= 10/0: 
b= 10%0: 
c= 10.0/0.0: 


Constant is needed here 


【 意 味 】 
定数 を 記述 すべ き 所 に 定数 以外 の も の が あり ます . 


Int a[char] : 


Continue statement appeared out of area for For, While and Do statement 


【 意 味 】 


continue が , for, while, do の 外 で 使用 され て いま す . 
func () 
{ 


continue: 


Declaration must be beginning of function or block 


【 意 味 】 

宣言 は , 関数 また は ブロ ッ ク の 始め に な けれ ば な り ま せん . 

Int a,b: 

func () 

{ 
a=b: 
Int c: /* エ ラー キネ */ 
] 
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Default label appeared out of area for Switch statement 


【 意 味 】 
default が switch の 外 で 使用 され て いま す . 


func () 


{ 
default: 


Division by zero 
【 意 味 】 
式 の 中 に 0 除算 が あり ます . 


#if 8/0 


Duplicate case label in Switch statement (xxx) 


【 意 味 】 
1 つの switch 内 に 同じ 値 (xxx) の case ラベ ル が 複数 存在 し ます . 
Switch (X) 
{ 
caSe 3: a++: 
case 3: b++: /* エ ラー キ */ 
] 


Duplicate default label in Switch statement 


【 意 味 】 
1 つの switch 内 に default ラベ ル が 複数 存在 し ます . 
Switch (X) 
{ 
default: a++: 
default: b++: /* エ ラー キ */ 
] 
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Duplicate label (xxx) 


【 意 味 】 
ラベ ル (xxx) が 複数 存在 し ます . 


Duplicate tag 


【 意 味 】 
タグ が 二 重 定義 で す . 
unlion 


a 

struct a int ii]: /*union タグ で 定義 済 */ 
struct cint il: 

struct cint ii]: /* 同 じ タ グ で も エラ ー キ */ 


Expression is needed here 


【 意 味 】 


式 を 記述 すべ き 所 に 式 が あり ませ ん ( 別 の も の が あり ます ). 


IT 《》 : 
IT (int ga) : 


File ends in the middle of macro definition. 


【 意 味 】 
マク ロロ 定義 の 途中 で ファ イル が 終了 し て いま す . 


Generator does not support 'xxxx' 


【 意 味 】 
定義 体 は キー ワー ド (xxxx) を サポ ー ト し て いま せん . 


Generation of the SIMD code cannot be performed. 


【 意 味 】 


コン パイ ラ の 制限 に より SIMD ユー ド の 生成 が で きま せん . 
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Generation of the SIMD code cannot be performed. (Excluding "if-else-” without the 


nest) 
【 意 味 】 
コン パイ ラ の 制限 に より SIMD コー ド の 生成 が で きま せん . (入れ 子 の 無い "if-else-" 以 
外 は 生成 で きま せん ) 


Generation of the SIMD code cannot be performed. (index must not be PE value) 


【 意 味 】 
コン パイ ラ の 制限 に より SIMD コー ド の 生成 が で きま せん . (イン デック ス は PE 値 で あっ 
て は な ら な い ) 


Generation of the SIMD code cannot be performed. (Not support expressi0n) 


【 意 味 】 
コン パイ ラ の 制限 に より SIMD コー ド の 生成 が で きま せん . (サポ ー ト され て いな い 式 ) 


Generation of the SIMD code cannot be performed. (Not support type) 


【 意 味 】 
コン パイ ラ の 制限 に より SIMD コー ド の 生成 が で きま せん . (サポ ー ト され て いな い 型 ) 


Generation of the SIMD code cannot be performed. (The built-in macro which can not be 
used for the SIMD condition execution part is included.) 


【 意 味 】 
コン パイ ラ の 制限 に より SIMD コー ド の 生成 が で きま せん . (SIMD 条件 実行 部 分 に 使用 で 
き な い 組み 込み マク ロ が 含ま れ て いま す . ) 


Generation of the SIMD code cannot be performed. (The calculation which can not be 
used for the SIMD condition execution part is included.) 


【 意 味 】 
コン パイ ラ の 制限 に より SIMD コー ド の 生成 が で きま せん . (SIMD 条件 実行 部 分 に 使用 で 
き な い 演算 が 含ま れ て いま す . ) 
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Generation of the SIMD code cannot be performed. (The one which is not SIMD calculation 
in the SIMD condition execution part is included. ) 


【 意 味 】 
コン パイ ラ の 制限 に より SIMD コー ド の 生成 が で きま せん . (SIMD 条件 実行 部 分 に SIMD 演 
算 で な いも の が 含ま れ て いま す . ) 


Identifier expected 


【 意 味 】 
識別 子 が 必要 で す . 
#ifdef ! 


Illegal array declaration 


【 意 味 】 
配列 宣言 が 正しく あり ませ ん . 
extern int a[10][]: /* 最 初 の 添字 以外 は 省略 不可 */ 


Illegal cast operation 
【 意 味 】 
キャ スト に 誤り が あり ます . 


(int) : 


Illegal combination of pointer 


【 意 味 】 
ポイ ンタ の 使用 に 誤り が あり ます . 
Int  *ai: 
char *b: 
Int ci: 
func () 
{ 
c = a-b: /* ポ イン タ の 指す 型 が 異な る */ 
Cl= si 
Cc = て b: 
] 
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Illegal declaration 


【 意 味 】 
宣言 が で 正しく あり ませ ん . 

IN /* 変 数 名 が な い */ 
int [10]: /* 変 数 名 が な い */ 


func (int i, int) : /* プ ロト タイ ブ 記 述 の 方 法 が 一 定 で な い */ 
Illegal description in function parameter(xxxX) 
【 意 味 】 


関数 の 引数 の 記述 に 誤り が あり ます . 
int func1(int aint b,.……): 


func2 () 
由 了 (MM /* 引 数 の 数 が プロ ト タ イ プ と 異な る */ 
間 func3 (c, 9) 
int c,b,e: /* 引 数 e は な い */ 
( 
fnGd( 全 EID /*. .. の 後に 引数 が ある */ 


Illegal description of function (xxxx) 


【 意 味 】 
関数 (xxxx) の 記述 に 誤り が あり ます . 
Int ai: 
a() /*a は 関数 で は な い ( 変 数 と し て 定義 済 ) */ 
{ 


] 
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Illegal description of storage class 


【 意 味 】 
記憶 クラ ス の 記述 に 誤り が あり ます . 
extern static int a: /* ク ラス が 2 つ あ る */ 
typedef int b=1: /* 初 期 化 で き な い クラ ス */ 
extern int c=2: /* 初 期 化 で き な い クラ ス */ 
func () 

{ 

global inti: /* 関 数 内 の グロ ー バ ル 宣 言 */ 

] 
auto int b: /* 関 数 外 の オー ト 宣 言 */ 
register int e: /* 関 数 外 の レジ スタ 宣言 */ 


Illegal directive sequence 


【 意 味 】 
プリ プロ セッ サ の 制御 キー ワー ド の 出現 順序 が 正しく あり ませ ん . 
#asm の 前 に #endasm が ある 
if の 前 に #endif が ある 
#if の 前 に #else が ある 
#if の 前 に #elif が ある 


Illegal enum declaration 


【 意 味 】 
enum 宣言 が 正しく あり ませ ん . 


enum 生 ]ai: 

enum Iint bilc: 

enum dlelf=gi: 

register int e: /* 関 数 外 の レジ スタ 宣言 */ 


Illegal escape sequence 


【 意 味 】 
エス ケー プシ ー ケ ンス に 誤り が あり ます . 
#if 「\xg /*\x の 次 が 16 進 で な い */ 
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Illegal expression 


【 意 味 】 
式 が 正しく あり ませ ん . 

il 昌 /* 定 数 式 が 正しく な い */ 
#if defined |! /* 定 数 式 が 正しく な い */ 
#if 1.0 /* 整 数 で な い */ 


Illegal file-name 


【 意 味 】 
イン クル ー ド ファ イル の 名 前 に 誤り が あり ます . 
#include /* フ ァイル 名 が な い */ 
#include ag /*" や 2 でない  */ 


Illegal initialization 


【 意 味 】 

初期 化 に 誤り が あり ます . 

int a = 本 : 

II 有人 章 旧 還 生 当 上 29 /* 数 が 合わ な い */ 
int c[] = 1.2: /*] が な い */ 
Id 還 間 呈 2 9 /*f に な っ て いる */ 


Illegal initialization (The special array cannot be used.) 


【 意 味 】 
初期 化 式 が お か し い . (特殊 配列 は 使え な い ) 


Illegal initialization (This special memory class cannot be used. ) 


【 意 味 】 
初期 化 式 が お か し い . (この 特殊 記憶 クラ ス は 使え な い ) 


296 


Illegal 電 ine statement 


【 意 味 】 
#line の 記述 が 正しく あり ませ ん . 
#| ine /* 行 番号 が な い */ 


Illegal macro definition 


【 意 味 】 
マク ロロ 定義 が 正しく あり ませ ん . 
#efine ga) /* マ クロ 名 の 次 が ( 以外 */ 


Illegal preprocessor directive 
【 意 味 】 
プリ プロ セッ サ の 制御 キー ワー ド が 正しく あり ませ ん . 


# 中 


Illegal use for array 


【 意 味 】 
配列 の 使用 方 法 に 誤り が あり ます . 

int (func10) [10]: /* 配 列 を 返す 関数 */ 
int (func2[10]) () : /* 関 数 の 配列 */ 


Illegal use for function 


【 意 味 】 
関数 の 使用 方 法 に 誤り が あり ます . 

struct 

{ 

int func10: /* 構 造 体 の メン バネ */ 

1 gi 

int func2(int func3 (0 ):  /* 関 数 の 引数 */ 

int (func30) 0 : /* 関 数 を 返す 関数 */ 
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Illegal use for X?Y:Z 


【 意 味 】 
条件 演算 子 (?:) の 使用 方 法 が 正しく あり ませ ん . 


Incompatible function argument with prototype 


【 意 味 】 
関数 の 引数 が プロ ト タ イ プ 宣 言 と 合っ て いま せん . 


Int func1(int a,int b) : 
Int func1(int a) 

{ 
] 


Int func2 0 : 

char func2() 
{ 

] 


Invalid character code found 


【 意 味 】 
使用 で き な い 文字 コー ド が あり ます . 


1/0 errOr. 


【 意 味 】 
入出 力 の エラ ー が 発生 し まし た . 


It isn t possible to use PE value for the conditional expression of the loop. 


【 意 味 】 
PE 値 は ルー プ の 条件 式 に は 使え ませ ん . 
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It isn't possible to use PE value for the conditional expression of the switch statement. 


【 意 味 】 
switch 文 の 条件 式 に は PE 値 は 使え ませ ん . 


Name is declared already(xxxx) 


【 意 味 】 
名 前 は 既に 定義 済 で す . 

enum [a,blc: 

int a: /*enum メン バ で 使用 済 */ 


Int di: 
enum {d, elf: /*d は 変数 で 使用 済 */ 


Int gi: 
char gi: /* 別 の 型 で 使用 済 */ 


enum Ih, 
enum [h,k]l: /*h の 二 重 定 義 */ 


struct int miln: 
struct int miln:  /* 構 造 体 の 二 重 定 義 */ 


struct o int pi : 
union odi /* タ グ の 名 前 が 異な る */ 


Not exist "if” for the "else" 


【 意 味 】 
else に 関す る if が あり ませ ん . 
func () 
{ 
else 
++: 
] 


Only a constant can be specified for the parameter. 


【 意 味 】 
その パラ メー タ は 定数 し か 記述 出来 ませ ん . 
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Specify built-in macro parameters link this: $1,$2... 


【 意 味 】 
組み 込み マク ロ の パラ メー タ は $1, $2... と いう よう に 指定 し て くだ さい . 


Storage class of parameter can be used only auto and register 


【 意 味 】 
引数 の 記憶 クラ ス に 使用 で きる の は オー ト と レジ スタ の み で す . 
func (8) 
static int ai /*static は 不可 */ 
{ 


] 


String or character-constant not terminated 


【 意 味 】 

文字 列 や 文字 定数 が 終了 し て いま せん . 
"abc ・…・ 終わ ら な い (" が な い ) 

"ab …・… 終わ ら な い ( が な い ) 


Struct size too big 


【 意 味 】 
構造 体 (共用 体 ) が 大 き 過 ぎ ま す . 使用 可能 な 最大 サイ ズ は 定義 体 に より 異な り ま す . 
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SyntaxX errOr 


【 意 味 】 


構文 に 誤り が あり ます . 


, 
int func1(b, c) : 
int func2(int, int) 


Int func3 


int func4(d) 


@ 寿 症 四 8 
gOtOo , 


struct st 
b1:2: 

] bit: 

」= 0128: 


/* 宣 言 に クラ ス も タイ プ も な い */ 
/* プ ロト タイ ブ 記 述 に 型 が な い */ 
/* 引 数 に 名 前 が な い */ 


/*() が な い 関数 に な っ て いな い */ 


/* 引 数 宣言 に 型 が な い */ 


/* 添 字 が な い */ 
/* ラ ベル が な い */ 


/* ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 型 が な い */ 


/*8 進 定 数 に ' 8 , 9 が ある 


た だ し 08, 09 は 10 進数 と し て 処理 する */ 


その 他 


Syntax error (n : 0 - 255) 


【 意 味 】 


シン タッ クス エラ ー( グ ルー プ 番 号 の 範囲 は 0 て 255) 


Syntax error In constant formula 


【 意 味 】 
定数 に 関す る 誤り が あり ます . 
int ai 
int bl[al: /* サ イズ が 定数 で な い */ 


員 結 上 間 乾 /* サ イズ が 整数 で な い */ 
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Target of assignment operation is "CONST" 


【 意 味 】 
const タイ プ に 代入 し て いま す . 


Int const 米 D, 


Int const 訟 
30 三唱 /* エ ラー ネ */ 
p[i] = 10: /* エ ラー キ */ 
| 呈 5: /* エ ラー ネ */ 


That kind of value can't be used for the argument of “xxx" 


【 意 味 】 
その 種類 の 値 は xxx の 引数 に は 使え ませ ん . 


That type can't be used for the built-in macro interface. 


【 意 味 】 
その 型 は 組み 込み マク ロ の イン ター フェ イス に は 使え ませ ん . 


The built-in macro and interface definitions do not match. 


【 意 味 】 
組み 込み マク ロ の 記述 定義 と イン ター フェ イス 定義 が あっ て いま せん . 


The bult-in macro is duplicated. 


【 意 味 】 
組み 込み マク ロ の 定義 が 重複 し て いま す . 


The end of #Dragma is illegal. 


【 意 味 】 
#pragma の 終了 が 正しく あり ませ ん . 
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The 


The 


The 


The 


The 


interface definition is duplicated. 


【 意 味 】 
イン ター フェ イス 定義 が 重複 し て いま す . 


nest of #pragma is not allowed. 


【 意 味 】 
この #pragma は 入れ 子 ( ネ スト ) で , 使用 する こと は で きま せん . 


number Of parameters IS WrOn9. 


【 意 味 】 
パラ メー タ の 数 が 正しく あり ませ ん . 


PE value can not return. 


【 意 味 】 
PE 値 は リタ ー ン で きま せん . 


special array is illegal. 


【 意 味 】 
特殊 配列 の 記述 が お か し い . 


special array is illegal (The flag register is not allowed) . 


【 意 味 】 
特殊 配列 の 記述 が お か し い . (フラ グレ ジス タ は 許さ れ な い ) 


type 0f the return value for the built-in macro is wron9. 


【 意 味 】 
組み 込み マク ロ の リタ ー ン 値 の 型 が 違い ます . 
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The variable which was declared by using this special memory class can not be 
initialized. 


【 意 味 】 
この 特殊 記憶 クラ ス を 使っ て 宣言 し た 変数 は 初期 化 で きま せん . 


There is a [oop in PE if. 


【 意 味 】 
PE if の 中 に ルー プ が あり ます . 


There is a xxx In PE if. 


【 意 味 】 
PE if の 中 に xxx が あり ます . 


This special memory class can not be specified together with the other special memory 
class. 


【 意 味 】 
この 特殊 記憶 クラ ス は 他 の 特殊 記憶 クラ ス と 同時 に 指定 で きま せん . 


Too few argument of macro 


【 意 味 】 
マク ロ の 引数 の 数 が 足り ませ ん . 


#define A(a,b) ‥・・ 
A(1) : 


To0 many ar9ument of macro 


【 意 味 】 


マク ロ の 引数 の 数 が 多 す ぎ ま す . 


#define A(a) 
A(1.2) : 
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Undefined label (xxx) 


【 意 味 】 
ラベ ル (xxx) が 定義 され て いま せん . 


Undefined name (xxxx) 


【 意 味 】 
名 前 が 宣言 され て いま せん (xxxx). 


Undefined static function (xxxX) 


【 意 味 】 
スタ ティ ッ ク 関 数 (xxxx) が あり ませ ん . 


Undefined tag in some argument 


【 意 味 】 
引数 の 中 に 未定 義 タ グ の 使用 が あり ます . 


func (a,b) 

struct Aai: 

struct Bb: 
{ 

] 


Undefined tag(xxxxX) 


【 意 味 】 


xxxx は タグ で は あり ませ ん . xxxx は 未定 義 で す . 
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Unexpected expression 


【 意 味 】 

ここ に 式 は 記述 で きま せん . 

a = b+o: /* 関 数 の 外 */ 
func () 


( 
] 


Unexpected xxXX 


【 意 味 】 
ここ に xxxx は 記述 で きま せん . 
介 阿 に 電 人 の /* い き な り [*/ 
EE 呈 5 /*. の 後に メン バ が な い */ 
D=> =X: /*-> の 後に メン バ が な い */ 
&&c: /* い き な り 8&8*/ 
struct bit [| 
jle 唐 次 隊 /* 配 列 に ビッ ト フ ィ ー ル ド 指 定 */ 
]bit1: 


Unknown size (XXxX) 


【 意 味 】 
変数 (xxxx) の 大 き さ が わか り ま せん . 

struct ab: /* タ グ a の 定義 が な い の で b の 大 き さ が わか ら な い */ 
struct ci: /* サ イズ が 0*/ 


Unrecognized type 


【 意 味 】 

型 に 誤り が あり ます . 

SR 人 GlI 際 5 /*i の 型 記述 が な い */ 
SEINIIGINGNUOUINUGIN 訴 DOG /* 構 造 体 が ルー プ し て いる */ 
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Value of the case label is not constant 


【 意 味 】 


case ラベ ル の 値 が 定数 で は あり ませ ん . 
case X: 


Variable is declared already(xxxx) 


【 意 味 】 
変数 は 定義 済 で す (xxxx) 
SEC IS3U5 
int funcl(D) 
int b,b: 
{ 
) 


Zero Or negative subscript for array 


【 意 味 】 


0 また は マイ ナス の 大 き さ の 配列 宣言 が あり ます . 
Int a[-10]: 


XXXX redulred 


【 意 味 】 
xxxx が 必要 で す . 
struoct /* [が 必要 */ 
dll /*' が 必要 */ 
b= “aboc : /*” が 必要 */ 
int c /*: が 必要 */ 
func1(d[3]: /*, が 必要 */ 
func2 (d[3], : 


/*) が 必要 */ 
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"XXXX 1S needed here 


【 意 味 】 
xxxx を 記述 すべ き 所 に 記述 され て いま せん . xxxx に は ')', '(, 等 が あり ます . 


XXXX nOt terminated 


【 意 味 】 
xxxX が 終了 し て いま せん . 
半生 
| 
| /*#fendif が な い */ 
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【 重 大 が エラ ー〔(-F-)】 


Duplicate function 


【 意 味 】 
同名 の 関数 が 既に あり ます . 


File 1/0 error!(xxxx) 


【 意 味 】 
ファ イル の 1I/0 エラ ー が 発生 し まし た . 


File name too long 


【 意 味 】 
イン クル ー ド ファ イル の 名 前 が 100 バイ ト 以 上 あり ます . 


Found bug of GENERATOR(xxxx) 


【 意 味 】 
定義 体 に 内 部 エラ ー が あり まし た . 


Found bug of XCCV(preprocess0r) 


【 意 味 】 
XCCV の プリ プロ セッ サ に 内 部 エラ ー が あり まし た . 


Found bug of XCCV(xxxx) 


【 意 味 】 
XCCV に 内 部 エラ ー が あり まし た . 
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Illegal macro usage 


【 意 味 】 
マク ロ の 使用 に 誤り が あり ます . 
#define a(b,c) brc 
Xi=ai(( Z */ ) が な い */ 


Inline Macro parameter errOr 


【 意 味 】 
外部 ファ イル で 定義 むせ する イン ライ ン 展 開 マ クロ の パラ メタ に 誤り が あり ます . 


Insufficient work area 


【 意 味 】 
コン パイ ル 作 業 領域 (仮想 メモ リ ) が 不足 し まし た . 


Section name too long 


【 意 味 】 
#pragma sect の セク ショ ン 名 が 32 バイ ト 以 上 あり ます . 


Unexpected end-of-file 


【 意 味 】 
途中 で end-of-file に な り ま し た . (まだ 関数 が 終了 し て いま せん ) 


XCCV compile limit!( asm) 


【 意 味 】 
_ asm で 記述 する 文字 列 が 512 バイ ト 以 上 あり ます . 
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XCCV compile Limit!(block>31) 


【 意 味 】 
宣言 の ある ブロ ッ ク の ネス ト が 32 以上 あり ます . 


XCCV compile Limit!(case) 


【 意 味 】 
case ラベ ル が 多 す ぎ ま す . (1 つの switch で 255 以上 の 定義 は で きま せん ) 


XCCV compile Limit!(comment length) 


【 意 味 】 
コメ ント が 長 す ぎ ま す . (1000 行 ぐ らい まで に し て くだ さい ) 


XCCV compile limit!(conditional compile) 


【 意 味 】 
条件 コン パイ ル (#if 等 ) の ネス ト が 32 以上 あり ます . 


XCCV compile limit!(float value overflow) 
【 意 味 】 
float, double 定数 の 内 部 表現 を コン パイ ル ・ マ シン の 表現 か ら MPU の 表現 に 変換 する と 
き に オー バー フロ ー が 発生 し まし た . (コン パイ ル ・ マ シン で は 表現 で き て も MPU で は 表 
現 で きま せん ) 


XCCV compile limit!(function) 


【 意 味 】 
関数 が 大 きす ぎ ま す . (基本 ブロ ッ ク が 32760 以上 あり ます ) 
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XCCV compile Limit!(include) 


【 意 味 】 
イン クル ー ド ファ イル の ネス ト が 32 以上 あり ます . 


XCCV compile limit!(loop leveD) 


【 意 味 】 
ルー プ の ネス ト が 16 以上 あり ます . 


XCCV compile limit!(macro scan level) 


【 意 味 】 
マク ロ の ネス ト が 256 以上 あり ます . 


XCCV compile limit!(memory また は local variable) 


【 意 味 】 
メモ リ が 足り ませ ん . 


XCCV compile limit!(source length) 


【 意 味 】 


ソー ス が 長 す ぎ ま す . 1 行 が 長 す ぎ ま す . #asm が 長 す ぎ ま す . (2048 バイ ト ま で に し て く 
を SM 


XCCV compile limit!(statement) 


【 意 味 】 
文 の ネス ト が 32 以上 あり ます . 文法 的 に 複雑 すぎ ます . 


XCCV compile Limit!(type attribute) 


【 意 味 】 


宣言 子 が 長 す ぎ ま す . int ***…・・Dj で * が 30 以上 あり ます . 
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XCCV compile Limit!(value stack) 


【 意 味 】 
プリ プロ セッ サ の 処理 する 式 が 複雑 すぎ て スタ ッ ク エ リア が 不足 し まし た . 


XCCV compile Limit!(work area) 


【 意 味 】 
プリ プロ セッ サ の マク ロ 展 開 で 作業 域 が 不足 し まし た . 


XCCV compile Limit!(xxxxxx) 


【 意 味 】 
XCCVO の コン パイ ルリ ミッ ト に より コン パイ ル で きま せん . 


XXXXXX Inh オブ ジェ クト ファ イル 名 


【 意 味 】 
オブ ジェ クト プロ グラ ム の 出力 エラ ー が 発生 し まし た . 


XXXXXX In ソース ファ イル 名 


【 意 味 】 
ソー スプ ログ ラム の 入力 エラ ー が 発生 し まし た . 


XXXXXX In 定義 体 フ ァイル 名 


【 意 味 】 
定義 体 の 入力 エラ ー が 発生 し まし た . 


313 


【 通 知 メ ッ セ ー ジ (-1-)】 


A length of the file name is better be within xx characters 
【 意 味 】 
ファ イル 名 が xx 文字 を 超え て いま す . (オブ ジェ クト の セク ショ ン 名 が 他 の ファ イル と 
重なる 可能 性 が あり ます の で , な る べく xx 文字 以内 に し て くだ さい ) 


Completed with XX errOr, yy Warning meSSa96S 


【 意 味 】 
xx 個 の エラ ー と yy 個 の 警告 を 検出 し て コン パイ ル を 終了 し まし た . 
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C コン パイ ラ の XMAC-V2 構造 体 生 成 機能 


915 


機能 概要 


( ソー ス ( ヘ ッ ダ ファ イル ) を 解析 し て , XMAC-V2 の イン クル ー ド ファ イル を 生成 し ます . 

言語 で 書か れ た 構造 体 , ビッ ト フ ィ ー ル ド 等 を , XMAC-V2 アセ ン ブ ラ 強化 機能 (XASS-V アセ ン 
ブラ マニ ュ ア ル 参 照 ) の 形式 で 生成 し ます . 

生成 され た イン クル ー ド ファ イル を 使う 事 に より , アセ ン ブ ラ レベ ル で も (C ソー ス で 宣言 され 


た 構造 体 の 使用 が 可能 に な り ま す . 


生成 ファ イル 使用 方 法 


トト に 、 、 。 ぞ ぞ - つ 
G リー スズ WW.c*h) 


1 の 1 
-MaGV2 ウッ 


KaSS-V 入 び XLNK-V 


・ 生 成 の 対象 に な る の は , 構造 体 , ビッ ト フ ィ ー ル ド の タグ と メン バ , enum, typedef で 宣 
言 さ れ た 構造 体 名 等 で す . 関数 内 ロー カル スコ ー プ に ある 宣言 に つい て は 生成 の 対象 に は 
な ら ず 無視 され ます . 

・XMAC-V2 構造 体 生 成 機能 は , XCC-V V9.19 以上 , XMAC-V2 V2.16 以上 で ご 利用 に な れ ま す . 
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注目 
本 マニ ュ ア ル 「C コン パイ ラ に よる XMAC-V2 構造 体 生成 機能 仕様 」 の 説明 内 で 記述 され て いる ア 
セン ブル 言語 に よる 用 例 は 全て M68000MPU の アセ ン ブ ラ で 記述 し て あり ます . 
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C ソー ス ( ヘ ッ ダ ファ イル ) 


( 言語 で 書か れ た ソー ス の こと で す . 


XMAC-V2 の イン クル ー ド ファ イル 


生成 され た イン クル ー ド ファ イル 
生成 ファ イル 


XCC-V の XMAC-V2 構造 体 生 成 機能 に より 生成 され , XMAC-V2 に 渡さ れる ファ イル を 指し て 


いま す . 


void func() 


( 
1 


struct tag]1 { int mem1i int mem2: ] str1: 
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コン パイ ルオ プシ ョ ン 
-XMACV2 
XMAC-V2 の イン クル ー ド ファ イル の 生成 を 行い ます . (参照 : 機 能 概 要 ) 


生成 ファ イル は "ソー ス 名 inc" と な り ま す , 


注 )XCC-V は -XMACV2 系 オプ ショ ン を 使っ た 場合 , 通常 の アセ ン ブ ラ ソー ス 生 成 は 行い ませ ん . 


-XMACV2_ 

名 前 生成 に つい て の 制御 オプ ショ ン で す . ( 言語 の 識別 子 (タグ 名 , メン バ 名 等 ) の 後に アン ダー 
スコ ア を 付け た 名 前 を 生成 し ます . (生成 され る 全て の 名 前 の 後に アン ダー スコ ア が 付き ます . ) 
これ に より 識別 子 と アセ ン ブ ラ 予約 語 の 名 前 の 衝突 を 回 避 で きま す . 


例 


nammC => Iam6e 


それ 以外 の 処理 は -XMACV2 オプ ショ ン と 同様 で す . 
他 の -XMACV2 系 オプ ショ ン と の 併用 も 可能 で す . 


-XMACV2_MHOLE_NUMBERS 
名 前 自動 生成 の 時 , 生成 する 名 前 に 使う 通し 番号 を ソー ス 全 体 で の 通し 番号 と し ます . 
この オプ ショ ン を 指定 し な い 場合 は その 構造 体内 で の 通し 番号 と な り ま す . 


-XMACV2_BITS 

BITS 疑似 命令 を 使っ て ビッ ト フ ィ ー ル ド を 生成 し ます . 
それ 以外 の 処理 は -XMACV2 オプ ショ ン と 同様 で す . 

他 の -XMACV2 系 オプ ショ ン と の 併用 も 可能 で す . 


-XMACV2 BITS オプ ショ ン の 指定 が な い 場 合 は ビッ ト フ ィ ー ル ド 全 体 に 割り 当て られ る 領域 が DS 
疑似 命令 に より 生成 され ます . (詳し く は ビッ ト フ ィ ー ル ド を 参照 し て くだ さい ) 


注 )XMAC-V2 は 1 バイ ト =1 ロケ ーション , DB=1 バイ ト , DW=2 バイ ト , DD=4 バイ ト と いう アセ ン 
ブラ の 仕様 を 前 提 と し て ビッ ト フ ィ ー ル ド の 展開 を 行い ます . 2 バイ ト =1 ロケ ーション の よう 
な 異な る 仕様 の MPU で は , 正しく ビッ ト フ ィ ー ル ド を 生成 で きま せん . その よう な MPU を 使用 す 
る 場合 は -XMACV2_BITS オプ ショ ン を 指定 し な いで くだ さい . 
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-XMACV2_ALIAS 

言語 の enum, typedef か ら ALIA5 疑似 命令 を 生成 し ます . (詳し く は enum , typedef 名 を ご 覧 
くだ さい ) そ れ 以 外 の 処理 は -XMACV2 オプ ショ ン と 同様 で す . 
他 の -XMACV2 系 オプ ショ ン と の 併用 も 可能 で す . 


-XMACV2_PRAGMA OFF 
#pragma xmacv2_off の 状態 で ( 言語 解析 を 行い ます . (詳し く は 追加 プラ グマ を ご 覧 くだ さい ) 
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-XMACV2 系 コン パイ ルオ プシ ョ ン 


-XMACV2 で 始ま る コン パイ ルオ プシ ョ ン で 以下 の も の が あり ます . 


-XMACV2 

-XMACV2_ 
-XMACV2_WHOLE_NUMBERS 
-XMACV2_BITS 
-XMACV2_ALIAS 

-XMACV2 PRAGMA OFF 


上 記 オ プシ ョ ン の いずれ か が 一 つ で も 指定 され れ ば , XCC-V は XMAC-V2 構造 体 生成 機能 を 実行 し 


ます . 


通常 の アセ ン ブ ル 生 成 


XCC-V は -XMACV2 系 オプ ショ ン を 付け な いで 実行 する と 本 来 の ソー スコ ン パ イル を 行い , 実行 可 


能 な アセ ンプ ブラ を 生成 し ます . 


名 前 の 衝突 


アセ ン ブ ラ で は , アセ ン ブ ラ 予約 語 と 同じ 名 前 の ラベ ル が ある 場合 や , 同じ 名 前 の ラベ ル が 複数 


ある 場合 は シン タッ クス エラ ー と な り ま す . 
この よう な 名 前 の 重複 を 名 前 の 衝突 と いい ます . 


ロケ ーション 


メモ リ の アド レス が 付い て いる 最小 単位 の 事 で す . 1 バイ ト 単 位 で アド レス が 付い て いれ ば 1 バ 
イト =1 ロケ ーション に な り ま す . 

デジ タル シグ ナル プロ セッ サ (DSP) な ど は 複数 バイ ト で 1 ロケ ーション に な っ て る も の も あり ま 
す . 
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用 語 の 説明 


C ソー ス ( ヘ ッ ダ ファ イル ) 
言語 で 書か れ た ソー ス の こと で す . 


XMAC-V2 の イン クル ー ド ファ イル 
生成 され た イン クル ー ド ファ イル 


生成 ファ イル 
XCC-V の XMAC-V2 構造 体 生 成 機能 に より 生成 され , XMAC-V2 に 渡さ れる ファ イル を 指し て いま す . 


関数 内 ロー カル スコ ー プ に ある 宣言 
関数 内 で 記述 され た 宣言 で す . 


例 . ロー カル スコ ー プ に ある 宣 


void func() 


( 
] 


下 


struct tag] | int memli int mem2: | str1: 


-XMACV2 系 コン パイ ルオ プシ ョ ン 
-XMACV2 で 始ま る コン パイ ルオ プシ ョ ン で 以下 の も の が あり ます . 


-XMACV2 

-XMACV2_ 
-XMACV2_WHOLE_NUMBERS 
-XMACV2 BITS 
-XMACV2_ALIAS 

-XMACV2 PRAGMA OFF 


上 記 オ プシ ョ ン の いずれ か が 一 つ で も 指定 され れ ば , XCC-V は XMAC-V2 構造 体 生成 機能 を 実行 し 
ます . 


通常 の アセ ン ブ ル 生 成 
XCC-V は -XMACV2 系 オプ ショ ン を 付け な いで 実行 する と 本 来 の ソー スコ ン パ イル を 行い , 実行 可 
能 な が な アセンブラ を 生成 し ます . 
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アラ イメ ント 調整 

構造 体 な どの 領域 を 境界 調整 する 事 で す . 

アラ イメ ント 調整 の 有無 や 調整 バイ ト 数 は 各 MPU 毎 に 異な り ま す . 

また , コン パイ ルオ プシ ョ ン に より 異な る 場合 も あり ます . ご 注意 くだ さい . 


が 日 ケー ジョ ヨン 
領域 の 割り 当て の こと で す . 


ロケ ーション 

メモ リ の アド レス が 付い て いる 最小 単位 の 事 で す . 1 バイ ト 単 位 で アド レス が 付い て いれ ば 1 バ 
イト =1 ロロ ゲー ショ ン に な り ま す 、 

デジ タル シグ ナル プロ セッ サ (DSP) な ど は 複数 バイ ト で 1 ロケ ーション に な っ て る も の も あり ま 


構造 体 の 入れ 子 宣言 
構造 体 の 宣言 の 中 に 構造 体 の 宣言 が ある 場合 を , 構造 体 の 入れ 子 宣言 と いい ます . 
例 . 構造 体 の 入れ 子 宣言 (C 言語 ソー ス ) 
struct tag_a [ 
struct tag b | 


Int mem_c: 
] mem_d: 


タグ 名 
構造 体 等 の 名 前 で す . 


struct namel { .. } name2: 


namel が タグ 名 で す . name2 は 領域 名 で す . 


ビッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド 名 
1 バイ ト な いし 1 ワー ド 領 域 に 割り 付け られ た ビッ ト フ ィ ー ル ド の 領域 名 で す . 


名 前 の 衝突 

アセ ン ブ ラ で は , アセ ン ブ ラ 予約 語 と 同じ 名 前 の ラベ ル が ある 場合 や , 同じ 名 前 の ラベ ル が 複数 
ある 場合 は シン タッ クス エラ ー と な り ま す . 

この よう な 名 前 の 重複 を 名 前 の 衝突 と いい ます . 
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生成 疑似 命令 


以下 の XMAC-V2 疑似 命令 及び アセ ンプ ブラ 疑 似 命 令 を 使っ て XMAC-V2 ヘッ ダフ ァイル を 生成 し ま 
す . 


STRUC 
構造 体 の 宣言 を ? 


1! 
と 
9t 
0 


DS 
構造 体内 の 領域 確保 の た め に D5 疑似 命令 を 使い ます . 
アラ イメ ント 調整 も DS 疑似 命令 で 行い ます . 


ALLOC 
構造 体 の 入れ 子 宣言 に 使用 し ます . 


ALIAS 
enum メン バ , typedef に よる 構造 体 の 別名 宣言 の 生成 に 使用 し ます . 
(-XMACV2 ALIAS オプ ショ ン 指 定時 の み ) 


BITS 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 生成 に 使用 し ます . に XMACV2_ BITS オプ ショ ン 指 定時 の み ) 
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アラ イメ ント 調整 


構造 体 な どの 領域 を 境界 調整 する 事 で す . 
アラ イメ ント 調整 の 有無 や 調整 バイ ト 数 は 各 MPU 毎 に 異な り ま す . 
また , コン パイ ルオ プシ ョ ン に より 異な る 場合 も あり ます . ご 注意 くだ さい . 


構造 体 の 入れ 子 宣言 


構造 体 の 宣言 の 中 に 構造 体 の 宣言 が ある 場合 を , 構造 体 の 入れ 子 宣言 と いい ます . 


例 . 構造 体 の 入れ 子 宣言 (C 言語 ソー ス ) 
struct tag_a | 
struct tag b [ 
Int mem_c: 
] mem_d: 
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名 前 目 動 生成 


C ソー ス 中 に 無名 の 構造 体 な ど が ある 場合 , XCC-V は XMAC-V2 ヘッ ダフ ァイル を 生成 する 際 に , 
タグ 名 , ビ ッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド 名 を 自動 生成 し ます . 

名 前 の 生成 方 法 は , -XMACV2_WHOLE_ NUMBERS オプ ショ ン を 指定 し た 場合 と 指定 し な か っ た 場合 で 
異な り ま す . 


-XMACV2_WHOLE_NUMBERS オプ ショ ン を 指定 し た 場合 : 
ソー ス の は じ め か ら の 通し 番号 で タグ 名 ,。 ビッ ト フ ィ ー ル ド 名 を 生成 し ます . 


例 . 

name_tag001 

1 1 

| トーーーーー tag+ 通 し 番号 (ビッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド 名 の 場合 は "bits+ 通 し 番号 “) 
上 RE ソー ス フ ァ イル 名 (ファ イル タイ プ は 削除 ) 


通し 番号 は ソー ス の は じ め か ら 順 番 に 振ら れ た 番号 に な り ま す . 


例 . タグ 名 の 自動 生成 
C ソー ス (source1.h) 
struct [ /* タグ 名 が 無い */ 
Short mem]: 
Short mem2: 
] str1: 


生成 結果 
sourcel_tag001 STRUC 
mem] DS 2 
mem2 DS 2 
] 
str1 の 宣言 が ソー ス の 最初 に ある 場合 , タグ 名 は source1_tag001 と な り ま す . 


-XMACV2_WHOLE NUMBERS オプ ショ ン を 指定 し た 場合 , XMAC-V2 構造 体 生 成 を や り 直 す と 通し 番号 
が 振り 直さ れ て し まう た め , ユー ザ が アセ ン ブ ラ で 記述 し た 内 容 と 整合 性 が 取れ な く な る 場合 
が あり ます . 

自動 生成 され る 名 前 の 使用 に は ご 注意 くだ さい . 
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-XmaVC2 オプ ショ ン 指 定時 は 名 前 の 最後 に アン ダー スコ ア が 付き ます . 


例 . 
name tag001_ 


-XMACV2_WHOLE_NUMBERS オプ ショ ン を 指定 し な か っ た 場合 : 
C ソー ス 中 の 構造 体 の 名 前 を 基 に タグ 名 , ビッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド 名 を 生成 し ます . 


例 . 
name_tag001 
† † 
| トーーーーー tag+ 通 し 番号 (ビッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド 名 の 場合 は "bits+ 通 し 番号 “) 
「ーーーーーーー 基 と な る 構造 体 名 


通し 番号 は 基 と な る 構造 体 の 中 で 順番 に 振ら れ た 番号 に な り ま す . 


例 . タグ 名 の 自動 生成 1 
C ソー ス 
struct [ /* タグ 名 が 無い */ 
Short mem]: 
Short mem2: 
] str1: 


生成 結果 
str1 tag001 STRUC { 
mem] DS 2 
mem2 DS 2 
] 


構造 体 の 名 前 を 基 に タグ 名 は str1_tag001 と な り ま す . 


た だ し , 構造 体 の 入れ 子 宣言 が ある 場合 は 子供 の 構造 体 の タグ 名 も 親 の 構造 価 内 で の 通し 番号 
と な り ま す . 
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例 . タグ 名 の 自動 生成 2 


( ソー ス 

struct [ /* タグ 名 が 無い */ 
struct [ /* タグ 名 が 無い */ 
] mem1: 

] str1: 

str1 tag001 STRUC { , 子 の 構造 体 

] 

str1 tag002 STRUC , 親 の 構造 体 


meml ALLOC str1_tag001, ASYNC 


も し 構造 体 宣言 が 構造 体 を 定義 する も の で は な く 構 造 体 の ポイ ンタ な ど を 宣言 する も の で あっ 
て も , その 宣言 で 最初 に 定義 され る 識別 子 の 名 前 を 基 に 構造 体 の タグ 名 を 作り ます . 


例 . タグ 名 の 自動 生成 3 
0 ウー ズバ 


struct [ /* タグ 名 が 無い */ 


] *ptr1, str1: 


ptr1_tag001 STRUC 


] 


ptr1 は 構造 体 で は な く 構 造 体 の ポイ ンタ で す が , 型 に は 関係 な く 
ptr1_tag001 と いう タグ 名 に な り ま す . 


構造 体 中 に 暗黙 の BITS 命令 生成 (ビッ ト フ ィ ー ル ド 生 成 制 限 1, 制限 2 参照 ) が 複数 必要 な 場合 が 
あり ます . 
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例 . ビッ ト フ ィ ー ル ド の 自動 生成 
( ソー ス 
struct str1 { 
Int bit1:16: 
Int bit2:16: 
Int bit3:16: 
Int bit4:16: 


生成 結果 
str1 tag001 BITS [ 
bit1:16 
bit2:16 
] 
str1 tag002 BITS [ 
bit3:16 
bit4:16 
] 
str1 STRUC { 
str]1_bits001 ALLOC str1_tag001 , ASYNC 
str1_bits002 ALLOC str1_tag002 , ASYNC 
] 


ビッ ト フ ィ ー ル ド が 32 ビッ ト を 超え る た め 32 ビッ ト ご と に 分 離さ れ て , 
それ ぞ れ 名 前 が 付け られ ます . 


-XMACV2_WHOLE NUMBERS オプ ショ ン を 指定 し な か っ た 場合 , 構造 体 名 か ら 名 前 を 作成 する の で ( 
ソー ス に 構造 体 等 を 追加 する な ど ソ ー ス を 修正 し て も アセ ン ブ ラ の 記述 を 変更 する 必要 は あり 
ませ ん . 

た だ し , ソー ス 中 の 構造 体 名 が 長い 場合 , アセ ン ブ ラ 識別 子 の 有効 文字 数 の 制限 に 引っ か か る 可 
能 性 が あり ます . 
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タグ 名 


構造 体 等 の 名 前 で す . 


struct namel { .. } name2: 


namel が タグ 名 で す . name2 は 領域 名 で す . 


ビッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド 名 


1 バイ ト な いし 1 ワー ド 領 域 に 付け られ た ビッ ト フ ィ ー ル ド の 領域 名 で す . 


構造 体 の 入れ 子 宣言 


構造 体 の 宣言 の 中 に 構造 体 の 宣言 が ある 場合 を , 構造 体 の 入れ 子 宣言 と いい ます . 
例 . 構造 体 の 入れ 子 宣言 (C 言語 ソー ス ) 
struct tag_a | 
struct tag_ b [ 


Int mem_c: 
] mem_d: 
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XMAC-V2 の 名 前 の 制限 に つい て 


XMAC-V2 の アセ ンプ ブラ 強化 機能 で 使わ れる 識別 子 の 仕様 は 以下 の ひよ うに な っ て いま す . 
識別 子 の 有効 文字 数 :32 文字 


32 文字 を 超え た 場合 , XMAC-V2 で エラ ー に な り ま す . 

また , XMAC-V2 で は 名 前 空間 の 概念 が な い の で , 構造 体 の タグ 名 と メン バ 名 に 同じ 名 前 を 
使う と , ( 言語 で は 名 前 の 衝突 を 起こ し ませ ん が , XMAC-V2 で は 名 前 の 衝突 と 見 な され , 
エラ ー に な り ま す . 
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構造 体 


( 言語 で 書か れ た 構造 体 を XMAC-V2 アセ ン ブ ラ 強化 機能 を 使っ た 構造 体 と し て 生成 し ます . 

生成 され た 構造 体 を 使っ て 構造 体 の アロ ケー ショ ン が で きま す . 

構造 体 メ ン バ 名 は 構造 体 の は じ め か ら の オフ セッ ト と し て 使え ます か ら , 構造 体 メ ン バ の 参照 
ア 


を アセ ンプ ブラ で 簡単 に 記述 で きま す . 
構造 体 の 生成 

構造 体 の 用 法 

アロ ケー ショ ン 


領域 の 割り 当て の こと で す . 
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構造 体 の 生成 


言語 で 書か れ た 構造 体 を XMAC-V2 アセ ン ブ ラ 強化 機能 の 構造 体 と し て 生成 し ます . 
構造 体 の 中 に 構造 体 の 定義 が ある 場合 は 2 つの 独立 し た 構造 体 の 定義 に 分 離さ れ ま す . 
構造 体 に タグ 名 が な い 場 合 に は 自動 的 に タグ 名 が 付け られ ます . (名 前 自動 生成 参照 ) 


例 . 構造 体 の 生成 


C ソー ス 
struct [ /* タグ 名 が 無い */ 
struct [ /* タグ 名 が 無い */ 
short mem1l, 
short mem2: 
] mem3: 
Short mem4: 
] str1: 
str1 tag001 STRUC [ 
mem1] DS 2 
mem2 DS 2 


] 

str1_tag002 STRUC [ 
mem3 ALLOC str1_tag001 , ASYNC 
mem4 DS 2 


注 ) 構 造 体 メン バ の 領域 は DS 疑似 命令 で 生成 され ます . 

領域 を 確保 する 疑似 命令 は , 他 に も DB, DW, DD, DSB, DSW, DSD 等 が あり ます が , 各 MPU で 仕様 が 異 
な り ま す . 各 MPU で 仕様 が 同じ 疑似 命令 は DS だ け で す . (DS1=1 ロケ ーション ) 

XMAC-V2 は 各 MPU の 仕様 を 認識 し ませ ん の で , XMAC-V2 アセ ン ブ ラ 強化 機能 を 使っ て 構造 体 を 生 
成す る 場合 は , DS 疑似 命令 を 使用 し て くだ さい . 


ロケ ーション 


メモ リ の アド レス が 付い て いる 最小 単位 の 事 で す . 1 バイ ト 単 位 で アド レス が 付い て いれ ば 1 バ 
イト =] ロケ ーション に な り ま す . 

デジ タル シグ ナル プロ セッ サ (ODSP) な ど は 複数 バイ ト で 1 ロケ ーション に な っ て る も の も あり ま 
す . 
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構造 体 の 用 法 


アセ ンプ ブラ で 構造 体 の メモ リ 割 り 当 て を 行う 時 に XCC-V で 生成 し た 構造 体 を 使用 で きま す . ( 注 
1, 注 2) 


例 . 構造 体 の 割り 当て 


C ソー ス 
struct str1 [ 
short mem]: 
議 : 
str1 STRUC | 
mem] DS 2 
] 
ユー ザ 記 述 
STR_ 1 ALLOC str1 , ASYNC {] ij struct str]1 STR_1 


注 1) 構 造 体 の アラ イメ ント は XCC-V が 計算 し て D5 疑似 命令 で 生成 し ます . 
XMAC-V2 は 境界 調整 を 行う 必要 が あり ませ ん . XMA(-V2 に 境界 調整 を 行わ せな いた め に は , ALLOC 
疑似 命令 で 必ず ”, ASYNC” を 指定 し て くだ さい . 


注 2 構造 体 の メン バ を DS 疑似 命令 で 出し た 場合 , アセ ン ブ ラ で 構造 体 の 初期 化 を 行っ て も , 
XMAC-V2 に より 初期 値 の 記述 は 無視 され ます . 


例 . 
amplel.inc …・・ 生成 ファ イル 
TABLE STRUC 【 
ME1 DS 3 
] 
samplel.xms …・‥ ユー ザ 作 成 フ ァイル 


%INCLUDE (sample1.inc) 
TAB1 ALLOC TABLE ,ASYNC {[ { 1.2.3 | ] 時 V2 は 初期 値 を 無視 し 
S 命令 を 生成 し ます . 


構造 体 メ ン バ の 初期 化 を 行う 場合 は LABEL 疑似 命令 と 領域 確保 の 疑似 命令 を 応用 し て , 初期 化 
を 行い ます 。 
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例 . LABEI 疑似 命令 に よる 構造 体 の 初期 化 


C ソー ス 
struct str] [ 
Short mem]: 
Short mem2: 


str] STRUC { 
meml DS 2 
mem2 DS 2 
] 


ユー ザ 記 述 
STR_ 1 LABEL str1 j struct str1 STR_1 = | 10,20 ] を 
DW 10 : ア セン ブラ で 記述 し た 場合 
DW 20 


( 言語 で 宣言 し た (割り 当て た ) 構 造 体 の メン バ 参 照 が で きま す . 


例 1. EXTNAL 名 + メ ン バ 参 照 


C ソー ス 
struct t_str] { 
long mem] : 
long men2 : 
] e_str1 : 
生成 結果 
t str1 STRUC [ 
mem] DS 4 
me2 DS 4 
] 
ユー ザ 記 述 


EXINAL  _e str1 


move.|  _e strl+t _str1.mem2, d0 idO = e str1.mem2 
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例 2. ポイ ンタ + メ ン バ 参 照 


C ソー ス 
struct t _str1 [| 
long mem] : 
long me2 : 
struct t_str]1 *next: 
] *p_str1 : 
生成 結果 
t str1 STRUC | 
mem] DS 4 
mem2 DS 4 
next DS 4 
] 
mi 二村 小 


EXINAL _p str1 


movea.| _p_strl, a0 

move.| t str1.mem2(a0), d0 idO = p_str1->mem2 
movea. | t str1.next(a0), a1 ja] = p_strl->next 
move.| t str1.mem2 (a1), d1 id] = p str1->next->mem2 


アセ ン ブ ラ で 割り 当て た 構造 体 の メン バ を 参照 で きま す . 


例 . アセ ン ブ ラ で 割り 当て た 構造 体 の メン バ 参 照 


C ソー ス 
struct t _str] [ 
long mem] : 
long meI2 : 
議 
生成 結果 
t_str1 STRUC { 
mem] DS 4 
mem2 DS 4 
] 
RE 


a_str]1 ALLOC tstr1 , ASYNC { ] 


move.| a strl.mem2, d0 idO = a str1.menm2 


メン バ 名 が 一 意 な 名 前 ( 他 の 構造 体 の メン バ や 他 の 識別 子 と 衝突 し て な い ) の 場合 に は "タグ 名 .“ 
の 記述 は 省略 で きま す . 
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例 . EXTNAL 名 + メ ン バ 参 照 ( タ グ 名 の 省略 ) 
(2 
RMUUUGI 叶 NMl 還 (| 
10ng meml: 
10ng mem2: 


je strl*D strl 


生成 結果 
細 S0 大 NIRUO 拓 t 
meml  D5 4 
mem2 DS 4 


EMI 主 WOSUNI の 省 / 
EXTNAL  e strl 
BEXTNAL  p strl 


mOVe.]  e strl+mem2,d0 jd0O = e_strl.mem2 


mOvea.1 p strl,a0 


mOvVe.1| mem2(a0),d1 id] = p strl->mem2 


タグ 名 の 指定 が 必要 で あり な が ら (言語 ソー ス で タグ 名 が 省略 され て いる 場合 は , XCC-V に より 


自動 生成 され た タグ 名 (名 前 自動 生成 参照 ) を 指定 し て くだ さい . 
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例 . 自動 生成 され た タグ 名 の 使用 


C ソー ス 
struct 1{ 
long mem] : 
long men2 : 
] e_str1 : 
struct 1{ 
short mem] : 
short meI2 : 
] e_str2 : 
生成 結果 


e_str]_tag001 STRUC [ 
mem] DS 4 
mem2 DS 4 
] 


e_str2 tag001 STRUC [ 
mem] DS 2 
mem2 DS 2 
] 


ユー ザ 記 述 
EXINAL _e str1 
EXTINAL _e_str2 


move.| _e strl+e_str]_tag001.mem2, d0 
move.W _e str2+e str2 tag001.mem2, d1 


/* タグ 名 が 無い */ 


/* タグ 名 が 無い */ 


idO = e str1.menm2 
id] = e str2.mem2 


アセ ン ブ ラ の 5IZE 演算 子 を 使っ て 構造 体 全体 の 大 き さ を 求め る 事 が で きま す . 
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例 . 構造 体 全 体 の サイ ズ を 求め る 
C ソー ス 
struct big_str [ 
char buf[100] : 
] : 


生成 結果 
big_str STRUC [【 
buf DS 100 


move.| # SIZE big_str,dO :dO = sizeof(struct big_str) 


注 ) 構 造 体 メン バ は D5 疑似 命令 で 出さ れる た め , アセ ン ブ ラ に 正しい 型 の 情報 が 渡り ませ ん . メ 
ン バ 名 に 対し て の LENGHT/TYPE 演算 は 正しい 結果 に な り ま せん . 例え ば , メン バ を DW で 出せ ば 
アセ ン ブ ラ に は それ が ワー ド 幅 の 型 だ と わか り ま す が , "DS 2" と 出さ れる と それ が 2 バイ ト の 
型 な の か 1 バイ ト の 型 の 配列 な の か が わか り ま せん . 


例 . LENGHT/TYPE 演算 の 不正 使用 
⑯ ツー 角 
struct tag] 
short nmem1: 
char mem2[2] : 


紅 


生成 結果 
tag1 STRUC | 
meml DS 2 コ Short も char [2] も 同じ 
mem2 DS 2 ー 
] 
ユー ザ 記 述 
mmOVe # LENGTH tag1.mem1, d0 j: 0O=2 ュ っ 同じ 
mmOVe # LENGTH tag1.mem2., d1 症 い 中 目 2/ ョ 
ImOVe # TYPE tag1.mem1, d2 ぉ ( 偽 局 1 用 同 尼 
moVe # TYPE tag1.mem2, d3 。 6 旭 呈 人 | = 
名 前 の 衝突 


アセ ン ブ ラ で は , アセ ン ブ ラ 予約 語 と 同じ 名 前 の ラベ ル が ある 場合 や , 同じ 名 前 の ラベ ル が 複数 
ある 場合 は シン タッ クス エラ ー と な り ま す . 
この よう な 名 前 の 重複 を 名 前 の 衝突 と いい ます . 
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共用 体 


XCC-V に よる XMAC-V2 構造 体 生 成 機能 は , 共用 体 を 生成 し ませ ん . 

XCC-V は メン バ の 領域 を DS 疑似 命令 で 生成 し ます . (構造 体 の 生成 注 参照 ) 

DS 疑似 命令 に よる 領域 の 生成 で は アセ ン ブ ラ に 型 の 情報 を 渡せ ませ ん . (構造 体 の 用 法 注 2 参 
照 ) 

共用 体 は 同じ 領域 に 異な る 型 の メン バ を 割り 当て ます が , XCC-V は メン バ の 型 情報 を 出せ ませ ん 
か ら 共 用 体 の 生成 は 意味 が あり ませ ん . 

構造 体 の 中 に 共用 体 が ある 場合 , 共用 体 全体 の サイ ズ が D5 疑似 命令 で 割り 当て られ ます . 


例 . 共用 体 の 生成 
C ソー ス 
struct tag] [ 

union tag2 [ 
char mem] : 
short mem2: 
long meIm3: 

] mem4: 
short mem5: 


tag1 STRUC [ 
mem4 DS 4 : 共用 体 tag2 の 領域 
mem5 DS 2 


共用 体 の 中 に 構造 体 が ある 場合 に も その 参照 に は 何ら 問題 が あり ませ ん . 
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例 . 共用 体 中 の 構造 体 の 参照 


C ソー ス 
struct tag] [ 
union tag2 [ 
char mem] : 
struct tag3 { 
Short mem2 : 
] Imem3 
] me4 : 
short mem5: 
] e_str : 
生成 結果 
tag3 STRUC { , 丈 
mem2 DS 2 
] 
tag1 STRUC { : 親 
mem4 DS 2 
mem5 DS 2 
] 
ユー ザ 記 述 
EXTNAL _e_str 


meve.W  _e str+tag1.mem4+tag3. mem2, dO 
: dO = e str. mem4.mem3. mem2 
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ビッ ト フ ィ ー ル ド 


-XMACV2 BITS オプ ショ ン 使 用 時 に は ( 言語 の ビッ ト フ ィ ー ル ド は BIT5 疑似 命令 を 使っ て 生成 さ 
れ ま す . (詳し く は ビッ ト フ ィ ー ル ド 生 成 を ご 覧 くだ さい ) 

BITS 疑似 命令 は 全て の MPU で 正常 に 動作 する 訳 で は あり ませ ん , ご 注意 くだ さい . (-XMACV2_BITS 
注 参照 ) 


-XMACV2_ BITS オ プシ ョ ン を 使わ な い 場 合 は ビッ ト フ ィ ー ル ド 全 体 に 割り 当て られ る 領域 が DS 疑 
似 命 令 に より 生成 され ます . この 時 , メン バ 名 は 最初 に 記述 し た ビッ ト フ ィ ー ル ド の 名 前 が 使わ 
れ ま す . 


例 . -XMACV2 BITS5 オプ ショ ン を 使わ な い 場 合 の ビッ ト フ ィ ー ル ド の 生成 
C ソー ス 
struct tag] [ 


int bit1:15: 
int bit2:1: 
Short mem3: 
議 
生成 結果 
tag1 STRUC { 
bit1 DS 4 : bit1 お よび bit2 の 領域 
mem3 DS 2 
] 
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ツ ド フィ イー ルド 年 成 


-XMACV2 BITS オプ ショ ン 使 用 時 に は ( 言語 の ビッ ト フ ィ ー ル ド は BIT5 疑似 命令 を 使っ て 生成 さ 


れ ま す . 


例 . ビッ ト フ ィ ー ル ド の 生成 


(C ソー ス 
struct bits1 { 
Int bit1:2: 
Int bit2:2: 
] : 
生成 結果 
bits1 BITS  [ 
:28 ビッ ト 調 整 
bit1:2 
bit2:2 


BITS 疑似 命令 に は 下記 の よう な 制限 が あり ます . XCC-V は BITS の 制限 を 回 避 し な が ら , ビッ ト 
フィ ー ル ド の 生成 を 行い ます . 
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制限 1 
XMAC-V2 で は ( 言語 の 様 に 構造 体 の 中 に ビッ ト フ ィ ー ル ド と それ 以外 の メン バ を 混在 させ る 事 
が で きま せん . XCC-V は 構造 体 の 中 の ビッ ト フ ィ ー ル ド を 独立 させ て 生成 し ます . ( 注 1) 


例 . ビッ ト フ ィ ー ル ド と それ 以外 の メン バ の 混在 


( ソー ス 
struct tag] [ 
Int bit1:2: 
Short mem2: 
1 議 : 
生成 結果 
tag1_tag001 BITS | 
:30 : ビ ッ ト 調 整 
同人 | 隊 2 


tag1 STRUC [ 
tag1_bits001 ALLOC tag1_tag001 , ASYNC 
mem2 DS 2 
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制限 2 

XMAC-V2 で は ビッ ト フ ィ ー ル ド の ビッ ト 幅 の 総和 は 32 ビッ ト ま で で す . 

XCC-V は ビッ ト フ ィ ー ル ド の ビッ ト 幅 の 総和 が 32 ビッ ト を 超え る 場合 ,2 つ の BITS 命令 を 出し , 
それ を 構造 体 宣言 で くく り ま す . ( 注 1) 


例 . 制限 2 に よる ビッ ト フ ィ ー ル ド の 分 割 生成 
ソ ョ ズバ 
struct strl { 
int Ditl:16: 
int Dit2:167 
int Dit3:16 
int bit4:16 


生成 結果 

strl tag001 BITS { 
bitl:16 
bit2:16 

) 

strl tag002 BITS { 
bit3:16 
bit4:16 

) 

strl STRUC { 
strl bits001 ALLOC strl tag001 , ASYNC 
strl bits002 ALLOC strl tag002 , ASYNC 


制限 1, 制限 2 に 引っ か か ら な い ビ ッ ト フ ィ ー ル ド だ けが , 1 対 1 に ビッ ト フ ィ ー ル ド か ら BITS 
疑似 命令 に 変換 で きま す . 
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例 . 1 対 1 に ビッ ト フ ィ ー ル ド か ら BIT5 疑似 命令 に 変換 
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制限 3 

言語 の ビッ ト フ ィ ー ル ド の 割り 当て 方 は 各 MPU に より 異な り , XCC-V の コン パイ ルオ プシ ョ ン 
に よっ て も 変わ り ま す . 
し か し , XMAC-V2 の BITS 命令 の 仕様 は 記述 順に 左 か ら 右 に 連続 し て 配置 され る 仕様 に な っ て い 
て この 仕様 は どの MPU で も 変え られ ませ ん . その た め , XCC-V は ビッ ト フ ィ ー ル ド メ ン バ の 順序 
を 変更 し , 必要 な 場合 に は ビッ ト 位 置 調整 の た め ダ ミー の ビッ ト 領 域 を 生成 し ます . ( 注 1) 


例 . MPU 別 ( コ ン パ イル オプ ショ ン 別 ) ビ ッ ト フ ィ ー ル ドド 生成 の 違い 


C ソー ス 
struct bits] { 
int a:10 : 
int 4 王 
int c:8 
int d:9 
6 計 
生成 結果 
M68000 (通常 コン パイ ル ) 
bits1 BITS [ 
: 1 
a:10 
b :4 
c:8 
d:9 


] 
M68000 (-rab: ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 割付 け 順 を 逆順 に し ます ) 
bits1 BIIS 1 
:] 


:9 
:8 
:4 
:1 


SQ どの 6 


0 
] 


fmc81 (ビッ ト フ ィ ー ル ド 幅 16 ビッ ト の MPU) 

bits1_tag001 BITS { 
:6 
a:10 

] 

bits1_tag002 BITS [ 
:4 
b:4 
c:8 

] 

bits1_tag003 BITS [ 
7/ 
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d:9 
] 
bits1 STRUC { 
bits1_bits001 ALLOC bits1_tag001 , ASYNC 
bits1_bits002 ALLOC bits1_tag002 , ASYNC 
bits1_bits003 ALLOC bits1_tag003 , ASYNC 


注 ) 必 要 な 場合 , タグ 名 , ビッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド 名 の 自動 生成 を 行い ます . (名 前 自動 生成 参 


照 ) 
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ビッ ト フ ィ ー ル ド の 用 法 


構造 体 と 同様 に ALLOC 疑似 命令 で ビッ ト フ ィ ー ル ド の 領域 を 割り 当て る こと が で きま す . 


例 . ビッ ト フ ィ ー ル ド の 割り 当て 


0 ツー タ < 
struct bits1 [ 
Int bit1:2: 
Int bit2:2: 
靖 計 
生成 結果 
bits1 BITS  [ 
:28 
bit1:2 
bit2:2 
] 
ユー ザ 記 述 


user_bits ALLOC bits1 , ASYNC { ] 


以下 の 機能 を 使う 事 で ビッ ト フ ィ ー ル ド の 参照 を アセ ン ブ ラ で 記述 する 事 が で きま す . 


・ ビ ッ ト フ ィ ー ル ド 名 を 指定 する 事 で シフ トカ ウン ト を 求め られ ます . 


・MASK 演算 子 を 使う 事 で マス ク 値 を 求め られ ます . 
・WIDTH 演算 子 を 使う 事 で ビッ ト 幅 を 求め られ ます . 
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例 . ビッ ト フ ィ ー ル ド の 参照 
C ソー ス 

struct bits1 [ 
int bit0:2: 
unsigned bit1:2: 
int bit2:2: 
int bit3:2 
5 


生成 結果 

bits1 BITS { 
:24 
bit0:2 
bit1:2 
bit2:2 
bit3:2 

] 


ユー ザ 記 述 
user_bits ALLOC bits1 , ASYNC {| ] 


: dO = user_bits.bit1 (符号 な し ) 


move.| user_bits, d0 : dO = user_bits 

and.| #MASK bits1.bit1., d0 : dO = dO& 0x00000030 
lsr.| #bits1.bit1 , dO : dO0 = dO >> 4 

id]1 = user_bits.bit2 (符号 付き ) 

move.| user_bits, d] : d] = user_bits 

move.| #32 - bits1.bit2 - WIDTH bits1.bit2 , d2 

asl.| d2, d1 d 川 ld 中 <W(92 21 2 
move.| #32 - WIDTH bits1.bit2 , d2 

asr.| dgd2 , d1 dd 32 = 2) 


タグ 名 , レコ ー ド 名 が 自動 生成 され た 場合 は 自動 生成 され た 名 前 を 利用 し て ビッ ト フ ィ ー ル ド 
の 参照 を 行っ て くだ さい . 
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例 . ビッ ト フ ィ ー ル ド の 参照 (自動 生成 され た 名 前 の 使用 ) 
(C ソー ス 
struct str1 { 
Int bit1:16: 
Int bit2:16: 
Int bit3:16: 
Int bit4:16: 
5 


生成 結果 
str1 tag001 BITS [ 
bit1:16 
bit2:16 
] 
str1 tag002 BITS [ 
bit3:16 
bit4:16 
] 
str1 STRUC { 
str1_bits001 ALLOC str1_tag001 , ASYNC 
str1_bits002 ALLOC str1_tag002 , ASYNC 
] 


ユー ザ 記 述 
user_str ALLOC str]1 , ASYNC 


move.| user_str. str]1_bits001, d0 
move.| #32 - str1_tag001.bit1 - WIDTH str1_tag001.bit1 , d1 


asl.| d1] , dO : dO = dO < (32 - 16 - 16) 
move.| #32 - WIDTH str1_tag001.bit1, d1 
asr.| d1, dO j dO = dO >> (32 - 16) 
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ETUI 


-XMACV2 ALIAS オプ ショ ン を 指定 し た 場合 


9 


例 . enum か ら ALIA5 疑似 命令 を 生成 


C ソー ス 
enum etag] { 
e1, 
e2, 
e3 
| eval1 : 
生成 結果 
e] ALIAS 0 
e2 ALIAS ] 
e3 ALIAS 2 
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enum メン バ が ALIAS 疑似 命令 に よっ て 生成 され ま 


typedef 名 


-XMACV2 ALIAS オプ ショ ン を 指定 し た 場合 
義 が ALIAS 疑似 命令 に より 生成 され ます . 


例 . typedef か ら ALIAS 疑似 命令 を 生成 
(0 アニ ニシ 
typedef struct str_a [| 
] T_STR_A : 


生成 結果 
str_a STRUC { 


] 
T_STR_A ALIAS str_a 


ユー ザ 記 述 
user_str]1 ALLOC TI_STR_A 


typedef で 構造 体 名 を 定義 する と その 構造 体 名 の 定 


う 


, ASYNC { ] 
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追加 プラ グマ 


#pragma Xmacv2 off 


#pragma xmacV2 on 


#Dragma xmacvV2 on か ら #Dragma xmacv2 off まで の 間 に あ る 宣言 を 解析 し て , XMAC-V2 構造 体 生 
成 を 行い ます . 通常 は xmacv2_on の 状態 か ら ソ ー ス 解析 を 始め ます . #pragma を 何 も 記 述 し な け 
れ ば ソー ス の 最初 か ら 最後 まで が XMAC-V2 構造 体 生 成 の 対象 に な り ま す . 

-XMACV2 PRAGMA OFFf オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は , ソー ス の は じ め は xmacv2_off の 状態 に な り 
ます . #pragma xmacv2 on を 記述 し な い 限 り XMAC-V2 構造 体 生成 の 対象 に は な り ま せん .#pragma 
xmacV2 on を 記述 し た 所 か ら XMAC-V2 構造 体 生成 の 対象 に な り ま す . 


例 . #pragma xmacv2 on と #pragma xmacv2 off の 用 法 


C ソー ス (-XMACV2_PRAGMA_OFF オプ ショ ン 指 定 ) 
struct a { 


馬 兄 

#pragma xmacV2_on 
structb { 

' 
#pragma xmacv2_off 
struct c { 

引替 


struct b だ けが XMAC-V2 構造 体 生成 の 対象 に な り ま す . 
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MPU 固有 の 仕様 
Z80 
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MPU に 依存 する 機能 に つい て 


起動 時 処理 に つい て 
現 バ ー ジ ョ ン で は , MPU に 依存 する 処理 は 存在 し ませ ん . 


MPU 特定 名 に つい て 
現 バ ー ジ ョ ン で は , MPU 特定 名 指定 の 必要 は あり ませ ん . 


デバ ッ グ 時 の 制限 事項 
言語 で の デバ ッ グ を する に は , “-mkfr"Y オ プシ ョ ン が 必要 で す . 


・-mkfr オプ ショ ン 
強制 的 に スタ ッ ク フ レー ム を 生成 し ます . 
780 で は 指定 し た 関数 の み フ レー ム 生 成す る こと が で きま す . 


形式 


-mkfr[all | 関数 名 ] 


al1 : ファ イル 内 関数 すべ て 
関数 名 : ファ イル 内 の 指定 され た 関数 の み ( ” "アン ダー バー を 先頭 に 付け る ) 
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( 言語 の 規格 


特殊 記憶 の クラ スワ ー ド 
現 バ ー ジ ョ ン で は , Z80 シリ ー ズ 版 《 コン パイ ラ に は , 特殊 記憶 クラ ス の キー ワー ド は あり ませ 


ん . 


※ 志 り 所 友 沙 
現 バ ー ジ ョ ン で は , 280 シリ ー ズ 版 C コン パイ ラ に は 。 メ モリ モデ ル は あり ませ ん . 
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の 2 


Z80 用 定義 体 で は , 以下 の デー タタ イプ が 用 意 さ れ て いま す . 


【 デ ー タ タイ プ 】 

変数 サイ ズ 最小 値 最大 値 

char 6bit -128 2 
Unsigned char 6bit 0 まま 55 

short 16bit -32768 +32767 
unsigned short 16bit 0 +65535 
short jint 16bit -32768 +32767 
unsigned short int 16bit 0 +65535 

int 16bit -32768 +32767 
unsigned int 16bit 0 +65535 
10ng 32bit -2147483648 +2147483647 
unsigned long 32bit 0 +4294967295 
float 32bit -16e37 +]e37 
double 64bit -le306 +]e306 
signed( ビ ッ ト フ ィ ー ル ド ) 1<16bit =2^r1) 2^(w-1)-1 
unsigned( ビ ッ ト フ ィ ー ル ド ) | 1~16bit 0 2^(w)-1 
enum 16bit ー 

ポイ ジン ダ タ 16bit 0 Oxffff 


備考 w(width) は 指定 され た ビッ ト の 幅 を 示し ます 
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ビッ ト フ ィ ー ル ド 


ビッ ト フ ィ ー ル ド で は 16bit の 境界 を 超え て フィ ー ル ド を 定義 する こと は で きま せん . 


し た が っ て , ビッ ト フ ィ ー ル ド の メン バ の 最大 の 幅 は 16bit で す . 
また , メン バ が 16bit 境界 を 超え る と き は 次 の 16bit 境界 に 整合 され ます . 
以下 に , ビッ ト フ ィ ー ル ド の メモ リ 上 で の 配置 を 示し ます . 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の 記述 例 


【C 言語 リス ト 】 


struct { 
Int a:2: 
Int b:3: 
Int G 問 |5 
int d:4: 
] bit: 


【 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 配置 】 


DEE 


に エー sy 


9 


バイ ト 境 界 で の ビッ ト フ ィ ー ル ド 定 義 


【C 言語 リス ト 】 


struct { 
Int a:1: 
int b:2: 
Int (9aei 
] bit: 


【 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 配置 】 


ーcb を 症 け な い 場 合 


ーcb 多 慎 け 圧 場合 
LESB 


浮動 小数 点 


XCC-V で 使用 され て いる フォ ー マ ッ ト は , IEEE754 に 準拠 し た も の で 【 浮 動 小 数 点 】 に 示す 通り 
で す . 


また , XCC-V で は 拡張 倍 精度 (80D1t) は サポ ー ト し て いま せん . 
【 浮 動 小 数 点 】 


サイ ソフ ビッ ト < 91 23 


h』 
。 | 提 人 Bebit や | 。 伯 電 Kedbi 


フロー ト (G3abit) 


* 指 圭 如 (1bit) 1 披 才 計 RC5abit) 


ダブ リル (64b it) 


浮動 小数 点 定 数 は , 最大 17 桁 ま で 使用 可能 で す . 
17 桁 以 上 の 記述 は 無視 され ます . 
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構造 体 , 共用 体 , 配列 
構造 体 , 共用 体 , 配列 の 大 き さ は , Z80 の アド レス 空間 の 許す 範囲 で 指定 可能 で す . 
また , 構造 体 の 配列 等 の よう な 宣言 も 同様 で す . 


オー ト 変 数 
ー つ の 関数 内 で 使用 で きる オー ト 変 数 の 合計 サイ ズ は , 280 の アド レス 空間 の 許す 範囲 で 指定 可 
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関数 呼び 出し 


引数 

呼び 出す 関数 に 引数 を 渡す 処理 は , 引数 と な る 値 を スタ ッ ク 領 域 に 格納 する こと に より 実現 し 
て いま す . 

スタ ッ ク 領 域 へ の 格納 は , 2 バイ ト 単 位 で 行い ます (2 バイ トバ ウン ダリ ). 

関数 呼び 出し と き の 引 数 は , 【 型 変換 一 覧 】 の 通り に 型 変換 が 行わ れ ま す . 


【 型 変換 一 覧 


引数 の 型 展開 され る 型 

プロ ト タ イ プ 宣 言 な し プロ ト タ イ プ 宣 言 あ り 
signed char signed short signed char 
Signed short signed short Signed short 
signed int signed short Signed short 
signed ビッ ト フ ィ ー ル ド Signed short signed short 
enum signed short signed short 
Signed long signed long Signed long 
Unsigned char unsigned short unsigned char 
unsigned short unsigned short unsigned short 
unsigned int unsigned short unsigned short 
unsigned ビッ ト フ ィ ー ル ド | unsigned short unsigned short 
ポイ ンタ unsigned short unsigned short 
unsigned long unsigned long unsigned long 
float double float 
double doOuble doOuble 
構造 体 , 共用 体 ※ ※ 


備考 ※: 構 造 体 , 共用 体 の 引数 は , 2 バイ トバ ウン ダリ で , アド レス 増加 方 向 に よせ て , スタ ッ 
ク に 積ま れ ま す . 


関数 の リタ ー ン 値 

関数 の リタ ー ン 値 は , サイ ズ が 1, 2, 4 バイ ト の と き は , レジ スタ で 返し ます . 

使用 する レジ スタ は 【 リ ター ン 値 一 覧 】 の よう に な り ま す . 

それ 以外 の 場合 , 親 の 関数 は , BC レジ スタ に リタ ー ン 値 を 格納 する アド レス を 設定 し , 子 の 関 
数 を 呼び 出し ます . 

子 の 関数 は , この アド レス に リタ ー ン 値 を 代入 し , リタ ー ン し ます . 
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【 リ ター ン 値 一 覧 】 


リタ ー ン 値 の サイ ズ | 使用 する レジ スタ 

1 バイ ト ( 

2 バイ ト BC 

4 バイ ト BC( 上 位 ), DE( 下 位 ) 


1, 2, 4 バイ ト 以 外 


BC の 示す アド レス ( 親 の 関数 が 設定 ) に リタ ー ン 値 を 設定 
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レジ スタ 


280 シリ ー ズ 版 XCC-V で は , 以下 の レジ スタ を 使用 し ます . 


レジ スタ 名 用 途 1 用 途 2 関数 コー ル 時 
AF ワー ク 破壊 

BC ワー ク リタ ー ン レジ スタ 1 破壊 

DE コグ リタ ー ン レジ スタ 2 破壊 

HL ワー ク 破壊 

IY ワー ク 破壊 

IX フレ ー ム ポイ ンタ 非 破壊 

SP スタ ッ ク ポ イン タ 非 破壊 
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#pragma 


# pragma int ret n 

"Dragma int ret n の 指定 に より , 割り 込み 関数 の コンパ イル を 実現 し ます . 

”#Dargma int ret n 宣言 か ら "#Dragmanoint ret n' 宣 言 の 範 囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と し て 
認識 され ます . 

関数 内 で 使用 され る 全て の レジ スタ を 退避 , 復元 し ます . 

関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (EI 命令 ) と 通常 の リタ ー ン 命令 (RET 命令 ) を 展開 し ます . 


Int data1, data2: 

#Dragma Int_ret_n 

void func() ー 割り 込み 関数 の 定義 
{ 


] 


data] = data2: 


#Dragma noint ret_n 


【 ア セン ブラ の 展開 】 
_func: 

push AF レジ スタ の 退避 
push BC 
ld BC, (_data2) 
ld (_data1), BC 
DOD BC レジ スタ の 復元 
DOD AF 
el 割り 込み 許可 
ret リタ ー・ 


#pragma int reti_n 

"Dragma int reti n の 指定 に より , 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 

人 int reti NNW #Dragma noint reti_ n 宣言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
て 認識 され ます . 

0 復元 し ます . 

関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (BI 命令 ) と 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETI 命令 ) を 展開 し ます . 
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#pragma int_retn n 

"pragma int retn n の 指定 に より , NMI 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 

陸 int retn n 宣言 か ら "#Dragma noint retn n" 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
て 認識 され ます . 

Oo を 退避 , 復元 し ます . 

関数 の 出口 で は , NMI 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETN 命令 ) を 展開 し ます . 


#pragma int retr 

"pragma int ret r' の 指定 に より , 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 

7#pargma int ret r" 宣 言 か ら "#pragma noint ret r” 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と し 
て 認識 され ます . 

関数 内 で 使用 され る 専用 レジ スタ の 退避 ,。 復元 と , レジ スタ セッ ト の 切り 替え を 行い ます (レジ 

スタ セッ ト GR を 破壊 し ます ). 

関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (EI 命令 ) と 通常 の リタ ー ン 命令 (RET 命令 ) を 展開 し ます . 


#pragma int_retir 

"pTagma int reti r' の 指定 に より , 割り 込み 関数 の コン パイ ル を 実現 し ます . 

int reti r' 宣 言 か ら "#Dragma noint reti r” 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
て 認識 され ます . 

0 2 の の ピー ント い の 0e 

スタ セッ ト GR を 破壊 し ます ). 

関数 の 出口 で は , 割り 込み 許可 命令 (BI 命令 ) と 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETI 命令 ) を 展開 し ます . 


#pragma int_retnr 

"pTagma int retn r' の 指定 に より , NMI 割り 込み 関数 の ユ コンパイル を 実現 し ます . 

旨 int retn r' 宣 言 か ら "#Dragma noint retn r" 宣 言 の 範囲 内 の 関数 は 割り 込み 関数 と 
て 認識 され ます . 

の が の の ee: 

スタ セッ ト GR を 破壊 し ます ). 

関数 の 出口 で は , NMI 割り 込み リタ ー ン 命令 (RETN 命令 ) を 展開 し ます . 
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出力 オブ ジェ クト の 形式 


遷 ダ ショ ヨン 


オプ ジェ クト に は ,。 コモ ン セ クシ ョ ン と コー ド セ ク ショ ン が 出力 され ます 。 


・ ロ モン セツ ショ シン 
・ コ ー ド セク ショ ン 


コモ つう セクション 


紀 下 ツ セク ショ ン は 3 つの セク ショ ン に 分 か が れ て いま す 。 


セク ショ ン 名 種別 オブ ジェ クト の 内 容 

B ファ イル 名 (COMMON 初期 値 の な い 静 的 変数 

D ファ イル 名 COMMON 初期 値 の ある 静 的 変数 

1 ファ イル 名 ※ 定数 , 文字 列 CONSTANT 領域 
注意 


※:XCC-V 起動 時 , -rom オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は , "CODBE” に な り , 指定 し な い 場合 は , "COMMON” 
に な り ま す . 


ROM 化 オ プシ ョ ン 指 定時 の メモ リ 配 軒 
各 (COMMON セク ショ ン に お ける 一 般 的 な 配置 お よび , 使用 方 法 は 以下 の 通り で す . 


1. 定数 , 文字 列 セ クシ ョ ン (I ファ イル 名 ) は , ROM 上 に 割り 付け ます . 

2. 初期 値 の ある 変数 セク ショ ン (D ファ イル 名 ) は , ROM 上 に 内 容 を 入れ て お き , プロ グラ ム 実 
行 前 に 内 容 を ROM か ら RAM へ 転送 し ます . 

3. 初期 値 の 無い 変数 セク ショ ン (B ファ イル 名 ) は , RAM 上 に 割り 付け て , プロ グラ ム 動 作 時 に 
ゼロ グ クリア し ます . 
な お , ファ イル 名 は 30 文字 まで 記述 可能 で す . 


シン ボル 名 の 変化 
XCC-V の 出力 する オブ ジェ クト は アセ ン ブ ラ (XASS-V) の 入力 ソー スプ ログ ラム で す が , ( 言語 の 
プロ グラ ムリ スト 中 の シン ボル 名 (変数 名 , 関数 名 ) は 以下 の 規則 に 従っ て 変更 され , アセ ン ブ ル 
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ソー スプ ログ ラム 中 に 展開 され ます . 


【 シ ン ボ ル 名 変更 規則 】 
シン ボル の 種類 変更 規則 例 変更 前 | 変更 後 
エク スタ ー ナ ル シン ボル 名 の 前 に "_” が 付加 され る a1 _al 
グロ ー バ ル シン ボル 名 は 31 文字 まで b2 _b2 
ファ イル 内 スタ ティ ッ 
ク 
関数 内 スタ ティ ッ ク "0 + 数 字 と な る c3 Q12 
d4 Q13 
引数 (アー ギュ メン ト ) FP レジ スタ か ら の オフ セッ ト ( 先 頭 は | e5 (IX + 4) 
+8 か ら ) f6 (IX+ 6) 
オー ト 変 数 レジ スタ 又は FP レジ スタ か ら の オフ | g7 (IX - 2) 
セッ ト (-( マ イナ ス ) 方 向 ) h6 (IX - 6) 
関数 シン ボル 名 の 前 に ” "が 付加 され る func _func 


シン ボル 名 は 31 文字 まで 使用 可能 
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人 と を の が ぴー と 


コー ド セ ク ショ ン の 名 前 は "C ファ イル 名 "で す . ファ イル 名 は 30 文字 まで 使用 可能 で す . 
コー ド セ ク ショ ン に 展開 され る も の は , 関数 の 入口 か ら 出口 まで の 処理 展開 で す . 


関数 の 入口 
関数 の 入口 で は , フレ ー ム ポイ ンタ (1X%) の 待避 , 設定 と オー ト 変 数 と ワー ク 領 域 の 確保 を し ます . 


【 展 開 例 】 

_func: 関数 の 入口 
push IX フレ ー ム ポイ ンタ の 待避 
| IX 0 
add IX, SP フレ ー ム ポイ ンタ の 設定 
Id HL, -16 
add HL, SP オー ト 変 数 と ワー ク 領 域 の 確保 
| SP, HL 

関数 の 出口 


関数 の 出口 で は , オー ト 変 数 , ワー ク 領 域 の 解放 と , フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 を 行ない , リタ ー 
ン し ます . 


【 展 開 例 】 
ld SP, IX オー ト 変 数 , ワー ク 領 域 の 解放 
DOD IX フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 
ret り リ 多 二 シ 


スタ ッ ク フ レー ム の 管理 
関数 呼び 出し 時 の 引数 お よび リタ ー ン アド レス の 管理 は , 以下 の よう に 行い ます . 


呼び 出し 元 ( 親 の 関数 ) 


・ 引 数 を 右 か ら 順 に スタ ッ ク に 積み ます . 

・ こ の と き , スタ ッ ク 上 で 1 つの 引数 は , 2 バイ ト 境 界 の 大 き さ を 持ち ます . 

(「 引 数 」 参 照 ) 

・ 関 数 の リタ ー ン 値 の サイ ズ が 1, 2, 4 バイ ト 以 外 の と き は , リタ ー ン 値 を 返す アド レス を 
BC レジ スタ に 設定 し ます . 

・CALL 命令 に よっ て 関数 を 呼び 出し ます . 
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呼び 出し 先 ( 子 の 関数 ) 


・ フ レー ム ポ イン タ を 退避 し ます . 

・ オ ー ト 変数 , 一 時 変数 領域 を 確保 し ます . 

・ 関 数 の リタ ー ン 値 の サイ ズ が 1, 2, 4 バイ ト 以 外 の と き は , リタ ー ン 値 格納 アド レス を BC 
レジ スタ を スタ ッ ク に 積み ます . 

・ ス タッ ク 上 の 引数 の アド レス は 次 式 の よう に な り ま す . 


n 番目 の 引数 の アド レス = 1X + 4 
+(]1 番目 の 引数 の サイ 


ズ ) 
+(2 番目 の 引数 の サイ 
ズ )+・・・ 
+(n-1 番目 の 引数 の サ 
イズ ) 
関数 呼び 出し の 展開 例 
展開 例 1 
展開 例 2 
スタ ッ ク の 構成 


fimc2 の リタ ー ン ジア ドレ スネ 
fumc3 の 1 番目 の 引 
牙 一 
| 43ー ト 天 聞 押 球 so ラレー ム ポ イン テ 
旧 フ レー ふぁ ふ ボ イッ ンタ 
fumr1 の リタ ー ン アド レネ 


fmr2 の 1 番目 の の 引 到 
fhmc2 の 9 番目 引 敷 
fumc2 の 3 番目 の 引 誤 
fumc2 の 』 番 目 の 引 束 
fumc2 の 5 番目 の 引 誤 
| SE 
則 閲 数 の リタ ーー デ ドド レネ 


デ ド レネ 増加 方 向 
+ 
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関数 呼び 出し の 展開 例 1 


( 言語 リス ト 1 
Int a, b: 
func1() 

{ 


] 
func2(int pa,int pb) 


a=func2 (a, b) : 


if(pa>pb) return(pga) : 
else return(pb) : 
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アセ ン ブ ラ オブ ジェ クト 1("-0 og9" オ プシ ョ ン 指 定 ) 


_func1: 関数 の 入口 
iExpr (4) : a=func2(a, b) 
Id BC, ( b) 
Dush BC 引数 b を スタ ッ ク に 格納 
ld DE, ( a) 
Dush DE 引数 a を スタ ッ ク に 格納 
call func2 関数 呼び 出し 
ld (_a) , BC リタ ー ン 値 の 格納 
Dop DE 引数 領域 の 解放 
DOD DE 
ret リタ ー ン 
_func2: 関数 の 入口 
Dush IX フレ ー ム ポイ ンタ の 待避 
ld IX 0 
add 1X, SP フレ ー ム ポイ ンタ の 設定 
。 三 = 
iExpr (8) : pa>pb 
ld C, (IX+6) 引数 の 参照 
ld B, (IX+7) 
ld L, (IX+4) 
ld H, (IX+5) 
or A 
Sbc HL, BC 
Jr.X z,L9 


JD m,L0000000013 
JD po,L0000000014 
le 二 X L9 
L0000000013: 
JD po,L9 
L0000000014: 
, - then - - return - 
iExpr (8) : (pa) 
ld C, (IX+4) リタ ー ン 値 を BC に 格納 
ld B, (IX+5) 
Jr.X L12 
L9: 
:ー else - - return - 
iExpr (9) : (pb) 
ld C, (IX+6) リタ ー ン 値 を BC に 格納 
ld B, (IX+7) 
L12:: RET 
ld SP, 1X 領域 の 解放 
DOD 1X フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 
ret リタ ー ン 
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関数 呼び 出 


Int 
func1() 
{ 


] 


し の 展開 例 2 


a=func2 (a, b, c, d, e) : 


func2(int pa, int pb, int pc, int pd, int pe) 


{ 
Int 


anS: 

ans=func3 (pb) : 
ans=anS+Da+DD*DC*Dd-D6: 
return (ans) : 


アセ ン ブ ラ オブ ジェ クト 2("-0 og9'" オ プシ ョ ン 指 定 ) 


_func1 : 
iExpr (4) : 
ld 
push 
ld 
push 
ld 
push 
ld 
push 
ld 
push 
call 
ld 
ld 
add 
ld 
ret 
_func2: 
push 
ld 
add 
push 
: RET 
iExpr (9) : 
ld 
ld 
push 
call 
iExpr (10) : 
ld 


a=func2 (a, b, c, d, e) 
BC, (_e) 


DE,(9) 


IX, SP 
HL 


ans=func3 (pb) 
C, (IX+6) 
B, (IX+7) 
BC 
_func3 
ans=anS+ Da+Db*Dc*Dd-De 
E, (IX+8) 


関数 の 入口 

引数 e を スタ ッ ク に 格納 
引数 d を スタ ッ ク に 格納 
引数 c を スタ ッ ク に 格納 
引数 b を スタ ッ ク に 格納 
引数 a を スタ ッ ク に 格納 


関数 呼び 出し 
リタ ー ン 値 の 格納 


引数 領域 の 解放 
リタ ー ン 

関数 の 入口 

フレ ー ム ポイ ンタ の 待避 


フレ ー ム ポイ ンタ の 設定 
オー ト 変 数 領域 の 確保 


引数 pp を スタ ッ ク に 格納 
関数 呼び 出し 


ld D, (9) 


push DE 

ld L, (IX+6) 

ld H, (IX+7) 

push HL 

Id (IX-2) , 6 

ld (IX-1), B 

call csssmul 

ld L, (IX+10) 

ld H, (IX+11) 

push HL 

push BC 

call csssmul 

ld A, (I44) 

add ACG 

ld L, A 

ld A, (IX+5) 

adc AB 

ld H, A 

ld A, (IX-2) 

add AL 

ld C, A 

ld A, (IX-1) 

adc AH 

ld B, A 

Id ACG 

sub (1X+12) 

ld C, A 

ld AB 

sbc A (IX+13) 

ld B, A 
iExpr (11) : (ans) 

ld SP, IX 

DOD 1X 

ret 


pb -> offset 6 
pc -> offset 8 
pd -> offset 10 
pa -> offset 4 
pe -> offset 12 
extnal csssmul 
end 
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Int 
Int 
Int 
Int 
Int 


引数 pc を スタ ッ ク に 格納 


引数 pp を スタ ッ ク に 格納 


か け 算 ルー チン の 呼び 出し 


引数 p| を スタ ッ ク に 格納 


pb*pc を スタ ッ ク に 格納 


か け 算 ルー チン の 呼び 出し 


pa+(pb*pc*pd) 下位 の 計算 


pa+(pb*pc*pd) 上 位 の 計算 


ans+ (pa+pb*pc*pd) 下位 の 計算 


ans+(pa+pb*pc*pd) 上 位 の 計算 


(ans+pa+・・・pd) -pe 下位 の 計算 


(ans+pa+・・・pd) -pe 上 位 の 計算 


オー ト 変 数 領域 の 解放 
フレ ー ム ポイ ンタ の 復元 
リタ ー ン 


サウ ラク 万 法 


【XLNK-V の パラ メー タフ ァイル 例 (77?. XLS)】 


/ADDR = 1000 アド レス を 1000 番地 か ら に 設定 し ます . 
/SECT =D *|ICOMM _ ……… 変数 領域 を 割り 付け ます 

/SECT = B *|COMM 

/ADDR = 8000 。 ……… アド レス を 8000 番地 か ら に 設定 し ます 
/SECT = C*|ICODE 。 …… プロ グラ ム 領 域 を 割り 付け ます 
/SECT = モエ ネー ーー ・…… 変数 領域 を 割り 付け ます . 

/NAME = xxxx 

/ENTN = xxxx 

/SLIB = cszel 。  …… 各種 ライ ブラ リ を 設定 し ます 


/SLIB = stdze1 
/SLIB = mathze1 
/ULIB = xxxx 

| 
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アセ ン ブ ラ モジ ュー ル と の 結合 


XCC-V の 出力 関数 を 呼び 出す ※ 


注目 ※ アセ ン ブ ラ モジ ュー ル が 親 の と き 


XCC-V の 出力 し た 関数 を 呼び 出す と き は , 以下 の 条件 を 満た す 必要 が あり ます . 


レジ スタ 
IX,。 SP レジ スタ は , 呼び 出し 前 の 値 が 保証 され ます . 
A, F, BC, DE, HL, IY レジ スタ は , 破壊 され ます . 


スタ ッ ク ポ イン タ 
関数 を 呼び 出す 前 に , SP レジ スタ に 未 使用 領域 の 先頭 アド レス を 設定 し て くだ さい . 
C プロ グラ ム は , SP レジ スタ か ら ア ドレ ス 減 少 方 向 に オー ト 変 数 等 の 領域 を 確保 し て 行き ます . 


引数 

C プロ グラ ム に 引数 を 渡す と き は , 関数 を 呼び 出す 前 に , 引数 を 右 か ら 順 に スタ ッ ク 領 域 に 格納 
(PUSH) し ます . 

また , 引数 の 型 に つい て は , 「 引 数 」 の 規則 に 従っ て 変換 し て か ら , 格納 し て くだ さい . 

スタ ッ ク 上 の n 番 目 の 引数 は , 以下 の アド レス に 格納 し ます . 


n 番目 の 引数 の アド レス = SP + 2 
+(1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 
+(2 番目 の 引数 の サイ ズ )+・・・ 
+(n-1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 


リタ ー ン 値 
C プロ グラ ム の リタ ー ン 値 の 受け 渡し 方 法 は , 型 に より 異な り ま す . 
「 関 数 の リタ ー ン 値 」 を 参照 し て くだ さい . 


シン ボル 名 

C プロ グラ ム で は , シン ボル 名 の 変更 が され て いま す . 相互 に 参照 する シン ボル 名 , 関数 名 は ア 
セン ブラ モジ ュー ル で 合わ せる 必要 が あり ます . 

シン ボル 名 の 変更 規則 は , 「 コ モン セク ショ ン 」 を 参照 し て くだ さい . 
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XCC-V の 出力 関数 に 呼び 出さ れる ※ 


注目 ※ アセ ン ブ ラ モジ ュー ル が 子 の と き 


XCC-V の 出力 し た 関数 に 呼び 出さ れる と き は , 以下 の 条件 を 満た す 必 要 が あり ます . 


スタ ッ ク ポ イン タ 

SP レジ スタ の 指す アド レス か ら ア ドレ ス 増 加 方 向 の 領域 は ( プロ グラ ム の 使用 し て いる 領域 で 
ま 。 

アセ ン ブ ラ プロ グラ ム は SP レジ スタ の 指す アド レス か ら ア ドレ ス 減 少 方 向 の 領域 を 使用 し て く 
こさ い . 


引数 

C プロ グラ ム の 引数 は , スタ ッ ク 領 域 の 順に 格納 され て いま す . 

スタ ッ ク 上 の n 番 目 の 引 数 は , 以下 の アド レス に 格納 され て いま す . 

n 番目 の 引数 の アド レス = SP +(1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 
+(2 番目 の 引数 の サイ ズ )+・・・ 
+(n-1 番目 の 引数 の サイ ズ ) 


リタ ー ン 値 
リタ ー ン 値 が ある と き は , 「 関 数 の リタ ー ン 値 」 の 説明 に 合わ せ て くだ さい 


レジ スタ の 退避 ・ 復 元 
アセ ン ブ ラ モジ ュー ル 内 で "IX”, “5P を 破壊 する 場合 は , すべ て 退避 ・ 復 元 し て くだ さい . 


シン ボル 名 

C プロ グラ ム は , シン ボル 名 の 変更 が され て いま す . 

相互 に 参照 する シン ボル 名 , 関数 名 は アセ ン ブ ラ モジ ュー ル で 合わ せる 必要 が あり ます . 
シン ボル 名 の 変更 規則 は 「 コ モン セク ショ ン 」 を 参照 し て くだ さい . 
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C プロ グラ ム 中 で の アセ ン ブ リ 言語 記述 


言語 プロ グラ ム 中 で , “#asm' と "#endasm "で 囲ま れ た ステ ッ プ は , オブ ジェ クト プロ グラ ム 中 


ロロ 


の その 位置 に その まま 展開 され ます . 
以下 に イン ライ ン ア セン ブル の サン プル を 示し ます . 


"#asm を 使用 し た ソー スプ ログ ラム 


int data: 
Void sample() 
{ 
(dgiEal 0 
#asm 
el 
#endasm 


] 
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出力 オブ ジェ クト 
C Generator Debugger XCDB-V V5.25 (7313) -00000000- 


== Z80 (VO07.01) == 
global _sample 


global _data 
B_asm Sect comm 
_data: 
ds 2 
C_ash sect code 
_SamDle: 
。 三 If = 
iExpr (4) : data==0 
ld A ( data) 
ld HL,_data+1 
or (HL) 
Jr. X nz, L2 
- then - 
ei ーー #asm で 記述 され た 部 分 
。 ご Qif 
L2: 
ret 
end 
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main 関数 の 起動 


XCC-V の 出力 し た main 関数 は , 展開 形式 が 一 般 の 関数 と 同じ で す . 
し た が っ て 動作 させ る た め に は ”"_main' を コー ル す る メイ ン モ ジュ ー ル が 必要 で す . 
メイ ン モ ジュ ー ル で 行う 主 な 処理 は , 以下 の 通り で す . 


デー タ 域 の 初期 化 
デー タ 域 の 初期 化 を 行っ て くだ さい . 


_errn0( ラ イブ ラリ の エラ ー 番 号 設定 域 ) の 確保 
数 学 ラ イブ ラリ を 使用 する 場合 に は , "int" の 大 き さ の errno の 領域 が 必要 で す . 


Id BC, 0 

ld (_errno), BC 
XXXX sect COmm 

global _errno 
_errh0: 

dw 0 


スタ ッ ク ポ イン タ の 初期 設 
スタ ッ ク ポ イン タ (SP) の 設定 を 行っ て くだ さい . 


ld HL, (スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 最終 アド レス ) 


ld SP, HL 


_main の 呼び 出し 


call _ MaIn 
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スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 


スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 を 示し ます . 
この プロ グラ ム で は 変数 領域 の 初期 化 と main 関数 の 起動 を 行ない ます . 
領域 を 次 の よう に 配置 する 場合 を 考え ます . 


mw シア s 


ーTIMMIT_DATA 


リン ク パ ラメ ー タ を 次 の よう に 作成 し ます . 


ジジ バラ タメ ー タ 


スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 (startup.xas) 


スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 


実際 の プロ グラ ム で は , 以下 の よう な 処理 も 必要 に な り ま す . 


割り 込み ベク タ の 設定 
ポー ト , タイ マ な どの 周辺 デバ イス の 初期 化 
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RAM Area | 
デデデ ーー ロ F 
/ADDR = 1000 
/SECT = D *|COMM (data = _DATA 
/SECT = B *|COMM (bss = _BSS) 
/SECT = _STACK 
ーーーーーーーー 一 ーーーーーーー ーーーーー ー ーー 十 

ROM Area | 
王 ーーーー ョ モト 
/ADDR = 8000 
/SECT = C *|CODE 


/SECT = 1_* 


init data section | 
ー ーー ーーーー 


/init_section = INIT_DATA (_DATA) 


ーーー ーーーー ーーーーーーーーー 一 十 


linkage module | 
。 ーーー ュ ーー ーー 
/name = example 
/entn = startup 
/mod| = startup 
/mod| = example 


リン カ は リン ク パ ラメ ー タ の 青 字 の 識別 子 か ら 外部 名 を 生成 し ます . 


_BSS_NEAR_TOP 初期 値 の な い 静 的 変数 の 先頭 アド レス 


-BSS_NEAR_SIZE | 初期 値 の な い 静 的 変数 の サイ ズ 


-DATA_NEAR_TOP | 初期 値 の ある 静 的 変数 の 先頭 アド レス 


_DATA_NEAR_SIZE | 初期 値 の ある 静 的 変数 の サイ ズ 
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スタ ー ト アッ ププ ログ ラム の 例 (startup. xas) 


・ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 

Startup Program for Z80 ネ 
・ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 氷 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉水 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 
と 


Stack (RAM) | スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 定義 
8 十 
_STACK sect stak 

ds 100h : ス タッ クサ イズ 


_STACK_END: 


十 


: init section (ROM) | 初期 値 格納 用 の セク ショ ン の 定義 


十 


_INIT_DATA Sect cOmm 


十 
Control data (RAM) | ライ ブラ リ 用 の 変数 の 定義 
十 


D_DATA sect COIm 
global _errno : エ ラー 番号 設定 領域 
_errno dw 0 


startup routine (ROM) 


C_start sect code 
_start: 
Id HL,_STACK_END : ス タッ ク ポ イン タ の 設定 
Id SP, HL 
i 玉 玉 Init PORT, TIMER, . . . etc *** 
: ポ ー ト , タイ マ 等 の 設定 


放 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 初期 値 の な い 変 数 領域 の ク リ < 


extna | _BSS_TOP,_BSS_SIZE 
ld A 0 
ld DE,_BSS_TOP 
ld HL,_BSS_SIZE 
ld BC, 0 
or A 
adc HL, BC 
jr z,L110$ 
dec BC 
L100$: 
ld (DE) , A 
Inc DE 
or A 
adc HL, BC 
jr nz,L100$ 
L110$: 
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ーー= 初期 値 の ある 変数 の 初期 値 デー タ の コピ ー 


extna | DATA_ TOP,_DATA_SIZE 
ld HL,_INIT_DATA 
ld DE,_DAIA_TOP 
ld BC,_DATA_SIZE 
ld AB 
Or ( 
jr z,L210$ 
L200$: 
ldi 
jp pe,L200$ 
L210$: 
i 米 玉 Cal| main * ネ ** main 関数 の 起動 
extnal _main 
call _main 
300$: 
jr 300$ 
end _start 
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拡張 機能 


セク ショ ン 名 ・ セ クシ ョ ン 種 別 の 変更 


780 ( コン パイ ラ は , 以下 の "pragma" ス テー トメ ント を 記述 する こと に より , デフ ォ ル ト の セク 
ショ ン 名 お よび セク ショ ン 種 別 を 変更 する こと が で きま す . 


記述 形式 


#pragma section 


記憶 クラ ス セク ショ ン 名 [セク ショ ン 種 別 ] 


この ステ ー ト メン ト は , (C ソー ス 中 の 任意 の 位置 に 1 行 で 記述 し ます . 


な お , [ ] は 省略 可能 で す . 


記憶 クラ ス 
出力 する セク ショ ン に , 該当 する 記憶 クラ ス を , 以下 の 記憶 クラ ス 指 定子 より 選択 し て 記述 し て 
くだ さい . 
記憶 クラ ス セク ショ ン の 内 容 デフ ォ ル ト の セク ショ ン 名 
near NEAR 初期 値 の な い 変 数 B ファ イル 名 
init INIT 初期 値 の ある diect 変数 |D ファ イル 名 
const CONST 定数 , 文字 列 , 1[ ファ イル 名 
text TEXT プロ グラ ムコ ー ド (C ファ イル 名 
セク ショ ン 名 


出力 する セク ショ ン の 名 前 を 31 文字 以内 で 指定 し て くだ さい . 
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セク ショ ン 種 別 
出力 する セク ショ ン の 種別 を 以下 の 識別 子 か ら 選 択 し て くだ さい . 


CODE コー ド セ ク ショ ン ( 小 文字 で も 可 ) 
COMM コモ ン セ クシ ョ ン ( 小 文字 で も 可 ) 


注意 
この セク ショ ン 種 別 を , 省略 し た 場合 ,.「 セ クシ ョ ン 」 に て 記述 され て いる セク ショ ン 種 別 が 選 
択 さ れ ま す . 


変更 例 

ソー ス フ ァ イル に 以下 の 記述 を する と , 下 表 の よう な 変更 が 行なわ れ ま す . 
#pragma section near NOT_INIT_SECT code 

#pragma section init INIT_SECT code 


#pragma section const CONST_SECT cOIm 
#Dragma section text TEXT_SECT cOmm 


変更 前 変更 後 

M プア イル NOT_INIT_SECT 
D ファ イル INIT_SECT 
(に プア デイル CNST_SECT 

し プア イノ bk TEXT_SECT 
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割り 込み 処理 関数 宣言 


780 ( コン パイ ラ で は , 関数 名 の 直前 に ” interrupt” と 記述 する こと に より , 本 関数 が 例外 処 
理 関 数 で ある こと を 宣言 する こと が 可能 で す . 


記述 形式 
__ interrupt func () 


1 
例外 処理 


本 機能 は 「pragma」 の トピ ッ ク に 記述 し た "pragma int reti_n" 機 能 と 同一 の も の で す . 
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拡張 機能 の 特殊 マク ロ 


ヘッ ダフ ァイル "z80.h" を イン クル ー ド する と , 下記 の マク ロ が 使用 で きま す . 


__DI() 
_ EI() 
__ set_bit() 
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